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1 ョ I ロッパに遠征して 
^いた選手団は多くの成果 
^ をもって帰国した。ル I 
ク マニアの合宿もさる こと 
ンながら、タシマィダンへ 
ぺの参加は一時にタィプの 
ン異った多くの相手と当る 
ユことができ、また運手権 
一二 のかかつている試合の厳 
しさを身をもつて感じと 
ることができ、大変に有用だっ 
たと遠手たちも語っている。 

また、毎年 ョ ー ロッ パに遠征 
することもぶ要だとも云ってい 
る。これは単にハンドボ I ルだ 
けでなく、他の球技にもI殺的 
に云われて.いることである 0. 
しかしながら、 ョーロッ パは 

遠い。費用も日数もかかり、相 
当の覚悟をしないと、毎年遠征 
というのはなかなか困難である 
か国チームを国内に招待し、 

ョーロッパの新知識を身につけ 
ると云う法も従来とられてきた 
しかし、これにも問題は患っ 
た。東洋の国、日本への遠征と 
いうと、とかく遊びの気持が混 
じってくる。それに相手はかわ 
るが、常に日本のチーム'はかわ 
りばえのしないことも一因であ 
った〇 

日本にとつでみても、I種類 
のタイプのチ I ムとしか試合ボ 
できないという難点がをる。 


それに真剣の度合が違う。ま 
たシ I ズン制などその他で考え 
なければない問題もあるが、や 
はり、気合をこめた実力同志で 
ぶつかりあうのでなければ、招 
待する意味は半減しよう。 

強化が策委では、 二 I国対抗を 
巧なつたらとの意向をもらして 
いる。これだと従来の欠点は大 
いに軽減することができよう。 
真剣味も一段と増そうし、また 

二つのタィプのチ^~ムに当るこ 
とができ、大いに強化に役だて 
ることができよう。国巧で 一一 一国 
対抗を巧なえば、よその国同 +!,' 
の対戦というヵードも組まれ、 
大変興味深い大会になろう。 

問題は受け入れになる。 S ヶ 
国対抗というキヤッチフレ—ズ 
でどの程度ファンポ集められる 
かにもかかつてこようが、これ 
が実現すれば日本のハンドボー 
ル界にとつて、非常に大きな発 
展の機会になることは確かであ 
る。 

ところで、強化対策委ボ こう 
した新しい構想を次々にがち出 
す横極さは賞されていいと思う 

せつかくの好企画が経済問題 
などで坐が してし まつたり、規 
摸が縮少されたりするのは残念 
だボ、強化が策委の活動と全日 
本チームの動向には球界あげて I 
暧い支援を送りたいと思う(藤本) 


夏の全日本選手権大会 
評 が終つていよいよ秋のシ 
I ズンに入る。 

ハンドボールの巧け暮 
れに終つているとまつた 
時 く月日の経つのが早い。 

あの大会ボすぎたからも 
う秋だとか、そろそろこの大会 
だから冬が近いといつた具合に 
季節が去来する。 

ところで、年月の経過ととも 
に大会の歩みや内容もはつきり 
と成房のあとを示している。し 
かし、いつそうの発展を望むな 
らば現状にはいくつかの課題が 
あると思う。チヤンピホンへの 
道に関してここ数年大きな変化 
を示していないのもその一つだ 

大会方式は多少異動ポみられ 
るが技本的な改訂というのは極 
端にいうなら、どの大会もまつ 
たくなわれていない。 

例えばィンター•ハィ。如を 
こえる 参加校を考えれば勝ち抜 
き1本勝負という方法说外はと 
て も ムリだろうが、 クジ 運によ 
つてかなり勝負の明暗が異つて 
くる。最強のチ I ムを選ぶとい 
うならば、決腊扮外にホ勝はな 
いハズだが"事実上の決勝戦が 
というものを時おり見ることが 
ある。 

2回戦に勝ち哉ッた W 校で改 
めてシード肢(テンキンダー.を 


決め3回戦拟降の抽せんを再度 
巧う方法などを研究してみたら 
どうか。 トーナメント の面白味 
がなくなるという声も出ようし 
W 校に序列をつける是非も問題 
になろうがあえて提案してみた 
C 〇 

全日本総合—特に男子につい 
ては、そろそろ参加数の！討 
をしたらどうか。全日本の最強 
者を狀チームによる一本勝負で 
決めるのは"安易"だ。多少の 
低抗を覚悟で W チームにしぼっ 
てみてはどうだろう0 

これによつて本大会はもとよ 
り地域予選も充実する。大会期 
間を現行の5日間にすえおけば 
2回戦の勝者4強による決勝 リ 
1グ制が可能だ。^チームの巧 
訳けは9 ブロック 代表のほか学 
連3、実連•教職連•関催県各 
1と前回優勝チ—ムで滿たす。 

予還の段階で激烈なせり志い 
ボ予想され るところに 意義が志 
ろろり 

ィンター ハィのけ表に聞くと 
誰もが『県大会の決聴で勝った 
時がいちばん嬉しかった』とい 
う。代表になるための苦しいを 
力を物語っている。この厳しさ 
を通ってこそ チャンピホンを 狙 
う資格が；をるのでをり、を日本 
摇合は、斯界最高峰の大会なが 
らその点甘いと度う。 っ S 一 
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を日本男芋 I 這園巧試合が場へ 


:日本協会では7月进日東京で開 
いた臨時常務理事会の巧上、全日 
本第2か候補選手(ルーマニ T 遗 
征メンバー；一口ぶを7月 gj 日な降 
巧風チ I ムに戻し、.国内公式試合 
への出場を認めることに決めた。 
■これは、3月の全国 a 事をで回 
肉試を出場規制のみ定をしていた 


ことに巧する，解除"を意味する 
ものである。 

規制を解かれた U 選手はなのと 
おり0 ' 

わ巧、福本、井上、お藤、近を 
お田、下ま、ま、平岡(な上大崎 
™ 電気)、木野 (ワク ナガ薬品■全 
^立教)、早川 (ワク. ナガ薬品)、化 


井(埼玉教員ク•全教大〕、巧田 
(大同製鋼-全立を-全愛知〕本 
田、藤中(化上日体大〕、有、水 ( 
立教大； r 中井(同志社大〕 

全日本男子が公開練習 
欧州遠征から帰国した全日本巧 
モ村田な監督ら W 人は8月1日午 
を2時から群馬県の富岡高，クラン 


日本協会がナショナル チー ム ( 
ホ春の世界選手権第2次候辅)口 
人の国内試合化場規制を解いた。 

もともとこの日本協会の規制決 
議 (3 月：5日の全国理事を〕には 
反対意見が多く、第一、選手を預 
る強化が策委ボこのみ定を全面め 
には支持 L ていなかったのだ。 

にもかかわらず日本協をは数度 
にわたる常を理事会(合議スタッ 
う〕でこの間題の強行を巧し合は 
せて今日まで来たものである。 

その点からすれば今回のが除の 
決定は大いにな巧すべきなのだボ 
そうとばかりは実はいえない。 

をも、当初からこの問題には大 
反巧で、愚策と極めつけていたの 
ゼボ、急に日本協会が態度ををえ 
たのは「どういう風の吹きまわし 
か……」といぶかしく思う。むし 
ろ新たな問題を生んだともいえる 


のではないか。巷間の反対意見に 
巧みす るぐ らいの気骨を示すかと 
みていたのだボ、それも化来ず、 

」歩遏いたのは、完全に合議スタ 
ッフのか化と断言したい。 

理事の I 部にも「全国 a 事をの 
決定と いうことで、 強引に ここま 
でホなボら急に方向を変えた合議 
スタッフの 態度は おかしい」とい 


事ををふくみ々日までの常あ理事 
をで、なぜ々回の ような 誰が聞い 
ても肯 ける* 結論，，を導き化せな 
かったかとい うこと だ。 

そうすれば大きなス涵はもとよ 
り小さな不平の一つさえも起こつ 
ていなかったであろう。 

規制論の論おははじめから薄弱 
だった。日本協会が頑強に反対意 


信念のなさを露わず 


ぅ批判がおきている。 

首尾 I 貫、長期的な計画力の乏 
しさは日本協会の大きな欠陥であ 
る。 

今回の I 專も自らの施政に説得 
力のないことを暴露し信念のない 
姿載をさらけ出したしゆう態とい 
え合議スタッフの反省を促したい 
残念なのは、3月 W 日の全国理 


見をはねのけているのをハタから 
眺めていると「意地になってい 
る」としか映らなかった。 

しかし、最近になって日本協会 
の考えかたを理解しょぅとする動 
きが芽生えはじめていたのも事実 
である。 

志きらめム I ドが作用していた 
にせよ、少くとも日本協をにとっ 


ドで、帰国報告会を兼ねたを開練 
習を行った。 

全日本高校選手鹿の開懼前日と 
をって、 コ I トサィドは 全国から 
集っ.た高校運手や関係者で埋まり 
ルーマニアにおける錬習方法や、 
力と技をミックスさせた全日本チ 
i ムのフォ1メ I シヨ ンプレ 1 が 
約1時間にわたって紹介された。 

なお、公開練習会は8月；3日全 
日本教職員選手権の開かれている 
埼玉県上尾体育館でも巧われた。 


ては"いい方向。だったハズ。 

その矢先に態度変更では合議ス 
タッフが球巧の現状•情勢の掌握 
さえも觸おにしていないというこ 
とになりはしないか0 

これは、今回の一件に限ったこ 
とではなく、「現場不在」「地方 
不在」といった批判が出るのも当 
然だ。 

田村会長は、9月别日に全国巧 
事会を招集して、合議スタッフの 
姿勢などを説明するというが、ス 
タツフの再編成はさけられまい。 

「世界選手権基金運動」が流産し 
かかっているなど他の間題もあり 
地域巧表、加盟団体け表をメンバ 
1に加えるべきだと思う。いずれ 
にせょ、大事を前にして日本協を 
が相も変らず幼稚な混乱を招いて 
いるのはなさけない。 

杉山 茂 











五輪への参加は 8 ヶ国男 チ 

ブ会長 書簡 女子ハンドボールの実施も決まる 


協議の席上、二〜三をのを手有 
望選手の名ボあげられたが、今回 
の 選こう はあくまで来春の世巧邁 
手権に備えてのもので、国際的な 


即戦力といぅ点からみると現をの 
ままで支障はないといぅことにな 
つたもの。 


全 曰 本 男子、 国内を転戦 


8月 M 日に各報道機開が伝えた 
ところによると 巧日体協で開かれ 
た JOC (日本 オリンピック 委員 
会〕常任委員会で、 IOC (圉際 
オリンピック 委員会〕 のブラン デ 
I ジ会長が各国際競技連盟会長に 
あてた回がが明きらかにされたと 
ぃう。 

それによると「ホリンピックに 
おける男子圃化競技の大会参加数 
はすべて8 チ— ムに縮少する(従 
来は S チーム〕 J 「ホ子のハンド 
ボ I ル、バスケットボ I ル、バレ 
—ポ I ルの実施を認め、大会参加 
数は男子同様8 チ ームとずる」な 
どがあげられている。 

これまで不明確のままいくつか 
の情報や推測がとびかっていたも 
ので、今回はっきりとそれボ裏付 
けられたといえ大きな反譽をよぶ 
だろう。 

しかし、今回の報道でもこれら 
のこと をいつの大会から実施され 
るかについては「ミュンヘンから 
だろう」という程度で、なお不明 
の部かも多い。 

ハンドボールの場合、その実施 
がほとんで難しいといわれていた 
ホ子種自の採用が報じられた反面 
男子が W から一気に半数にしぼら 


れたのは問題だ。 

藤本常務理事(国際渉外委員〕 
は『がから8となれば、来春の世 
巧透手権の上位8ヶ国をミユンへ 
ンオリンピックに出場させるとい 
ぅ IHF (国際ハンドボール連.驢.〕 
の決定は再検討されることになる 
だろう0 

世界邁手権の上位2ケ国と開催 
国(西ドイツ〕 な化の5つの ワク 


日本協会では来春の世界運手権 
に出場する全日本異子巧表の強化 
を進めているが、8月^日から？5 
日までの 4日間、東京•日本青少 
年摇合センターに全日本第2な候 
補(欧加遠化メンバ I 〕の人と全 
日本強化運手の人を集めて合宿を 
行った。 

1 月 未の初合宿から数えて第5 
次にを尤るが、候補•強化選手合同 
で行ぅのは1月についで2度目。 

日本協会と選手強対委ではこの 
合宿を参考に9月上旬全日本第3 
が候補と して約 孤名を 選こう、 9 
月別日の全国理事会で承認を うけ 
る。 


をめぐって世界予運が行われると 
いったことになったら勝ち扳 くの 
は大変だと思ぅ。 

ホ子の採用は日本にとっては" 
朗報"とぅけとってょいのではな 
いか』といっている。 

なお、 8 月站日現在、 IHF は 
この件に関する見解を一が発表し 
:可いない。 


第3な候補にょる強化合宿は9 
月末と U 月 S 3 日から W 日までの2 
回いずれも東京で行ぅ。 

世界選手権代表の最終発表はじ 
月别日(全日本運披最終日•東京〕 
に予定され、巧表チームの合宿は 
じ月の日〜沈日、が年1月 W 日〜 
班日、2月2日〜 W 日の3回巧は 
れるす定。 

「強化選手」に追加なし 

日本協会では夏の各全日本運手 
権終了後、運手強化对策委員を中 
ムとして 全日本強化選手に 新しく 
加える人材の選こうを行ったが 
追加選手の発表はなかった。 


日本協会と選手強対委ではを日 
本異モナショナルチームの国巧転 
戦(全日本国内サーキット〕を次の 
日程で行ぅことになり発表した。 

メンバ]は、村田強巧委員長を 
監督に、さきにヨ I ロッパ遠征し 
た全日本第二巧候補^;運手で勝、 
W 野両コーチも參加ずる。なお、 
9月23日夜、を古屋でを愛知とも 
'対戦する予定。 

▽第1戦(熊本〕9月3日午後6 
時対金熊本▽第2戦(下松〕、 

4旧午後5時说みがを山口▽第 
3戦(大阪〕日日午後6時如分 
対を大阪▽第4戦(京都〕 6日 
午後5時 M かお全京都▽第日戦 
(高岡〕8日午後6時対氷見ク 

年内に女子の強化 
も着手か 

選手強が委では男子のトップレ 
ベルの強化に併行して女子の第】 
線級選手の技術向上をはかること 
になり、おそくとも U 月の全日本 
選抜選手権(東京〕までにその実 
施案を つくりあげる ことになつた 


これは、ミュンヘン•ホリンピ 
ックで女子ハンドボ I ルの実施が 
おり沙汰されている ことと、 2年 
後に世界選手権(開催地など詳細 
ま決定〕を控えているためで、当 
祝は来春の男子世界選手権後に女 
子の強化部門を確立する予定であ 
ったが、国際的な動巧などから急 
ぎ着手されることになった。 

が 田 強対委員長は『強对委のな 
かに男子部長、ホ子部おを置きそ 
れぞれ の 強化を進める ようにした 
い。 どのような 方法で実施するか 
はま だ白紙だボ、私 個人としては 
3月の全日 本選 お弦了後に全日本 
第1か候補を如〜がをほどリスト 
アップしたらよいように思う』と 
いっている0 

—全国理事会を招集 g 巧— 

日本協会では9月？3日午前 W 
時から東京け々木の日本体育協 
会で全国 a 事会を開催する。 
■世界選手権巧3な候補の発表 
が 年を事業のお討などのほか、 

田巧会長は機構の一部改訂を巧 
いたい意向。 


を日本 (1® を i ) が第5次合宿 







^160 IHF 国際審判講習会報告 


声めてくださ I 、： mIkasa 

，克全巧おに巧する強巧さ、バウンドの 

1|\正確さ、そしてダイホミックな巧巧と H/IWD dALl 

^巧群の耐义巧-世巧に誇る<ミカサ> 
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第：5回 IHF ま催の国際審判講 
習をは昭お的年 7 月日日夕刻より 
U 日迄スペインマドリード市スポ 
1ツ協会巧で巧われた。’ 

参加したのは東 ドイツ (2 名〕、 
西ドイツ (5 名)、 ァル ゼリヤ (2 
名)、才—ストリヤ (2 名)、ベル 
ギ ー (2 名)、 チ H コスロバキャ 
(4 名)、 デンマーク (3 を)、 フ 
イイランド (2 名)、フランス ( 
4名)、 ホラン ダ (3 名)、 ハン ガ 
リ — (2 名)、アイスランド (1 
を〕、 イスラエル (2 名)、 イタリ 

ヤ (2 を)、日本 (1 を)、 リ ビヤ 
(3 名)、ノールウ H 1(3 を)、 

ポーランド (2 を)、ポルトガル 

スを)、 スウ ェーデンす多、 

スイス (2 名)、ル—マニヤ (3 
名)、ァラブ連合共和国 (2 名)、 
ユーゴスラビヤ (4 名)、ソ連 ( 
2名)、スペイン(巧名)ののケ 
国の名。他にコミツシヨナーの 
委員長卫ミル•ホルル氏を 
初め6名全員が出席し スぺ 
イン協会の協力で今迄とち 
がった講習会で午前中学課 
とを種判をの基準をモデル 
チ I ムを使って実技で説明. 
午後は参加審判員がおず審 
判を を 当、他に n ミツシヨ 
ナ I による審判割当により 
午後 W 時如かまでギッシリの日課 
だった。日程は 

▽ 7 月 5 日午後 8 時迄にマドリー 
ドスポーツ協会に到着を報吿 


▽セ月六日出席者スポ J ッ協会の 
宿舎決定 

午後8時より身体教育とスポ I 

ッについて(講議) 

▽セ月セ日8時—8時.がみ朝食 
9時—關会ま引続き委員長によ 
る2人審判方法について(講議) 
ルーマニア協会提出による2人 
制審判の映画(説明はクンスト氏) 
S 時如か—プヵレストチームによ 
る2人制審判 

巧時如分—昼食、巧時如か迄休 
養。^:^時如分より公式試合 

参加国はルー マ. ニヤ、 スペィン 
フランス、 ポ] ランドの 4 ケ 国の 
ナショナルチ ー ムにより3試合. 
处時 W 分より夕貪 
▽わ月八日夕時より今日の2人割 
審判に到るまでついて(説明〕 

W 時如分よりチ t ムを使つての 
攻防における審判方法(判定方法〕 
U 時抓より公式戦 
▽お月九日9時より今迄行なつた 
審判に対する質問事項に対するコ 
ミッショナ]の解答 

W 時 W 々よりモデルチームによ 
る判定(各種〕方法。巧時说分よ 
り公式戦決勝を含み3戦。 

決勝戦は小生及びアィスランド 
の2名で審判を行ぅ 
▽と月十日9時 W か出発審判員全 

員ナバセラーダとセゴビヤ地方に 

遠足. 

▽七月十 I 日9時より参加者から 
提出された質問事項に対する解答 


U 時如かより参加国チームによ 
る如分ゲ I ム 

じ時より参加国代表者会議 
▽と月十二日9時より第十六回国 
.際審判講習会でおそわたたこと ( 
総括)。の時 W 分より(モデルチ I 
ムを使って判定方法〕 

如時より閉会式。終了記書と記 
念品の授与並にお別れパーテー午 
前。4時終了 

マドリード市のレティロ八ム園巧 
レストランで行はれた。 

▽セ月十一二日9時より審判員全員 
で親善試合 
。時如か解散 


エミ— ルホルル氏の講議は 、I 
九セ 0 年の世界運手権大会プ レナ 
リン ピック 並に オリンピックに 於 
けるハン ドボー ル競技ボいかに あ 
る-べきか、特に審判員の位置精神 
的技術的な面を強調し又2人制に 
なつて初めての講習会で 患る 為各 
国の判定を統 I するとい つた彼独 
特の熱のこもつた講演であつた。 
祖審判を実施して初めての講習 

会である為第一日は各国で巧なつ 
ている審判法で行なつた。中には 
7 m スローを与へる度にセンター 
レフリ1とゴールレフリーボコ— 

卜を交代ずる国もあつたボ現在日 
本で行なつている方法に統一され 
た0 

レフ H リーの錬習台になつた参 
加 チームは「ルーマニ卞ナショナ 















ルチ I ム」「フランスナショナ^ 
チ]ム J 「スペインナショナルチー 
ム-「ポ—ランドナショナルチ^~ 
ム」の四ケ国にジュニヤーチ I ム 
として「スペイン」「ポルトボル」 
の両チ—ムとスペイン国巧の6ク 
ラブ〇地元の6クラブは選手権大 
会を行いレフリ I のレベルを挙げ 
ると共に国際的に決定基準の統一 
を巧なつた。又審判員は事務局ょ 
り毎日ジュニアかホ子の部を一試 
合審判を巧ぅ割当ボあり、コミッ 
ショナ I からはな式戦の割当ボ麦 
つた。前日審判を行なつ.た審判員 
にがし参加審判員ょり各種質問蕾 
が提出され、それに対し統一おが 
をコミッショナーが解嘗 * 思想" 
を統一した。又ル I マニヤナショ 
ナルチ I ムを使つて、クンスト氏 
が実技でもつて判定の統一をはか 
る為指導を巧なつた。 

毎日、此の指導があり内容は、 
ブロックの 問題、7 m スロ I 、ポ 
ストプレ ー、ベンチの問題、 スト 
1リング、 退場等についでこまか 
く指尊が行われ国際的な統一をめ 
ざした。 

又参加審判員を四つのグループ 
に分け 二日目 毎に試合を巧い試合 
中に於けるあらみる判定に対ずる 
ヶ I スを 体験しながら討議した。 

かに復審制における統一した事 
項を挙げる(但し日本と変つてい 
る点のみ〕 

一、ベンチは十二名の選手と監督 


コ ー チ、ドクターを會め四名計十 
六ぶ 

一、審判が選手の身体にふれる事 
はこのましくない。判定等を下す 
場合はゼスチヤーではつきり示す 
一、ゼスチヤーは早くはつきりと 
示し特に退場の場合は確認する事 
一、 フリースロ！。 特に フリ I ス 
ローライン附近の時は3 m をはつ 
きりと示す事 

-、パス、シュ ートの 場合 フイ ル 
ドプレーヤーは足を使つて防磬す 
る事はいけない。 

一、室巧でのゲームでボールボ天 
井に当つた場合はかの判定.を巧ぅ 
①、ボールが天井に当つてサイド 
ラインホに落ちた場合は天井に当 
てた反対側チームのスロ I イン 
⑤、ボールが天井に当つてフイル 
ドに落ちた場合はレフリースロー 

③ 、ボー ルが、天井に当つてフリ 
ス ロー ライン 内に 落ちた 場合はレ 
フリ I タロー 

④ 、ボールが天井に当つてゴール 
エリヤ巧に落ちた場合はキーパー 
のボール 

一、補欠選手はベンチな外にいて 
はいけない(トレーニングの為な 
らば良い〕レフリーは注意する。 
-、負傷者ボ化た時はレフリーは 
中止を命じ、まず本部或はベンチ 
に居るドクターを巧びそれ迄は誰 
も競ほ場に入れてはいけない。ド 
クターの診断の結果を見て入れる 
j 、スト—リング 


を撃の赢志がないと審料が判断し 
た場合、時間等に関係なく課す。マ 
ンッゥマンの 場合も同様で 患る。 

一、反則をおられた時は、その場 
にボ ー ルを置く事。時間をかせぐ 
為ボールを反が方面等に投げた場 
合は退場を命ず (2 分間〕 

1、レフリーにがしレフリ]をバ 
トゥした 言動を した 場合は重い退 
場を命ず 

一、試合中ベンチよりレフり一を 
ばとぅした言勸した場合は試合に 
参加させない。 I 
一、を擊側の者ボエリヤ J 巧にジ 
ャンプしてシュートせず中央味方 
にパス、中央の者はシュートした 
場合は先にパスした者はラインク 
ロー スにあらず。但し キー パーを 
じやました場合は反則となる。 

一、攻撃者がユリヤ t ラインにそ 
つて動いている場合防磬者につか 
まれ ラインを ふんだ場合は笛を吹 
かない。但しきつくなん度も突い 
た場合は攻撃側にフリースローを 
与へ る 

1、 ポストに いる攻撃者がゴール 
エリヤーをふみ位置を変更した場 
合は反則を取る。 

を地域にコミッションを 

ところで7月 U 日に謂かれた各 
国け表者会議は I 扫 F の将来極想 
ともいえるものにふれた意義のあ 
る会合であった。多くの事項はェ 
ミール•ホルル氏によって説明さ 
れたが主な点はなのようなことで 


あった0 

1、 各州(地域•大陸〕に将来 n ミ 

ッショナー を 置き 
本部と常に連絡をおりその州 
(地域•大陸〕の統 I をはかる事 

2、 復審判の場合は一人はボール 
中、むに見、化の一人は全般的に見 
るをが出来る。此の利点を充分生 
かし又、2つの目で見る よりも 四 
つの目で見た場合互に助け合う事 
が出える。ハンドボールの試合に 
がて少しでもぎもんな点がをつて 
はいけないので2人の協力が必要 
である。その為には各国とも審剌 
員は精神的にも技術めにも充分研 
究すること、 

各州(地域•大陸)にコミッシ 
ョンをおくと いう考えかたは IH 
F 本部と下部の連結を密にすると 
同時に業務の円滑化を企る狙いが 
ある ことは いうまでもない。 

。アジア" の確ながこの面から 
も考えられてよい時期だろう。 

第2点については、復審制とい 
う新 システムに 对する IHF の配 
慮を示すもので、今回の講習会で 
も多くの問題が提起されたのだが 
判定解釈の統 I というものがいか 
に難しいかを物語るといってもよ 
いと思う。審判はつねに研巧し、 
己をみがかねばならない—日本協 
会も審判部ボ中ムとなって"国内 
の判定統 r " を撒会あるごとに研 
さんし"アジアの 判を思想"に発 
展する ことを 期待したい。 S 巧 







全立教、執念の 2 連勝飾る^ 

〜第21回全日本総合選手権•盛岡市〜 

女子も大洋デパートが連続の栄冠 


/'作 


だ 


心 


今年度のチャンピオン.チ—ムをまめる萬な回全日本お合選手権は^^^?^日からけ'^ 
までの5日間盛岡巿の岩手県営巧を場に男子の、ホ子 M の国内トップチ—ムが勢揃いし 
て巧われた。 

男子は大会2週間前にナショナル.プレイヤ—の所属復帰がままりいちだんの盛りあ 
がりを見せた。ベスト.フオアには予想どおり全立教、日ホ大を浦工大の関ま学生寶 
と実業団の雄•大崎電気が勝ち残った。 

準決勝の2試合は、近来にない激しい斗志のぶつかりあいとなったが主力に ナシヨナ 
ルプレイヤ—を持つを立教と大崎電気が現役チ—ムの"力"をかわして進出。ホ勝戦は 
全立教が動きの鈍い大略電気に後半おやかな逆お勝ち、2年連続3度目の優勝を飾った。 

女子は予選り—グ B 姐で優勝慎補の-角にあげられていた田が姑( II 一重)がメンバ— 
の若さをベテラン揃いの美巧ク(東を〕につかれておれるという大巧乱があつたが、結 
局み勝は大ホデパ—卜(熊本〕—大崎雷気(場玉〕の実業団同±で争いお合力に優る大 
まデ，ハ—卜が2年連続4度目の優勝を遂げた。 
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讀.ま 


蓋：！パ 


_ 富±铁を 
一 U 古屋寞 
'お.愛知〕 

(注)協=日本協を推薦、学=,全 
日本学連推薦、実=全日本ま連推 


薦、教=全日本教職員連推薦 

賞される クラブ葬の気力 

0. を目の巧ヵードーーー景 X 関大 
は、巧分まで 4—4 と期待どおり 
白熱し'たが、このあと一一一景は江名 
の好リードから W 分化間、化分内 
.藤、 W か高梨と連続3ゴール、優 
位に立った。後半関大は許のサィ 
ドからのシュートがよく決まり W 
かには极田のゲットで。 IW と追 
いあげた。 

しかし、一一一景は GK 尾おのが守 
から速攻の芽を活かし如かまでに 
3点を加え逃げ切った。関大はデ 
ィフ>^ンスの詰めが甘く、追いこ 
んでもすぐ相手の反撃を許したの 
が一つの敗因だ。 

大阪イーグルス X 全国学院板木 
もが試合。前半班分大阪が23|6 
とリードした時は一方的な経過で 
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をるかにみえたボ、全国学院の猛 
反撃はそのをと黒岩の巧はを中ふ 
に8点を奪い同点で前半を終った 
後半、大阪は最初の W 々間に井 
上の3ゴールなどでの — W と再び 
主導権を握り、その後は互角に試 
合を進めて逃げこんだ。大阪は守 
りに粘りボなく苦しい試合となっ 
たが、むしろこれは全国学院の気 
力にぁふれたホ撃ぶりを賞したい 
氷見クは中京大のをさにまかせ 
たスピードのスキを巧みについて 
をいさボりを半 U みまで S 3— 巧。 
を盤はスタミナを欠いて中京大の 
攻撃を巧ぎ切れなかったが善戦だ 

った。 

を良クも有力候*のを東京教大 
に巧し巧をらず元気な鳥井を軸に 
自分のベースでぅまく試合をがん 
だ。後半 2 かには 9—8 と逆おし 
たボ、このぁと全を京あ大.大西 
の強引なシュートに得点を許しお 
.退した。 

このほか日体大、ま浦工大に挑 
んだ富±製鉄を古屋と本田技研の 
進境が目立ち、大阪経大戦で前半 
一気に勝負をかめた住化巧本の試 
合ぶりもを目された。 

大崎、全東教大を破る 

同大、大阪イ I グルに惜敗 

▽ 2 回戰 


みま’で互角に試合を進めたボ、全 
立教もか第に調子をあげてぺース 
を握り、後半は巧手のシュートミ 
スに乗じ倉前、戸田らが巧ゲット 
制勝した。- (佐巧) 

大崎電気 W 抗 U )3 尬裏教 

大崎は n ンビネーションプレー 
が本調子ではなくおうように得点 
ポをげられなかったボ、全東教大 
の ポストプレーを 中むとしたを撃 
を早いつぶしでおさえ順当勝ち、 
巧者揃いらしいところをみせた。 

を東教大は先行して試合のぺ一 
スを握る策戦ボ実らず、を始巧手 
に主導権をとられて、散発的に反 
發を示しただけだった。(佐々木) 

中央大 M 前帝雜な化学 
豆いに持ち味を活かレあう接戦 
となり 勝負は後半にかけられた。 

中大はを半 8々 w — u から喜田 
佐藤要、長広の得点で UIU とよ 
うやくホ巧、そのをの得点の入れ 
合いにも余巧をもてた。住化の進 
境ボ賞される一戰だったボ、守か 
らをへのち換のスピ I ドの差ボ明 
暗を色分けた。 (近藤〕 

編； T 义趴 H ぶ同志社大 


1 U 同志社大 


擊をかわした。同志社はホ守とも 
単調で、ベテラン揃いの大阪にし 
てやられた。 (佐野〕 

常盤工業の (INI ぶ f 手 f 

常盤は立ちあボりからサイド、 

が度からの攻撃でお手をゆさぶっ 

た。岩手は極パスが多く相手の守 

りを崩せず攻撃変化の差が得点に 

も現れた。後半岩手はダブルポス 

卜から互角に試合を進めただけに 

前半の凡攻が惜しまれた。(砂長) 

3台，、8^;^ —7 一日盛岡商友 
がをブ 21^ A 1 8yl As 

明大はスピーデイなチームプレ 
—で全員ボムラなく得点、後半も 
多あなを化攻撃から化点した。盛 
岡は個人技にたょりすぎ、現役学 
生とクラブのを件差が試合運びに 
現れた。明大ボをさにまかせて荒 
いブレーを見せたのは拙い。 

径々玄 

芝浦 H 大巧泣 U )8 中京大 
チ I ムプレ ー に徹した芝浦のヮ 
ン サイド ゲ I ム 〇中ム巧はスピ ード 
こそあったがパスの訊れが目立ち 
相手に得点のチヤンスを与え自滅 
してしまった。 (鈴木〕 


全立教？5一 


3を政大 


法政は速いパスワークで前半如 


前半は同型のチ I ムプレ I で I 
遇一退だったボ、後半に入ると大 
阪は同ちをの若さを封じ自分のぺ 
—スで試合を進め、速な、セット 
を巧い分けて W 分に—8、撕分；3 
— U と着実にリード、同志社の反 




禮半、日体大はょぅやくな擊に 
テンポが出てほとんどのチヤンス 
を得点に結びつける一方、ディフ 
卫ンスを固めてのかまでの連絲ゴ 
1 ル、パ ー 4 と差を開いて試合を 
決めた。 

二一景は、日体大の激しい守りに 
前半に もまして 攻め口をつぶされ 
予想外の大敗を喫した。(藤田) 

全立教、地力を発揮 

▽準々決勝 

全立ぁか辨— 

爲〇〇114105000 S 3 
^崎 W 上井塚尾木陶浜村} 

: b 島広！井お控お青化を木< 


なま.馴變陋 


前半は互いに相手ディフュンス 
を突き破れず站分まで 4—3 とい 
ぅ"貧打"戦。曰体はこのあと斋 
藤の 3 ゴールで！： - 1 3 としどうに 
か主導権を握った。 


韵浏お口藤田前野田谷本本> 

战 野. 2 
K 馬菱ル加戸貪木野古原吉 C 
得 00224376000 % 

0…大阪ボ巧く先手をとって 3 
—2 としたボ立あはなをに地力を 
発揮、如か 514 から戸田、ル野 
口 (7 MT 〕 ボ化点、のか1点を 
失ったものの、前半を了まぎわ巧 
田の巧技などで 5 点差をつけた。 

を半、大阪はを立あの虚をつい 
て反撃、 7 分 9 IU とおり興味を 
持たせたが、その あと8 分間に 4 
点を失って再び点差をはなされ、' 
剪いづいた全立教はをあなプレー 
を セッ ト からくり出して 大阪ゴ ー 
ルを割り順当おち.した。(柳井〕 


中央大の健斗空し 

大崎電気ぉ{巧中央大 

得〇 〇 5 2 〇 〇 2 〇 〇 3 2 2 ^ 

对月 上田木広元田野部藤輪木} 
夕 々 1 . 

忡婪井喜植長平植中武佐巧佐 （ 

- ( - ~ 广 

K •柳沢'^*^ 

别里あ上村藤森田野野岡田} 
沛 東 5 
じ下福井西近近飯竹簾平太"^ 

得〇 〇 315 〇 71114 〇 

〇……大崎はの分までに 6—1 と 
先巧、 I 気に押し切る態勢を整え 
たのだが、中央は巧分すぎからよ 
ぅやく 攻擊の調子が出て 3 点差に 
追いあげた。 

後半の中央に期待がかけられた 
のだが、大崎は3分、8分の 7 M 
T を活かして W 分には W 19 とり 
1ド、中央の気勢をそいだ。 

中央は学生ら しくスピ I ドのを 
る攻撃をーボしたボ、あと一歩大崎 
のディフュ ンスを 崩す力に欠けた 
のは惜しかった。それに前、後半 
とも立ちあボりに失点を重わたの 
ボひびいた。 (山田) 


日が大の I 方勝ち 


体大の 


^7明治大 










得0023ひ11ひひ〇〇 7 

^中森辺井村下田野田藤倍 ） 

巧田藤野鈴住浦未佐安 ( 

K P 禾.佐酵一 & 
G F 一審砂長 j ^ 

が田が上藤川原崎藤谷中海原） 
明 1 
巧本大井谷大を塩窥亀藤氷を C 
得〇 〇 3112 4 4 2 6 4 2 gj 

〇……明大ボ互角だったのは6分 
の—1まで。そのあとは义々に 
ベストメンバ ーを揃えた-曰体大の 
速攻、 ロングシユート、ポストプ 
レ I 、サィド攻撃など多彩な展開 
になすすべなく敗れた。明治は小 
さく早い パスを 廻したものの日体 
大のディ フ て ンスを 最後まで崩せ 
なかった。 

常盤工業、延長で涙のむ 


芝浦工大化 


な常盤工業 


得〇 250320200 

削辺島橋井田村野羽金井 
を 


後半、を 浦はあ化のに撃に転じ 
7み 5—8 からを子の2博点と大 
江のゲットで同点に追いついた。 
一進一迫 W—W からを盤は U かと 
み山田、の分高橋のゲットで U 
Is と再びぺースを握ったかにみ 
えたが、ここで消極的になり自か 
ら追はれる立ち場に廻ったのボ拙 
く、たてつづけに3ゴールを奪は 
れての分タィ(巧—巧)とされ 
た。 

しかし、常盤は W か如み高橋.が 
シュートを決めて W — 巧とリー.ド 
しここで I ふんばりボあればよか 


ったのボ孤みを大にのゲットを許 
して延長にもつれこんだ。 

〇こぅなると若い芝浦が有利 
4分大夕のゲットはこの試合初の 
化巧点となり、後半は3分なをの 
2み間に3点を押しこんで勝負を 
決めた。 

八せどおり勝利を掌中にしたか 
とみえた常盤にとっては悔やまれ 
る敗戦だろぅが、チ^ —ムカにいち 
だんとたくましさボ増し々後の巧 
躍ボ大いに巧待される。ャマ場の 
ぞいげ試合だった。 系山〕 


乱戦大 崎、日 体大を破る 


▽単決勝 

大崎電気 9 Guy 6 日か大 

得 0023 〇〇 01 〇〇〇〇 6 
が田村上藤川原崎藤谷中お原’） 

け本大井谷大笠塩奋亀藤氷が （ 


巧審.離) 


r _ j ミ 

^ w (審..械軸) M け下福井あ近飯平け西旗谷 

/ ^ V1S 7— 尋〇 532331-11333 


«辺級おモ矢崎石江全実 ) 

高平金大を明大木お "（ 
得〇 3132023022 0^ 

〇……常盤は前半、チヤンスを巧 

みに活かした高橋、丹羽の活躍で 

得点ををげ、守っても芝浦のクイ 

ック攻撃を封じ優位に立った。 


C 「巧す•乂、ゴ貸 PT が芭通を 
得〇 00323001000 I 9 

〇……"を日本"ともいえる大崎 

に対する日体大の斗志ははげしく 

特に粘りのあるディフェンスはさ 

すがの大崎攻撃陣も容易につけい 

るスキがなかった。 

試合は大崎ボ 2 分近藤、 4 分飯 

田 (7 MT 〕 で先手をとったボ日 


体大も 7 か井上、 9 か斎藤で同点 
3か再び井上ボ決めてリ》ドした 
しかし大崎は靴分の 7 MT (飯 
田〕で追いつき、終了直前お藤の 
巧技で逆転した。日体大は守りに 
力をかけたため攻撃にもぅひとつ 
力強さがなかった。 

0……後半も同じょぅな展開を示 
したボ大崎は9分近森、3分近藤 
のゴ I ルで6 13 0 

日体大も得点撒をつかんだボ大 

崎ディフ卫 ンス のつぶしにあって 
実らず、互いに H キサィトして乱 
戦模様となった。 

ラフプレ I は大崎に多く、飯田 
が 5 分間退場を課されるなど あつ— 
たが、日体大は巧か、の分の 7 M 
T を谷藤が成巧させ 5 —6 とした 


獻外は得点がないひ 
〇……1点差に追はれた大崎はの， 

分飯田、扔分け野のゲットで8- 

5 とし腊利を確定的にしたが、こ 
のあたりは日体大の守りを巧き破 
るたくましい攻めつぷりだった。 

日体大の"守り策戦"は相手を 
W 点内におさえたことで I 応成巧 
したものの、攻撃面ではノーマ ー 
クや 7 MT シュ I 卜の失敗があり 
勝利を得るまでにはいたらなかっ 

た。 基藤〕 

芝浦工大、全立教に惜敗 

を立ぁ乂げミ望大 

得〇 204310203 _ 巧 

削辺謝瀬子矢石江実を ) 

0 を 1 

搭波高平金大明大新木 ( 


¥.1 搂酣 


别巧形口藤田前巧田谷 ) 

胡野 2 
垃馬菱小加戸倉木巧古 と 
得〇 03144130 j 

〇を浦の立ちあがりは好調で 
森、を子のゴールなどで U 分 6 — 
3 とリードした。しかしを 立教は 
か第に追いあげ洗せ6—6。芝浦 
は？3か高紙のゴールで C 6。こ 
のあと全立教はのみ倉前、の分戸 
田の ゲットで 8 I 7と初めて先行 
した。芝浦はのせ如秒いちどタィ 
とした ボ、'全立教は2点を化えて 
前半を終えた。 

〇後半、3分芝浦はあ実のゴ 


— ルで振り出しに戻したもののど 
うしても主導権は奪い返せず 、I 
進 I 退をつづけて いるう ち，に金立 
教は W 分 WIW から别分野田の7 
MT で巧— W 、 のみ倉前ボ1点を 
つみ重ねた。 

巧り時間 (8 か)からしてこれ 
で勝負ボ決まるとは思えなかった 
が全立教はそのちとか'得点、芝浦 
はのみ大矢が1点差につめただけ 
だった。 

〇……勝負をかけたのはセットか 
らの展開内をにぁったょうで、得 
点の内訳をみると立教はポスト6 
ミドル(ジャンプ〕、7 MT 、 ステ 
ップ各2、速を3、その他1。ぞ浦 
はミドル5、ロング、 ポスト 各3 
飛びこみ2、 7 MT 、 速ホ各1だ 
った。を較的な印象としては準決 
勝を争うにふさわしい攻撃戰とい 
える。 (関川〕 

大崎、 前半のリ[ド 実らず 

▽決勝戦 

を立教化品て大崎電気 

得0004242101 M 
制本里上藤森田岡巧村 ? 

け福下井近近飯ず平け西 ( 


巧審 .1 趙 W 


紛浏口藤田前野田 

が馬ル加戸倉木野 

501165 


8 















o . 戰前の予姻はナショナルプ 

レィヤーを揃えた大崎を利といわ 
れたが全立教のチームプレ I が大 
崎の個人技をみごとにはね返した 


動いているのはボール保持者だけ 
という拙攻で追加点があげられな 
い。こうなるとずりの面でも元気 
がなくなりを立教，にじわじわと点 


金立教はスタ， 


.で2—〇とリ差をつめられた。 


1ドした が、大崎は積極的な ヵッ 
卜守法から速攻職をつかみ W 分に 
は 4—2 と逆に優位。その後はた 
がいに得点を入れ患つたが、どち 
らもチームプレ^ —からのゴ^—ルは 
少なかつた。 

〇……全立教は有永が膝の故障で 
で欠けているぅえ野田、木野がマ 
i クされて動きがとれずな擊のチ 
ャンスがなかなかつかめなかつた 

大崎が 916 で迎えた後半にコ 
ンビプレーを立て直していれば、 
聴負はこのまま終つてしまつたか 
もしれない。 

ところボ大崎は、後半6か U — 
7 のあと、まつたく精彩を欠き I 
人の突進を助けるフホロ E もなく 


〇……化かじと追いこんだを 
立教は：5分木野、^5か如秒野田で 
遂に同点、巧分平岡にゲットを許 
したものの孤分木野、？3分との分 
に小野口がいずれも巧みなアン、ダ 
1 シュートを決めて巧 I 巧。さら 
にな分木野、沈分野田がゴールし 
て 4 点差、勝負を決めた。 

要所を逃さぬ木野、野西、ル齊 
口ら の勝負強さが印象づけられた 
が若い GK 馬浏の敢斗も大きな勝 
因だろぅ。大崎は最後まで個人.プ 
レーがつづき、それも中央突破だ 
けと いぅ単調さではとても勝利は 
望めなかった。を立教の執念に満 
ちた逆転劇で盛りあがりのある好 
試合だった。 


田が妨、美和クに屈す 


女子予選り I グ 


ナ净デゾ 、1—〇バ 日本 4=-^ 

か卜 s ( n )5 日妄蹲 


大洋デパ 


宮城二女 
高 

宮城二女 
高 


謹 SU 

ま S 重機巧 


酪辨肢 


日か大ぶい能を； 
け f デパ SGU )？ 束京重機 
〔順位〕①大洋デパート②東京重 
機工業③日体大④宮城ニホ高 
〇予おどおりの結果だった。 

大洋の攻撃は多おで、どの選手 
も銳いシュートカを持っている。 


なかでもま水、ほ雇、お辺の卜 
リナは抜班だ。牧野、滝口、覧谷 
らをち力とした重機の進境も注目 
し.てよいものがある。を半は攻防 
とも互巧に試合を進めただけに前 
半 W みで 510 とされた立ちあが 
りの失かボ惜しまれよぅ。日体大 
は重機戦前半の善戦はよかったが 
ま業団に比べると試合なびボ単 
哥〇 

▽ B 組 

田村街8看— lv < ，日女体大 

写重〕2忘—妄夏 

美和ク—1'\2岩手女高 

窠哀2贫—1」2舍モー 

美なク9(い u^)6 H 村が 
得〇 022101 aoo 6 

刖美毛林林信 田.田 森念 .） 
が辺 辺辻保 1 
三若小波金义広知 ( 

郎 寒.離)而 

机崎山 W 木川井島川崎お藤} 

接川お早鈴黒加新荒山加神 C 
得〇 1131200010 9 

日女体大^ — ^)1 岩手女高 

美巧 クロ (^u だ 4日ホ化大 

田せかを手女高 

〔順位〕①美巧ク②田が祐③日本 
女体大④岩手女高 
〇……美和クボ田がおを破った。 
クラブチームのべスト4進出は第 
•巧回(昭 W〕 の三国丘ク(大阪〕 
な来8年ぶり。 


姜和夕は今春まで大崎の主カゼ 
った早川、節木、加藤井、 GK 川. 
崎らで編成。"現役"当時よりむ 
しろのびのびと持ち味を発揮して 
は、去年の レギュラ I を大量に失 
って若さに不安の田村祝の方ボは 
じめから"不利"ともいえた。試 
合は212から前半終了まぎわに 
美和クが鈴木、.早川で加えた2点 
が両チームに徵妙な作用を呼んだ 
他の2チームは力の差がをりす 
ぎ最高権威の大会としてはをまり 
にも物足りなかった。 

▽ C 組 

全長崎 0,^813 ン日純讓形 
(長暧2厅- 

大崎電気 2 ,^8 —4 一 5 中京大 

寫玉〕蹇边 

大崎電気？3(測 U パ)6全長崎 

中を大文；： u )8 g || 形 

を長幅23。-;い} W 中京大 

大—気丫 B お 
〔順位〕①大崎電気③全長崎③中 
巧大④を化をお製作所 
〇……大崎に対してダ—クホース 
視される一二者がどのよぅな試合ぶ 
りをみせるか期待がかけられたが 
I 刷された。石井、原、田上らの 
を長崎が国体を控えて強化の あと 
を示し2勝したのはを目され る。 

▽ D 組 


P 禮 


大阪体大 


讀手〕手 6( n 品)證 

全岩手'大阪体大 

一一憂鉛筆齐：：。3だお . T 
おザ J ( n )5 大阪寞 

一二菱鉛筆全を手 

〔順位〕①一二菱鉛筆②全岩手③ブ 
ラザーエ業④大阪体大 
〇……注目の I 一一菱 X ブラザ—は前 
半撕分までは互角に進んだが、そ 
のあとブラザーの調子が落ち、を 
半は三菱が着まに得点、一日の長 
を示した。ブラザーはシュートカ 
に欠ける。 

全をぞボ地元の声援に巧えブラ 
ザーに逆ちしたのはみごと。 3 点 
差をつけられてを半を迎えた全ち 
手は巧み 3—5 からぶ擊にちじ U 
み八百がのゲットで同点、？1分 W 
.井ボ逆おシュートをみめた。ブラ 
ザーは後半のチヤンスをことごと 
く落とした拙攻ボたたった。 

女子決隙卜 I ナメ 


美和ク、後半に力つく 
▽1 回戦 U 準決勝 
大崎電気 U (い：：^ )6 美巧ク 
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日が冷ドボ-ル協る公詔球 
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新活区新宿2了目巧傳巧 
TEL (3402日79，！所公 



を巧運動用县 KK 

おを皂ら虽田区が川お斗了国6 
下 E し本所 （622)0 ヴ斗6 


明暗の試合ぶり 


◎ ……"暗"の話題を投げかけた 
のは男子•大崎電気(埼玉〕。 

大会2週間前に日本協会が全日 
本チーム各選手の"原隊復帰"を 
決めたため大崎電気は8人の ナシ 
ョ ナルプレィャー が戦列に加わり 
優勝は動かないものと想われた。. 

ところが華決勝で日体大(東京) 
の鋭い斗志にタジタジとなり、決 
滕では前をのリ]ドも空しく全立 
教に敗退、2位におってしまった。 
0……欧州帰りの巧技を期待した 
ファンや関係者は裏切られたかつ 
こぅで、ナショナルチーム再編成 
の過激論までとび出す始末。巧骄 
監督(兼選手〕は『。を日本運手" 
は当然出らないと想ってチーム練 
習をほとんどしていなかった 。 W 
日余りではいくらなんでもコンビ 
は整えられない』といっていた。 
〇……日本協会の態度変ちで最も 
強力なチ I ムを編成できるとみら 
れた大崎電気が"最大の被害者" 
になったのは皮肉だが、秋のシ I 
ズンには持てる力ををかに発揮し 
て欲しいものだ。 

◎ ……明かるいニュースは女モ" 
美和クラブ(東京〕0 

このところクラブといえば*情 


熱"だけが看板だが、堂々かって 
の四冠王で、この大会でも優勝候 
補の I つにあげられていた由が紀 
(一一一重〕を降して決勝リーグへ進 
んだ。クラブの ベスト4 入りは実 
に8年ぶり。 

〇……番狂せとも騒がれたが今春 
まで大崎電気の主力として活躍し 
ていた早川清美、川崎幸子、鈴木 
巧モ、加藤井子さんの 4 人に黒川 
恭恵、杉山喜け子(旧姓笠原)さ 
んといった二、一二年前のトップレ 
ィャーを加えたホ陣と知ればこの 
勝利、うなずけるものがある。 

0……6月の都民大会では大崎電 
気や S 萎鉛筆と互角だったそうで 
現役勢の不甲斐なさを嘆く芦も聞 
かれたボ「ハンドボールがちれら 
れなくて……」とコ—卜に戻って 
来た彼女らにこれ.からさき、ョー 
ロッパでみられるような，奥さん 
選手"，ママさん チー ム"を期待 
する声援が盛んにとんだ。 

全日本選手権検討委が初会合 
日本協会では懸案のを日本遅手 
権各大会の再検討を行うため、さ 
きに若崎常務理事(技術部長)を 
委員長とするル委員会を編成した 
が、同委では9月如日東京で初会 
合を開き、全国関係者に求めた了 
ンケ]卜を基に協議、 W 月の国体 
時までに改訂案をまとめることと 
なった。 


得〇 〇1〇 2 〇 〇1〇 2 〇 〇 6 

が崎旧山川木川島井川崎浪藤） 
卽志 藤.藤 3 
橫川立杉早鈴黒新加荒山加神 C 

帥寒.獅 I )丽 

則田堀田林幡浦林摩崎尾本川^ 
順保 谷〇 
じ山小义ル木三栗志山寺山長 （ 

得〇 〇〇〇21〇2143〇 C 

〇……姉妹チーム同志。大崎は出 
たのよ い ヵットから 前半 W 分 4— 
1としたが、美 巧クも 巧い セット 
からを盤に得点、勝負をを半へ持 
ち こんだ。しかし時間が経つ とさ 
すがに*現役，のホカがモノを云 
いはじめ大崎は寺尾、山本らが速 
あをよくみめて孤か 2314 と大势' 
をみめた。 (山口) 
大洋、=1蕾鉛筆に制勝 

け巧ァパ 9 gu )4 一一奏鉛筆 
得001100200000 4 
封田庄見木川島野搜藤保部 ) 
或. 田重 林2 
に吉ぶ蓮鈴江ル姫八加阿阿 C 

^ 寶.製^ 

リ原部水辺宅中尾田林田 ) 
維.米 剣1 
け小ま垂渡一一一田ほ島小蔵 C 

得〇 〇 3 〇 2 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 9 

〇……關始如秒大洋は左が度の攻 
撃からお尾が決めたボ、三萎も2 
分 W 秒姫野の 7 MT で1—1。大 
洋がこのあと3分7 MT (垂水) 

8か得意の FT から渡辺と2点を 
加えたのに対し、一二萎は U 分鈴木 
が独走で3—2。華々しい両チ I 


ムのスター トもここで途切れて獻 

後約か間無得点。 

〇 ……後半は1点づつ加えた あと 
大洋は巧か垂氷、^:^分枝尾ボすば 
らしいシュ^ 卜を 決めて 6 — 3 と 
主導権を握り、 S 萎の反擊を1点 
(7 MT ) におさえて突きはなし 
た。一一一義は最後まで大洋の守備陣 
ををめあぐんだのが敗因(鴨田〕 
大洋、立ちあがりから猛攻 
▽決勝戦 

け 5デ パ典。。 S 大崎電気 
得 〇 01001001 3 
が田田林幡浦摩崎尾本 ) 

が 巧 1 
じ山义小木 I 一一去山寺山 ( 


巧審.雙茲) 


5；::原水辺宅中尾田 ） 
紛米 3 
£小垂渡一二田技蔵 C 
得 〇 5010043 C 

〇……大崎の先制ボ試合のヵギと 
されたが、立ちあがりから大洋の 
攻守は好調、 2 か、 4 かお尾の連 
続ゴールであつさりリードした。 

その後も大洋は攻撃の手をゆる 
めず、如かまでに連続 7 点をたた 
き出して大崎に立ち直るスキを与 
えなかった。 

〇……後半も大崎はいつこぅにシ 
ヤープなプレーボ見られず、かえ 
って複口が拡がるばかり。大洋が 
存かに「強力な攻防」といぅ定評 
をみせたのに対し、大崎はキヤリ 
T 不足ボのぞいてまったくよいと 
ころボなかった。 (川口〕 


盛岡で一付われた全日本総合選 
手権で二つのチームの明暗が話 
題となった。 


美がクラブ 
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乂崎霉氣て業採庚會社 

本社.五反田工場束を都な川区巧五反田2 -.2 -7 電話をま （443)7 け1巧を 
蒲田工場束を郝大田医夕库州 2—8 —1 電話東をけ3リ 65 U イ域 
巧玉工場巧歪を入巧郡ミ巧せ大字藤久保竜卸 0492 -61- 1205 






下関中央エが二連覇 貞モ 

—第 W 回全日ネ高校ハシドボール選手権— 
女子は新居浜市商(愛媛)に初栄冠 

第如回全日本高等学校ハンドボ—ル選手権大会はを天下、群馬県富岡市の富岡高-富 
岡西ル学おグランドを涯台に8月1日〜7日まで連日熱戦をくりひろばた。途中台風7 
号にかすめられるなどの事態はあったが、地元をはじめとする関係者の努力で無事日程 
を終了した。 

男子では、.優勝候補の巧び青が高かった下関中央エが中大附属高ををち年につづま僅 
差で掘り連続優勝をとけた。 

女子はを狂わせが続いたが、すぐれたチームプレ—を見せた新居誤ホ巧が栃木女高を 
破り、巧優勝をとげた。地元熟は男子の富岡高、桐生ェがべスト•フオアに、女子の高 
崎市女高がべスト.エイトに残り、大会を大いに盛りあけた。 


▽一回戦 

博多エ高 9 i ^ wi 6) o を工大附 
(福岡〕11914 Y 貢石川〕 

初戦のため、.両チームともボ^— 

ルが廻らず、巧多塩田のリ I ドと 

得点が両チームの勝敗をわけた。 

添上.高で相撰台エ 
(奈良〕 1 ^ 18 て舜奈川} 

前半、相賴台のデイフ H ンスを 
添上がつき、リードを奪い、後半 
の相撰台の追擊をふりきった。 


u —3^1 相撰台ェ 

U —8 て舜奈川) 


滝川高 


"12^^ 寒河江高 


寒河江は元気に戦ったが、淆 W 
の速攻•ブロックレーに大差をつ 


けられがれた。 

函館東高9/9 16 '^2 加治木高 
(化海道).(鹿児曼 
函館東が攻守にまさり圧勝。 

加治木は碟パスが多く、これを力 
ットされ、速攻をかけられた。 

^油娜篇 c , j ^6—2 一 5 高知追手 
(山梨〕1て一3^ 前高 

塩山商のディフェンスの固さが 

めだった一戰。高知は最後までこ 

れをくずず ことができなかった。 

新居浜エ1^4|4>,0鹤崎エ 
(愛媛)117—6」！(大分) 

好試合。力ではほどんど差がな 
く僅かに勝運にめぐまれを新居浜 
ボ勝を握った。 

国学院栖 CY 4—5^^ 蔭ヶ沢高 

木葛 1石—也(青赛 


豊橋商高2/"4|5>^1天城高 
(愛毀' - A 816 Y 扁山〕 

互に榜徵を出しあった好試合。 
豊橋商は後半化かまであげたり I 
ドを守りきった。 

富岡高3而 —0 一7西都商高 
爵馬〕2命— 7 j ? (宮崎) 

宮岡の圧勝。速攻、ミド.ル•ポ 

ストと多彩な攻撃の富岡は面白い 

よぅに得点し、大勝した。 

柏崎エ高境禪エ高 
(新潰〕11514 y (烏取) 

柏崎は良く走り、ゲ I ムのぺ I 

K を自分のものとして、前半に リ 

1ド、そのまま巧しきる。 


富岡高3;^化—0一 
(群馬〕 2 1 ^^ 17 、 


小杉高9而で.一一一本松高 
(富山〕2皆—6 羣川〕 

■すべての面で差がありすぎ、大 
差の試合となった。 


中.京高 0 /G I 〇 ^ 
(愛知〕 2^12. 


群轟 


リンマンチーム同±の争い。後 
半積極的なプレーを見せた国学院 
ボ逆を勝ちした。 


前半は動きが固かったボ後キ中 
をは良く走り、 I 方的なゲームに 
なった0 

お山高ン，洛を高 

(お貴 lit - 1 4/-. 貪费 

実力伯仲でぁったボ、守備面で 
わずかに腺る岐山ボ勝利を握った 

下松エ高5 '1 6 でおが高 
(山旦 818 (長安 

開を当初リードした下松を巧城 

'はちく追いかけたボ、今ーホの力 

がせらなかった。巧試合。 

桐生エ高2、6|3'^0南会津高 
.貪馬〕116 1 7 斋島 〕 ■ 

スタートをな調に行なった桐生 

はを半の南ををのをい下りをくい 

とめ、地元の応援に答えた。 

谁唯谁 ホ M ^ — 〇 一日 数大附巧’ 
高(長喊) 戸(埼玉〕 

前半佐世保のヮンサィド。®戸 

はを半くいさボつたボ、前半の差 

は余りにも大きかった。 

湯沢 高 之 S —4 で界エ高 

.哀田〕 lie -1 笑竖 

スタ ー ト はがボ好調で をった ボ 
湯がもぺースを とりもどし巧のシ 
ュートミスにも救われ、逃げきっ 
た0 

松江ェ高3/"7—4一日那覇商高 
鲁根〕11,6 16 Y (沖縄〕 

両チーム とも 出おは巧調。がな 


は速巧で化点し、前半をリード。 
那覇はを半良く粘ったボ及ばなか 

った。 

清水商高 3/^6 12 一，八幡エ高 

畜岡〕 lie 5 j ? 益費 

清水は固いディフユンスから速 
攻を出して、加点。そのぺ I スを 
持儲し制勝。 

一二原 H 高7/^9 —5で川和高 
(広島)主819 Y (神奈川) 

二一原は二段速攻のロングシユー 
卜が良くかり、前半リード。後半 
は単調になったがそのまま終る。 
▽二回戦 

挪中おの沉 m ::;)4 博多ェ高 
下関はスタ—卜から多彩な攻擊 
で着々と加点し、大勝した。 

..を上高器 u)u IP ェ〕 

どちらもポスト プ レ—中、 むの 攻 
擊。前半は1点差で四日巿。後半 
を上のサイド巧摩が巧え、逆お。 

函麻を一间艾滝川高 
前半はどちらも走れない凡戦。 

を半、淀川のミスを速ホから確ま 
に結びつけた函がの走り勝ち。 

塩山菌局 

枚方は変化志るディフュンスで 
をく守り、後半には攻撃面でも走 
り撥った。 


6塩山商高. 


新居滨エ eft 1 一6羽水高 
高 119 —日， ze 覆井一 

新居浜の I 方的ゲーム。羽水は 

よく健斗したが、力の差はどぅし 
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ょぅもなかつた0 

ft — 一 9豊爵高 

前キはお木のポストプレ I ボ巧 
え、豊橋はを半、速ホでこれを追 
つたボ追いきれなかつた。 

宮、岡高 U 巧 N:!)a 妈巧 
僅かに地元富岡が勝つたが、終 
/搪 I 進 I 退の好ゲ I ムであつた。 
両チ’.，-;^ムとも攻防両面，で非常に好 
印象を^た。 

1齡历 f を n で柏望高 

前半は互巧であつ^'、‘'後半の 
神代のちが勝利を握つた。，/,/‘ 
マ^:|わ〕卜ル杉高 
前半はマリストの速攻ボ巧えて 
リード、ルおはを半1点差までつ 
めょつたボ、及ばなかつた。 

中京高蒜：：： )8 讀ぉ f 
前半はどららも慎重に試合を運 
び3—4。後半中京はキ I 。ハ.—か 
らの好配球を得点に結びつけた。 


I 世保化艾 


I 島き 


下松ェ高 


岐山高 


両チ I ムともシユートミスが多 
く、得点は少なかった。岐山は一 
.時リードしたが、結局下松の粘り 
にやられた。 


桐生5 <む^；>8 ISlf 

桐生は着々と加点をした。また 
キ I パーのが守もあり、木更津に 
つけいるスキを与えなかった。 


佐世保は前半もたつき気味だつ 
たが、後半に入ると速攻で一気に 
スパートし、 大差をつけた。 


湯沢髙巧 


7 松江ェ高 


湯沢はチヤンスを確実に活かし 
た。が江は湯がの守備にとまどい 
得点ををまりあげられなかった。ぐ 
清水庭义^7らで盛岡一高 


後半對分、同点から清水ボ2 
点、盛岡ボ1点をとるといぅ大激 
戟。互いのもち味を良く出しあ，ぅ-*. 
た好試合であっ、た。 

が)兰房王局 

スタ—卜：しい攻防を展開 
僅かに総合力に勝る中大附が次第 
に点差を化げた。 

▽一一局戟 

請吏。 ( n )9 添上高 

下関はポスト、祇上は、、、ドルと 
前半は全く互角。下関は最後に調 
子を岀し、添上をふりきった。 

枚方高史山 U 函，が尚高' 
み定的な決め手がない両チーム 
速攻を多くものにしたお方が勝利 
を握った。 

識居浜 H 日/ 411 で国学院栃 
高 日 \2— ly 2 木高 

試合開始前より雨が降り、グラ 

ンドのが態の良い開始 5 々間に 3 

得点をした新居浜の先制勝ち。 


富岡高 W Mu パ神代高 


(富岡の抽せん勝〕 

富岡はポスト、神巧は□ンダと 
互の持ち味を生かし、.シ I ソーゲ 
—ムを展開。宫岡は後半乳分にリ 
1ドを奪い、逃げきれるかに見え 
たが、神代も山岡で追いつき、延 
長に入る。延長後は 7 mT で 1 点 
づつとり抽せん。印象深いが試合。 


冲す雄-唯 


マリスト 

学院高 


相辭院栃 


附がと る黯 合が多かったが、タィ 
になること8 度、後半卽分试後 3 
点を連おした中大附の勝利。 
▽準々決勝 

口麵妾 s { n ) s か方高 


前半は中巧の ぺース 。後半に入 
るとマリストは 中巧の ミスをよく 

つき、一時は 3 点リ I ド。中京は 
やつとのことで延長にもちこみ延 
長後は2点をあげ辛勝した。 . 

お生王局い} U 下あ主局 
桐生エは前半の 3 点差をそのま 
まもち こし、押しきつた。下松 も 
良く粘つたが、2点差に つめるま 
でだつた。 

'離世保化 s ( nT 湯沢高 
雨のため、グランド状態ボ悪か 
つた。まホを生したを世保が主導 
権を握つて試合を進めた。佐世保 
の GK の话躍ボめだつた。 

中大附高清水直局 

両チ ーム とも多彩な攻撃でシ ー 
ソーゲ1ムを展蘭。リ—ドは中大 


得〇 〇112 2 2 〇 〇 〇 〇 〇 8 

則徳山谷島川野井本中村葉が} 

L , 山小古西中中酒皆田吉稲西 C 

/ / ( r 

K ミ馨 ’ 望月ン の 
G FI 審徳前」 ^ 

引倉.山井江井出川気原本臀） 

做{八西平入福中横和川松岡 （ 
得〇 1000220000 5 

前半、下関はな方ををめあぐみ 
仲々得点できない。 I 方化方はノ 
ビノビと試合をし、 3 点のリード 
後半下関はサィドからのシュート 
で追いこみ W かな後 3 点を連巧し 
守りも立ち直って勝った。 

富岡5巧い )3 I 養て 

泻〇 〇 〇 1 〇 3 2 4 〇 〇 〇 〇 
尉を巧田辺藤田本井山本巧部} 

ほ一蝶薦波伊藤橘喜杉吉神曽 （ 


:( 審無) 


剛貝平井井島正が原が上井 ) 

幅須奥永巧矢を中上田滝石 C 
得〇 0500205000 9^ 

地元の圧倒的な靑援に富岡が応 
えた。五度も同点になる という大 
を戦。富岡はポストと速み。新居 
浜は ミドルとポストで 巧抗、常に 


富岡ボー歩リードしていたボの分 
には WIM 、 そのを富岡は永井邦 
上原ボ浮き気味の守循陳の間から 
ミドルをみめ、勝利を掌中にし 
た。 

桐生 H 高。。137中-京高 

得〇 〇 〇 〇 171 〇 12 〇 〇 3 

が田野田沼浦島原田掠辺羽間} 

禍吉星島天川川江向小渡丹吉 （ 
/I /- ( -\ 

K ぶ單住尾一^ 
G F 一審霞.< ^ 

井田藤川留川村浦島垣見^ 

忡福村加ル森山框一二中お岸 （ 
得〇 01020130000 7 

両チームともゆつくりした試合 

運び、桐生は粘こいを撃で着々加 

点し、前半は t 2でお了。後半 

中巧は速巧でをいあげ、のみには 

2 点差にしたボ、桐生にその後 3 

点速を取され、^万事窮す。 

卖！ sgN 若離世保化 

得〇 〇 6 4 2 2 3 4 〇 〇 〇 〇 刘 
引江旧村野下本畑関川藤水巧} 
即 3 
柴上佐を厦古今小佐清田 （ 

郎苦.留 I 

3木江高旧巧が田まお石庭が} 
な知ヶ 日 
地都鐘山吉牧上浦力若明大中 C 

得〇 〇 〇 16 311 〇 〇 〇 〇 0^ 

スタートから中大附は多彩な攻 
撃で快調に加点、ディ フ ン スも 
固く、佐世保をよせつけなかった 
後半もそのままの調子を錐持し、 
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メンバーを入れ替えるなど余裕を 
もった試合ぶりで楽勝しセ。 

遅かった富岡の反撃 

▽同準決勝 

一"^関中央9な u )6 富岡髙 

得〇 2012010 6 

剛貝邦井島正沢原村 ) 

悼あを巧を氷中上田 ( 

^ 巧審.變而 

勵徳谷島川野井本村 ) 

t 山古西中中酒皆吉 ( 

日舟 〇 4 111110 9 

両チ I ムとも、ポストプレーに 
こだわりすぎ、ディフてンスの密 
集の中へ入りこんでは自滅、動き 
の鈍い試合となったが、下関はブ 
□ックプレー から、 巧く 7 MT を 
誘いだし優位に立った。後半關始 
後、下関は酒井の巧技から連続 3 

点を奪って^-1と大きく差を開 

き、追いすがる富岡を振り切った 

智岡は、コートを二重一二重にと 
りかこむ地元の声援にかえって緊 
張しすぎたょぅで、固さがほぐれ 
た時には、すでに挽回不能な点差 
になっていた。前半の守りの失敗 
が惜しまれよう。 ' 

中大附、前半で勝負決める 


屏〇 000210艮〇 8 

田田沼浦島原田辺掠} 

M 吉島天川川江巧渡ル （ 

郎寒.111)丽 

d が村野下本畑関 ) 

忡吉■上が松桓古今 ( 

得〇 2 3 2 3 2 3 IS 

ち附は、桐エのスロ I ぺ]ス 

に乗ぜられることなく、チヤンス 

をつかむと俊足 FP 陣がすばらし 

い突進で相手陣内に攻めこみ、ク 

ィツク パスからが々とシュートを 

決めて、前半で大差をつけた。 

桐生は後半、セットから房身渡 

辺に巧を集め懸命の反擊を試み、 

巧みには 6—9 としたが、その後 

巧び、中大附の速みに得点を許し 

か-退した。中大附勝因の一つに G 

K 吉巧の好守と大たんなボら正確 

な巧出しボあげられる。 

下関、ミドル巧撃まる 

■追いこみ空し中大附 

▽同み勝 

巧関卖呆 n ) u 中実附 


得〇 13 2 500 
d 近村巧下本畑関 

:!;吉.上佐校優古今 


巧審 .S 


g 徳お島川野井本 
t 山古西中中酒皆 


中央大附哉桐を H 那け謂！；讀 


2年づつけての対決。試合は2 
か中大附•佐野のゲットで始り、 
下関もすぐ酒井の、、、ドルシュ t 卜 
で同点、4み中大附、梗本、5分 
下関•中川とまったく互角の滑り 
出しだった。 

このあと中大附のシュ I 卜とパ 
スが下関の巧みなヵットにあって 
不発に終ったのに対し、下関は得 
意のポスト(ブロック〕プレーをを 
まり用いず、相手ディフユンスの 
外側から酒井、古谷が積極的にシ 
ュートをおちこむ策戦がみごとに 
成巧、； 3 かには 714 と優位に立 

った0 

2点差の後半、下関は7かと9 
か古谷の連続ゴールで W —6 とは 
なしたのだが、ぺースダゥンのす 
きを桓本を中、むとする中大附の激 
しい反撃にをってな分には W—U 
と追いこまれた。 

しかしの分古谷の巧技で再び2 
点差となり、中大附の猛攻を對か 
擾本の1点におさえて逃げ切っ 
た。 ミドル 攻撃の成功に下関の 
勝巧はあったが、要所で堅ずをみ 
せた GK 山徳のプレーもみごと。 
蜡に後半 3 分、 8—6 の場面でノ 
1 マー クの 古畑に巧して、 エリア 
を飛び出してシュートを食いとめ 
た巧判がは絶讚されよぅ。このプ 
レーはホールデイングを課せられ 
てもしかたのない クロスし たもの 
で、結果的には勝負の明暗につな 
がる"微妙なやま場-といってよ 


かった。 

気力充実のプレ I を応酣させた 
好試合でちった。 

慎敏夫下関中央エ監督の話。今 
シーズンは、まつたく動きがぎこ 
ちなく、この大会でも苦しい試合 
がつづいて、どぅなることかとム 
配していた。幸い、運手たちが去 
年の優勝で自信を得、韓国に遠征 
したことで誇りを持っていること 
が大きな支えとなって腺ち抜くこ 
とができた。 


な 後お化の速なぺ ー ス。：後半常盤 

は追いあげたボ及ばなか，'.っ，た。 

甲子園学7/^3 —2^ :神埼農高 
院(兵庫) 7 u —2 y 4 

セットプレーを中ムにする両チ， 

1ム。後半甲子園の脚力が勝り、 

速をが得点となった。 

脯&强哉=。4高—局 
前半は高知なんとかもちこたえ 
ていたが、後半前橋の速攻とポス/ 
トプレ]に点差をあけられた 


み 


護局 


小平のカットからの速ホボ点差 
となって現れた。巧柴はホ防両面 
でミスが多く、敗因となった。 


▽一回戦 

高岡ホ高 o /"8—2' j 4 深谷女高 

音山〕2丘—2、呑ま 

高岡の完勝。高岡はホをを中ム 
にシュートチャンスを確実に得点 
した。巧谷は高岡の固い守備をホ 
めきれなかった。 

ま蘭巧高 7^314 一 6 ち城第二 
(化あ 道〕？ u — 女高 
室蘭は前半の 7 MT の失放ボひ 
びき苦しんだボ、なんとか宮城の 
哈いさボりをかわして辛勝した。 

渠女高器 u )9 島讓局 

前半は互格の争い。後半は栃木 
の一方的な•へースとなり6点差が 


Ig 化某ぃ=ぃ)81 新盤潟；^ 
スタートは常盤快調であったが 


一解？ 


譜島 i 局 


前半は互格の争い。後半、きつ 

かけをつかんだ小摄は自みのぺ一 

スに巧手をひきこみ勝った。 

平塚江南8/"2|2'^6お河高 
(神奈^) 8 l ,6—4 j 6 (和歌山〕 

前半は両チ I ムとも単調なホ撃 

後半は平塚ボ、、、ドルシュート•速 

ホを良くみめ、巧戰を飾った。 

熊本巿な8 1^4 —5 \^昭巧学院 
髙 S 子—1心日高罕菱 

前半熊本はミドルシュ I 卜、昭 
巧はサィドからのシュ I 卜と 7 M 
T で接戦。をキ熊本は切通、月田 
の、、、ドルが決った、旧巧は前半に 
良く 4 点をあげた金子に巧を集め 
ることができず1点をあげたにと 
どまり、第1戦で敗れまった。 
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和洋ホ高 4 へ 9 11 ^ 3 生前高 
(秋 田〕 1151 ( 奈良) 

両チームの摇合力は格段の差ポ 

あり、一方的な試合となった。 

精華女高3,^ t 6で小諸商离 
(京都〕 ( 長野) 

試合の主導権は両チームの間を 
住き来したが、結局お本に球を簾 
める兼戦があたった精華が勝った 

大分東酷，主2 U )3 山梨高 
.山裂は大分の守備を破れず、を 
めずがなくよいところがなかった 





謹局 


セットプレー主体の同形チーム 
延長戦後の高崎の積極策が勝因。 
三本お高1^4 12守山女高 

羣川〕11715 > (溢賀 

本お脚力の勝利。守山もよく 
サィドを使いをめたが、一一一本松の 
守備が一枚上だった。 

八姉高都城泉ヶ 
泉城〕兵宮崎) 

泉ヶ丘はチヤンスが見出せない 
間に、多彩な八郷のを撃が点差を 
開いてしまった。 

大谷高 6 fs —33 が水巧高 

(大堅 1312,1 S 黃裹 

両チームともシュートカの不ち 
がめだった。僅かに走力に勝る大 
谷ボ勝利を握った。 

巧‘谱唐局 6 つ— 0ン1 邮带ホ高 


记ぉ更 


かなかった。を半化を木は巧をの 
GK の巧守にはばまれ 7 MT の1 
点におわったのは悔やまれょぅ。 
▽二回戦 

一—女高る N パ) 7 菊(腸捷局 
高岡の守備に重点を置いたぺ一 
スを菊池は崩せず2連勝の夢ボつ 
いぇた。 

室 商 直局爲 お〇 1ーー寶同 

室蘭の完勝。津女高の基本技術 
のホみさが得点差になった。 

ぉ木女高 U (い 

前半は両チームとも良い動きを 
示し、迫力ある試合を展開。後半 
は板木の守備を回めてからの速を 
ポ评え予想外の大差となった。 


甲子園学 
院离 


11^413' 
1 -4 f 


(山口) 

得ぉの差は速攻をょり多くゴ1 
ルに結びつけたかによって決った 
徳山はゴールへの結びつけかたが 
つまりぎ みで破れた。 


前橋市女 3 ^8 
高 1^5 1 3 


ル平高に 


(鹿児島) 


巧巻の圧勝かと思われたボ、加 
を木の守備陣ボ健斗、点差はひら 


名古屋女 
7商高 
(愛知) 


)3 |§化 


徳山高 


スタートの 良さが小禄に活気を 
与え、 そのまま 押し切った。真備 
は横動きが多く、得点できなかっ 
た。小禄の成長を賞される。 

12 —3\ 

平塚江南マ 4—3 
高 7 011 

で—〇! 

(平塚江南の抽せん勝) 

名女商に体力的には勝っていた 
が、平禄は数かいチヤンスを良く 
生かし対抗。延長に入ってからは 
両チーム固くなりタィで終了。 

她離？ 7( nT 畫高 

広島はロングシュートで着々加 
点？熊本は細いボール廻しからチ 
ヤンスをぅかボったが力足らず。 

巧萍女高 

後半終了直前まで、シ I ソーゲ 
]ム。終了5か前から秋田は速攻 
で3点連取し試合は決った。 

!目 

精華女高ぶ 


2ン春日丘高 
5 (大阪〕 

前橋は捧始相手を圧倒しての完 
勝であった。春日丘はスタミナ切 
れがはつきりとみられた。 


益田高 
(岐阜〕 

前半はが等でをったが、後半ル 
平の速攻•ポストプレーが良く生 
き、大差となった。 

ル禄高 u ( su )7 1 ^備山 5 网 


麻禱 


〇日 高若 川〕 


高蔵女子 
商高 
(愛知) 


A ——〇 j 

で — oi 

精華はセットからのロング、高 
蔵はヵットからの速攻と持ち味を 
出したが、僅かに精華が勝った。 

大分ま？ ( nh 顯島き 

速をのない試合。を半走りの出 

た大分の順当勝ち。 

高赔巿女 6/^"^-1 1^2浜田水産 
高 11,9—1,12 高(島粮〕 

摇合力に大きな差のある両チー 

ム。巧田は大かした。 


，一一丟整问7巧 u)s A が高 

一一一本がは前半を了直前にぁげた 
2点を良くずり切った0 

大谷高6な福井商高 
スピードぁる攻防が展開された 
が、相手ミスを得点に結びつける 
回数の多かった大谷の勝利。 

、3 1 2一 

5花卷ホ 

\0101 

本大会屈指のがゲ！ム。新居浜 j 
はスピードをる速攻、ポストプレ 
I を展關し、すぐれたパスヮーク 
で前半は3点。花巻は 7 MT の2 
点。後半新居浜の再一二の速をもな 
巻の GK {女藤の美技に阻まれた。 
一方巧巻は高橋のシュ I トボ決り 
同点で延長。新居浜は巧みなパス 
ヮークからの金がのミドルを決勝 
点とした。両チ I ムの GK の好ず 
新居浜のスピード、巧巻の豪快さ 
すばらしいゲームで患った。 

▽111 回戦 

室蘭商高高岡ホ髙 

前半はシ I ソーゲーム。後半勝 
ををせる高岡がミスをおかし、室 
蘭ぺースのゲ I ムになった。 


ル平高 


^ン 6 前橋市女 


高 


ル 禄高 U 巧 U 


小平のスタ I 卜の 2 点が大きか 
った。前橋は良く追ったが常に先 
手をとられ、降雨があった A 心とも 
手伝いをせりからおれた。 

平塚江南 
嵩 

平塚の守備のまず さと スタミナ 
I ,不足が敗因、これをついたル禄の 
:順当 滕ち、 小禄は冲禪 チームとし 
て初めての準々決勝進出を決めた 

」田和洋 7 1^3—3 
女鳥 \4 1 3 


^6 に島 I 女 


高 


搞木ホ高じ 


甲子園学 
院 


4—2 デイフュンス からの速攻 
この垢木ぺースで 試合は終始した 
括た05きが 目 丘つた一钱口 


ポストプレーを中、むにした両チ 
!ム。終了 W 积前の鎌田の得点が 
決勝点になった。 

大分東高： 3( 剌 U り) 4精華女高 

大分は特に後半 GK からの巧出 
しポをく、これが速ホに結びつい 
て大勝した。 

高崎市女 
高 

高崎は前半にぁげた3点を後半 
の雨中戦の間も守りきった。 

麵居裝市6な u )3 大ハ合高 

降雨後の試合。新居お前半は金 
巧の活躍で日点をぁげ、そのまま 
押しきる。 

▽準々決勝 

栃木女高室蘭を局 


一一 一本枝 高 
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得 o 5130000000 9 

^保.浪藤川地田口橋木陸林） 

S 义藤後小菊蘇山高荒蕃小 （ 

{ / - < -^ T 

K 養■巧戸"^ 5 
G F 一審島田」^ 

-;2合沼葉田塚川葉岡沼海口田 } 
^ ホ 1 
册落小を巧大森橘高管巧関谷 C 
得〇 02310040000 方 

ま蘭は前夜、ま族に不幸ボをり 
帰郷した GK 飛'がを欠いての一戦 
運手の麻にまかれた喪章が痛々し 
い。室蘭は栃木の守備の固さがな 
かなか破れずに苦労した。 I 方栃 
木は高岡を中.むにした速攻、'町旧 
にぅた せる フリ I ス ロー で得点を 
重わ1点リ ー ドした。後半は栃木 
ボ滑り出しょく高岡の3点連おで 
,4点差、室蘭も粘り藤浪の 7 M 
T 、' 小の、、、ドルで巧々には タイ 
にこぎつけ、追いあげ ムー ド〇そ 
のあと二度の得点チヤンスをむだ 
にし、板木大塚のサイドシユ I 卜 
が タイム アップ寸前に決った〇好 
試合であった。 

小平高 u ( n パ)9ル禄高 

得〇 00250002000 9 

对城ちが盛おま城田城津屋田} 
M 風-波谷 3 
レ宮あ玉田南具金が前小巧が （ 

K よ皇.熊田'!打 
G F 一審が上 j 頂 

円藤山'田木柴本が巧石渡端恥} 

レ佐丸お鈴小が加謝平石川粟 （ 

WO 00201071000 1^ 


ル平は速いパスからのポスト、 
小禄は南風原•前城のコンビプレ 
IO ル平はをく走り 4 点リ I ドで 
前半終了。後半は小禄のぺースだ 
つたが及ばなかった。両チーム 
ともシュ I 卜力の強化がぶ要であ 


和洋女高8 


大分東高 


得〇 〇 12 2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 
お塚山藤木元田岡瀬岡地形井） 

巧石ぶ伊鈴秋鎌を局石菊尾堀 （ 

K 藝.千野'^ 

G F 一審佐分 

パ 橋巧部原宮崎永藤な根代上} 

:离藤ま市一二岩友斎御登一二河 C 

泻〇01〇1〇〇〇〇〇〇〇 2 

スタ—卜で 大分の守備に とまど 
つた秋 田 もしだいに調子をあげで 
確実に加点、楽勝した。 

谢循浜巿じ。—で搞崎巿女 


聽浜巿 


2 へ 411 
1^8 — 4一 


得010010300000 5 

g 藤山野當文井合井崎端胡津 ） 

隔佐柴お山山吉を岩島川田島 （ 
fjl /- - -\ 

K pr 塞•清水一 

G 女審靈 j 

が崎献部部塚中村雲ま尾木} 

巧を伊磯曽大田金出森飯鈴 （ 
得〇〇 〇12 〇 6.1 2 〇 〇 〇 0^ 

新居滨は終始走りまくり、多彩 
なを撃を見せるとともに、守って 
は GK の好守、好配球がをり、申 
しかのない勝ちぶり。 


和洋女、1点差に泣く 

▽同準決勝 

麵雲巿8な n )7 秋田な洋 

得〇 05002000 ,7 
巧塚藤木元田岡瀬岡地 ) 
が 郷 2 
巧拓伊鈴な鎌を局石菊 I C 

K よ言•島田\ W 
G F 一審を己 ^ 

到幅部部塚中が雲実尾木） 

ほ岩磯曽大田金出森飯鈴 （ 

得〇 1010411000 8 

新居浜は早いボール廻しから巧 
く得点機をつかんで w 々2— o と 
リードしたボ、巧洋もょく盛りあ 
し巧分212。そのをは一進一退 
のげゲ—ム.になった。 

勝負をかけた後半、あ洋は孤が 
あ岡のゲットで初めて先行したボ 
新居'浜は巧手パスをカットして巧 
攻、6、9々のゴールで再び逆お 
しかし巧洋も鈴木の連続得点で一二 
おしコートサィドを湧かせだ。巧 
居浜は巧分ユース金村のゲットで 
追いつき、化か化雲ボ押しこんで 
これボ勝負をみめた。 

両 GK の美技の応酬を盛り こん 
で動きの早い展聞に終始。熱気に 
あふれたいい試合だ.った。 

栃木女、ル平に圧勝 

あホ女及。；： V ル平 


得0 0110010000 3 

W 藤田木柴本袖巧石渡端 田） 

W 化瀬餘ルが化謝平石川果 C 

^巧審.縮數丽 

U 合沼葉田塚川葉岡沼巧 口田} 
瞬 中〇 
巧落小若巧大を壁局菅巧関谷 （ 

00120071010 0^ 

搞木の速攻、小平の選をと対照 
的な試合運び。お木は目々、6分 
高岡の、、、ドルで先行、7分にも大 
域がゴールして早くも主導権を握 
った〇 

小平はドリブルで攻めこみポス 
卜からチャンスを狙ったが巧み1 
点を返したに留った。 

後半に入ってもお木は走力を活 
かし、サィド、中央から多彩なま 
聲を実らせ、一方的な試合となっ 
た。ル平はげつくりとしたぺース 
に相手を引きこめなかったのが敗 
因だ。 

新居お商、終盤 I 気に得点 

▽同決勝 

禍震巿 S (： u )4 ぁホホ 

得〇 0 0000 4 4 

W 合葉田塚川葉岡 ) 

此路を巧大を稀高’ ' C 

'郎 M 審.悄 S ^ 

M 崎部部塚中が雲 ） 

巧を磯曽大田金出 ( 

得〇 021331 W 


あ居换は大塚ボ板木のディフュ 
ンスに割って入ったをと、後陣の 
金が、曽我部らにボ^ —ルを集める 
巧戦が巧き111からま続3ゴー 
ル、 U 分には 411 とリ—ドし 


ホっても新居浜は粘りのあるプ 
レーで巧木女のを撃をおさえ、特 
に強肩高岡をサイドに追いじんで 
そのシュートカをおじたのは巧か 
った。を中からはげしくなった雨 
せに前半 K かから後半 W かまでは 
ともに鋭い動きはみられなかづた 
ボを盤は再び巧気のある展開とな 
り余祐を持つ巧居浜は積極めなボ 
—ルヵットから速ホをまらせ E 分 

C -4から一気に3点を化えて巧. 

優勝をみめた。 

お木女は前半のをり、反撃にで 
かかったところで雨にみまわれて 
気勢をそがれたのは不運といえる 
が、が居浜のコンビのとれたディ 
フ王ンスに攻撃の穿を次々とつぶ. 
されてはこの巧遅もしかたなかっ 
た。 

真木崇.新居浜巧監督の話去 
年1 . 2年生ををく使ってみ勝ま 
で進み自信をつけた。その若い力 
ボことしの戟力になったのボ勝因 
だ。これといった運手はいないボ 
石にかじりついても勝つという精 
神めなものは他のチームに負けな 
いつもりだ。夏場の連戰という こ 
とでスタミナの点を鍛えた ことも 
ょかった と 思う。 
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I プラスチックの持をメーカー I 


資參 


メツキは金属だけでは…… 
. ありません/ 





1 織 



精密を翌敗計 • 製作 
マイクロブラスチツク成型 
プラスチツクメツキ 

株式会社泉形製作所 

本 化大巧かを巧あ化子 2 4 I 番地 TEL 窝巧 （ 0726 ) 75-5 5 5 1 

来’ホネ化描括県な岛巿ホ水のず中径地巧が也 TEL 棉島 ( 02 ぉの 3— 2812 . 2911 
5 ;:が工業化を抹まを化大反な高巧市&子 2 5 2 をおの 11 £し高巧 （ 0726 ) 75 - 5767-8 
おが金型製作がホを化なが市帝-区上烏巧巧お町 19 を化 TEL をお ( 075 ) 6 8 -9 7 0 1 


目 


广斯射パ I 卜 I 口 I — I ル I --- 

炎天下のインタ ー•ハイに拾う 
- 富岡市（群馬) 


手に"無欲"の二字 
〇女子で初優勝の巧居お市商 
(愛媛〕。試合が終るとどの選手 
の手も墨がにじんでまっ黒になっ 
ている。*大会、全国大会を問わ 
ず決勝戦.へ進むと必ず掌に「無欲 
」と書いて臨むのだという。その 
信念ボ勝利を呼んで巧の栄冠を得 
たわけだボ、まっ黒なぞで嬉し涙 
をぬぐう理手のをは巧象のだった 
巧田親子、ホ勝進出成らず 
〇…；球界もそろそろ二け目時れ 
各地で"おの子"ボデビユーして 
いるが、今大をの話題をさらった 
のは富岡高.巧田歳雄、.柄生エ. 
巧田辰郎の規モ監督だ。ともに富 
岡高—日体大を経て郷里に奉職、 
ハンドボ I ルに情熱を注いでいる 
両校とも勝巧にのって準巧勝まで 
勝ち進みあるいは決勝でザ決と地 
元ファンを喜ばせたのゼボこれは 
"夢，にをってしまった J 
有力選手に動誘の手 
〇「君は進学、就職？」「：. 
:'」「進学ならゥチをうけてみな 

いか」-めぼしい遅手を抽誘す 

る東西の大学マネジャーの姿は今 
年もかなりの数。セつの大学から 
語いをうけた選手もいるとかゼボ 
あるマネジャーは『最近はスポー 
ツ選手だからといって特巧はない 
し、それに実業団のスカウト攻势 
もはげしいので…』と炎天下にあ 
まり暗4した表情ではなかった。 


抽せんに天の巧ち？ 

〇… .： 巧モ富岡高は苦戦をしな 
ボらも勝ち続け地元は大喜び。同 
校の試合になるとグランドの周り 
には一一一重、四重の人ち、教室の窓や 
校舎の屋上にも鈴なりの人、人、人 
3回戦東京の神化高との一戦は 
延長戦の上、また同点、抽せんに 
なった。.一瞬グランドは人っ子一 
人いないような静寂さに包まれた 
その時グランドの隅の大樹の上に 
雷ホボひらめき、「富岡高が勝っ 
たのが巧った」とは教育長さんの 
言葉。事ま、その直をに、岡前主 
審の手からひいたくじは富岡の勝 
ちを告げていた。まさに巧ボかり 
の地元の声援である。 

女子高校生が特別奉仕 

〇 . グランドの-角では、宜岡東 

高校の女生をたちが自らのアルバ 
イト(廃品回収など〕によって得 
た数万円をもとに氷水、レモンな 
どを選手役員にサ^~ビス。選手団 
から感謝されていた。巧ぐるみの 
協力ぶり声援ぶりは国体な上との 
評判ボ高かった。 

の周年に感がいひとしほ 
〇会場の I 巧で高体連如周年 
を記念してち示をボ開かれた。ル 
国チ I ムの ペナント や試合写真、 
本誌全号などボ並べられ若い’選手 
やファンの巧巧を誘ったボ、一き 
わ感ボい深そうなのは役員たち。 
「もう W 年たったのだな あ…」— 

インターハイは日本ハンドボ—ル 

巧のふるさとで志る。 
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8 (3) 7MT (1) 8 


11(0) 7MT (0) 7 



▼第 2 戦 (8 月 w 日午後 2 時 7 か 
關お、観衆 I 千〕 

朝鮮大附订绵 f 
属(韓〕8|^5—3」8虹口()日 

引き分け 

〇……残り時間巧みで3、誰 
もボ下関中央ェの有利を予想した 
だろう。しかしその後に見せた朝 
大附の執念に満ちた反撃はずさま 
じかった。後半8分の 7 MT をを 


得〇 3011030 

m 徳お島川野井本中 

L - 山古西中中酒皆田 
{ /- ( - 、 

K . 岡前''^ 
G F 一審佐野，> 

別善玉宰韶焕云用秀椿 
^義泰巧韓貞章判昌 
S # 一高李を安秋趙李金 

得〇 03140000 


下関中央ェ、引きみけに終る 


朝鮮大附、鮮やかな先制攻撃 


▼第1戦 (8 月 W 日午後日時の分 
開始、観衆 I 千五百〕 

朝奠附1飞3 該^ 

属貪〕ふ 6—4 > 緊日 

〇……朝大附の立ちあがりはをざ 
やかだった。2分かからの巧パス 
を高ボみめて先制、5分にはまの 
空間パスを趙ボみごとにジャンプ 
ショット、6かインタ I セプトか 


巧野下本畑関 
上佐松梗古今 

巧審 . K ) 

玉宰韶焕吉巧春結 
泰お鹤貞章判佑鍾 
窩李全安秋趙李宜 

34011200 


0 ……後半 613 から中お附は佐 
晋の連磕得点で1点差に追いこみ 
屬巧を湧かせた。しかし朝大附も 
気合いの入った守りで試合の 主導 
権までは渡さず、特に GK 姜の力 
ンのょい動きは目立った。 8 分 7 
—6 から朝大附は空間 パスを 受け 
た李(旺)が体をひわりなボらゲ 
ット。この好プレ I に再び攻擊も 
勢づいて W 分には WI6 と 点差を 
あけた。 

0 ……ぶ死の反擊を試みる中大附 
は^かからマン•ツウ•マンによ 
るホールコートアタックという思 
い切った策におてエキサイトした 
展聞となったが、班々高にゴール 


を詳して傷口を拡げ、對々松下の 
.ゲットで1 点を返した にとどまっ 
た。朝大附はが年来日の韓国遇扳 
よりもスヶ I ルは小さいが、基本 
にお実で、睹に守りの強さが印象 
巧だ。また再 二 一成巧させた ユリア 
巧の潭き球によるを擊もタィミン 
グとシュ^ — 夕' — の ジャ ン プ がす 
ばらしい。 (杉山〕 
李载錫朝大附高監督の話舍事 
のちがいから体調は轰まりよくな 
かった。中大附のホ I ルコ ートア 
タック も 韓国でよく経験している 
ので驚かなかった。審判も八ム平で 
申し分はないが、コ！卜が固いの 
で選手たらは思い切ったプレーボ 
できなかったようだ。 


同点( 818 〕にこぎつけた。 

勝負は残り4分間にかかったが 
さすがに両チームとも緊張。 

朝大附は、1分挑秒間に直って 
ロ ー リングを巧い「スト I リン 
グ」 を宣せられた。しかし下関も 
^分中央からの古谷の、、、ドルシュ 
1トボはずれ引きせけに終った。 
〇……前半の下関は開始如砂古谷 
の、、、ドルで 先制、2み1点を返さ 
れたものの 8 か中野、 9、 W みに 
は皆本が鋭い動きから辭やかなポ 
ストプレ ー で K かには 5—2と 点 
差をあけた。 

朝大附得意の空間パスによると 
びこみシュートに対してもパス筋 
を読んた固い守りで防ぎ好調な試 


合ぶりだった。ところが前半終り 
頃からミスプレ I が目立ち追加点 
があげられず、守っても痛いとこ 
ろで7 MT. をとられるなど朝大附 
の追撃を許してし寺った。 

日韓 No • 1の対決にしてはス 
ピ I ド感に乏しく物おりない内容 
の試合だったが、リードマン趙を 
はじめ「なんとしても勝とぅ」と 
ずる朝大附の勝利に対する執着ム 
は日本チームも学ばねばならぬの 
ではないだろぅか。 (杉山〕 

愼敏ま下関中央エ監督の話去 
年ソゥルで対戦した時ょり朝大附 
高は強くなっている。特にディフ 
ょンスがいい。中大附高が負けて 
いるので今日はどうしても勝ちた 
かったがミスが多すぎた。 


ら高が独をゲット、 W かには李 ( 
胚)が速攻でゴ ー ル、 4—0 だ。 

緊張気味の中大附は、いきなり 
攻め立てられてすっかりぺースを 
乱しのか佐野が1点を返しただけ 
再 S の得点磯も単調なシュートで 
つぶしてしまった。の分战後朝大 
附の蜜化攻撃を巧く封じて追加点 
をなかなか与えていなかっただけ 
に、この間の凡攻は惜しまれる。 

分積本、刻か今関が相手のマ I 
クをかわしてよぅやく1点差と 
したがハ I フタ 
イム直前、安の 
ミドルを許した 
のも拙かった。 


が決めたのが口 
火となりのかシ 
ユ ートのリ バウ 
ンドを全がすば 
やく拾ってゲット、焦りのみえた 
下関から巧分にも 7 MT を誘って 
まがゴール、1点差だ。下関は巧 
か速攻から古谷が W 分ぶりにゲッ 
卜して8 — 6。ぺ I スを巧り戻し. 
たかに見えたが朝大附の粗りはお 
とろえない。 

〇……スタンドに陣巧る女子バレ 
1ボールチ]ムの大声提にいつそ 
う元気づけられたように如分まが 
右が度からロングシュ I 卜、じ分 
下関の賴パスを李(旺)ボインタ 
1セプトから I 気に独走して違に 


I 第 3 回日韓高校 ハンドボ—ル 
I は第2回日韓高校交歓 スポ ーッ 
競技会の一つとして8 月 JS、W 
日東京綺お体育館に韓国高校選 
手権優勝校•朝鮮大附属高を迎 
えて巧われ日本側の1敗1巧と 
なった。(総評など次号〕 
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年な優勝 チーム 


①昭33 

③ 昭34 
感昭35 

④ 昭3日 

⑤ 昭37 

⑥ 昭38 
⑩昭39 
@昭40 
⑩昭41 
⑩昭42 
⑩昭43 
⑩喔44 


茨城教員ク 
東京教員団 
神尸ストーク 

か会 

大阪教員ク 
大阪教員団 
大阪イ ーグルス 
大阪イーグ ルス 
大阪イーグ ルス 
大扳イーグ ルス 
埼玉教員 
東京教員ク 


東京教員が初優勝遂ぐ 


全日本教 
職員選手権 


第 U 回全日本教職員選手権は8 
月巧日から3日間、埼玉県の上尾 
体育館に初参加の沖縄をふくむ如 
チームが參加して巧われた〇 I 
優勝争いは予想どおり、2連勝 
を狙ぅ埼玉教員を準々決勝で降し 
た新進•東京教員クが決勝でも名 
巧.大販ィ I グルスを巧く制して 
勝ち初出場で優勝を飾った。 

なお、 1回戦の敗者に よる 卜 I 
ナメントは福井教員が勝った。 

福井、東京と大接戦 

▽1 回戦 

齡城教員ぉ(脆 N 諸) S 養教員 

S— M 猛 My 難 Is 

大販教員 

ク 


静岡教員 
团 

長崎県教 
員 

東京教員 
岩手教員 

岐阜教員 

一一一重教員 
団 

愛媛教員 

大分教員 
団 

熊本教員 


o ^ n —7^5 
3瓦 — COY 

3反— 

1/^819 で 

2症 — UY 

7^^ I じ ''^ 3 

2好 — UY 
2^^ 18 一 8 
3反— 3 Y 

ocY 巧 I 巧方 

Ir 化—30 

3症—曼2 
日石 1 7ン 6 

2 后— 9Y 

お(別茨城教員東京教員 


モ葉教職 
員 

福井教員 

和歌山教 
敞員 

群馬教員 

長野教員 

體賀教員 
山梨教員 


沖縄教員班心梳木教員 

強豪、順当に勝ち進む 

▽ 2 回戦 

埼玉教員7/^化—4 Yb 宮城教員 
ク 3 命— 2,1 b 団 

知京教員"(指 N い丫腑岡替貝 
は阜教員 U (が U 。 化愛媛教員 

スワロ J 

兵庫 

若手教員 OYW — l で長崎県教 

-ク lv 9 —uyl □貝 
愛知教員化 ( IU け) K 福岡教員 

大分教員8/"3|6争二重教員 
団 2症—?；1団 

か評—足 IU )？ 沖濁教員 

埼玉、庚-京に逆拉負け 

東京教員及だ^)巧玲玉教員 


??(娜巧熊本教員 


掌教員 


スワロ • 

兵库 




な愛知教員 


如 r 咖 U 。 巧岐阜あ員 


大阪ィ J(IN 


の)品善 


グルス 

スワロー兵庫善戦空し 
▽準決勝 


6 、817 
1 ^8—7 


巧 


スワロ1 


庫兵 


大阪ィ I CY 巧— 5 VH お手教員 

ダルス 21^7—6^1 ク 

▽3 位決定戦 

岩手教員日|^巧—：=|^9スヮロ1 

^ 2貧—8 Y 兵庫 
▽決勝 

0……優勝した東京教員は若い有 
力選手を揃え苦戦をつづけながら 
も尻上がりに調子の波にのって優 
勝を遂げた。 

有カチームのひしめくブロック 
を抽いた東京は、緒戦からもつれ 
た試合を演じ、しかもチームとし 
ての練習不足からチームプレ I が 
整わなかったが個人技による得点 
を巧く守り切って勝ち進んだ。 

0……ャマ場とみられた埼玉戦を 
逆転勝ちで飾ったあとは、いちだ 
.んと攻防の迫力が増しベテラン揃 
いのスヮロ}兵庫、大阪ィーグル 
スら強豪をか々となぎ倒しての優 
勝はみごとだった。 

主力選手に大学勤務者が多く国 
体出場をあきらめたのは惜しいが 
今回の活躍は賞されよぅ。 

〇……連滕を狙った埼玉は、化井 
(全日本)の權掃はあ「たものの 
松田’選手の事故死(本誌が頁参照〕 
というアクシデントが あり、持ち 
向^1を^、っ較^只こを泛券」っ1どを一 


た。大販ィ I グルスはいちぢほど 
の鋭さは感じられなかったが相変 
らず試合運びは巧い。 

〇……このほかスヮロー兵庫が2 
年連統べスト4となり、来年に国 
.体を控えた岩手の3化遮出も目立 

ク〇 

長崎、愛媛、愛知の充実も注目 
してよいものがあり、初出場の沖 
縄が栃木を巧度同点といぅ大接戦 
の末降して2回戦へ出たのも措筆 
してよいだろう。惜しまれるのは 
福井だ。最上位の力を備えながら 
緒戦で東京に1点差で敗れたのは 
不運というよりほかはない0 


ク.^.みクみ令^ぐ 

山田 許氏らを表彰 

高体連如周年記なま 
高体連ハンドボ I ル部では創立 
g ' 周年を記念しで8月1日ィンタ 
—•ハィの開かれた富岡市で数々 
の記念行事を盛大に巧ったが、こ 
れまで発展に功績のあった関係者 
に感謝状•表彰状を贈りまた男女 
:?校を表彰した。 

V 感謝が贈呈者山田肝(前高体 


連ハンドボール部副部長)、巧星 
ゴム K 反、望月運動用品 KK 、. ミ 
カド商会、タチカラ反 K 、 モルテ 
ンゴムエ業区 K 

II 伸 全国高体連ハンド— 

ボール W 周年記念誌 

W 周年(昭お}、 K 周年(昭 
My につづいて3回目の記今 i 誌 

御巧儀原稿につづく「先輩ょ 

り」「仲間たち」という特集が 
、、〇 

特に OB たちの寄稿は苦労ば 
なしの中に現状への批判がふく 
まれ興味深い。 

巻末の「高体連ハンドボ）ル 
選手の体力調査報告」はかなり 
示駿的で、技術の背景に体力が 
-をる ことを再認識させょう。巧 
'今の高校チ I ムがいささか技巧 
に走り勝ちということは各所で 
一方われているだけに タィムリ I 
な発表である。また、ナショナ 
ルチ I ムへの関連というものが 
巧ち出されているのも特色とい 
える。"高校ハンドボール部に 
体格、体力の大きな選手があら 
われない限り日本を巧表するナ 
ショナルチームは大型化し得な 
いと考える"(斷頁)というの 
は、高校界と日本ハンドボール 
界①带接なつながりを I 言で表 
現している。このほかの頁は貴 
重な資料で埋められた。 

A 日判、欄頁、非売品。 














夏の全曰本選手権回顧 


第別回全日本総合選手権 

箱崎敬吉 

(副審判長〕 

5日間にわたった大会は明年のを手国体を意識した運 
営、記録速報、輸送、接待などが部にわたつて行きとど 
いたお慮で万事ボそつなく進められた。とくに競技場の 
整備は最高で「軟弱でもなく堅くもない。走りよいから 
スピ ードも化る。庭ずコート のよう なすばらしい競技場 
である」 と好評をはくした。 

歳技面では「世巧巧飛」をかけてを州遠征したを日本 
巧モナショナル チ— ムが、当初決定した国巧公式試合不 
出場の規制を破棄し、急きよ原隊に復帰して参化すると 
いう協会側の異例措置に巧して、監督会議の席上で紛糾 
するという I 幕ボあつた。今後の問題としてお討を要す 
るであろう。男子は、を部巧のおせんやブロックの巧表 
で、一回戦から熱の入った好試合ボ展開され、ベスト- 
フ ォアには協を 推せんのを立教大、大崎電気、 日本体育 
大と常盤工業を延長戦で破った芝浦工大夕それぞれ順 
当に勝ち進んだ。四強のが戦では、欧州帰りの遇手がい 
かなるプレ—を披露するかに期待の目が向けられた。と 
くにナショナル チ^~ム①メンバ^ —で固めた大崎電気の戰 
法や個人技にを目されたボ、が日本体育大戦ではラフ- 
プレーボ多く、両チームに「注意」「逗場」が続出した 
のは巧待ルれであった。曰体大は、早い動きで再一二再四 
チ ヤンスを つかんだボ、7 メ —トルスロ— の失敗や、ノ 

-マ^—クのシュ^ —トミスで 明暗をかけたものといえよう 

全立大対大崎電気の決勝戦は、前半大崎ボ優位にたつ 
たが、後半に入って大崎のセットを堅ボほとんど正面だ 
けで、個人技による単発シュートボタいのを見巧いたを 


第 W 回全日本高校選手権 

町田歲雄 

(競技副委員長〕 

本年は全国高体連ハンドボ I ル部の W 周年記念に当り 
ホ ミュンヘンオリンピック にもつなボる高校生大会と あ 
って参加選手全員ははげしい斗をと盛り上ボりを見甘た 

大会巧間中3日目 (4 日〕に豆台風の襲来ボあったが 
午前中の競技を午をに延ばすことによって当日の日程を 
消化したほかは天候に恵まれ予定の競技日程を順調にお 
ることが出来たことは巧営上まことに幸せであった。 

しかも期問中は比較め雲ボ多かった為選手のコンディ 
ション 化りには都合よく、各選手とも夏の大会としては 
最適の状態で試合に臨め自己の持てる力全部を発揮して 
あぅを分奮斗し随所で巧プレー、巧ゲ—ムボ展開される 
結果となり、巧をの巧ました大をであった事は大変喜ば 
しい限りであった。 

さて歳巧は男子にあては決勝が巧せずしてか年と同様 
下関中巧エ(山口〕と中大附属(まを〕とのが戦となり 
結局は大熱戟のホ中大附属の奮斗もをしく下関中央エの 
連続優勝とな「た。下関中央エの多あなを擊力と自信に 
満ちたプレ I 振り、更には試合 マナー 等は模範的で .あっ 
たと同時に、鉄壁の防禦陣をほこる下関陣を打破ること 
ボ出来なかったとはいえ中大附属の速攻をま器とするホ 
撃、ポストプレー、懸命に追いあげたあの執念の試合あ 
り等は立派であったといえよぅ。 

なに地元チームの官岡、桐生ェがよく強敵をな々と巧 
破って準決勝まで進化し3位に入賞した事は々大会を盛 
り上げる上に大きな効果があった。化元チームなるボ故 
に連日大観衆の動員ボ出来、熱気あふれる会場の募囲 


第じ回全日本教職員選手権 
が瀬喜代次 

(競技委員長) 

々大をは甜チ—ムと大会創始なみ最多数の参加を得て 
盛大に開催されました。結まは新生チームま，を教員が、 
1回戟に巧井教員に1点差で勝ち進み、2回戦静岡教員 
团とのが戦で巧調の波にのり、準々決勝戦の昨年度優勝 
チーム.埼玉を員には逆お勝、準決勝では俊おぞろいの 
スヮ D — 兵庫を2点差で降して勝負強いところを発揮、 
決勝戦は強豪大阪ィーグ ルスと 息ず まる 熱戦を展開した 
ホ巧擾勝を獲得した。また本大会のか者によるトーナメ 
ントでは奇しくも優勝した東京教員に1点差で破れた福 
井教員ボ1位となり埼玉県協を理事を杯を獲得しまムた 

競技場になった上尾運動場を園体育館は、埼玉国体の 
主競技場と隣接しており、那 mxwm コ—トボ 2 面とれ 
る立派な体育館でした。コ—卜とコ|卜の間に記録おを 
設置したので競技運営が大をスムーズに行なわれました 
しかし体育がは化線の都合でが切ってある為め、8月中 
旬の猛暑の巧でおをまでに上昇し、還手は勿論審判員も 
大変なことでした。観戰しているだけで汗がでるのに、 
走り巧げるのですから大をです。 

競技の巧をは山田計教職員連盟理事長(大会委員長〕が 
監を主巧会議でのおがで「ハンドボ I ル巧の指導者によ 
る本大会は、全ての面で他の歲技大会の模範となるよう 
努力しでほしい」の言葉どおり、過去に見られた勝負だ 
けにこだわるような言動ポ全くがく、疲お化気壽 々のう 
ちにをチ I ムとも自己のもてる実力を充分発揮し、なお 
かつはあを研巧する態巧ボ随所にみられたことは実に立 
派だったと思います。，その実証される事項として競技中 
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立大は、思い切った 3.3 のディ フムンスで 中々あ撃を 
くいとめ逆にをめてはホープンに展開し、早い連けいプ 
レーで確まにゴールを決めて逆あした。緩急のゲーム展 
開力にプラスして勝利にがする執念をみせた全立大のよ 
さだけボ目立った決勝戦であった。 

女子は4 チ^ ~ムずつ4ブロックの予遷リ I グを巧なっ 
たボ、 A ブロックは大洋 デパート 、 B ブロックは田がが 
績の激しい反擊を振り切った美巧クラブ、 . C ブロックは 
大崎電気、 D ブロックは一二菱鉛筆ボそれぞれ勝ち進み、 
大学 チ ームが全部姿を消したのはさびしい。決勝トーナ 
メント では総合力に まさる 大洋デパ ート が、一二菱鉛筆の 
善戦にあって苦しんだが、後半一気に差をつけて快勝し 
決勝戦では、大崎の単調なホめをおさえ、逆にすばらし 
い 出足と得点力で、前半早く も 大きく水をあけて試合を 

決め、抜お 
の力で授勝 
を飾ったの 
は立派であ 

'った。 

を立大、 
大洋デパ1 
卜とも昨年 
忆続く連続 
優勝で、日 
頃の精進に 
敬意をます 
るものであ 
る。〔写真 
はホモ準ホ 
.勝大洋デパ 
—卜か一二羡 
鉛筆、大洋 
.米のシュ 
—卜(ち手 
日報提供}〕 


気を招来した といえる。この かべ スト 8に進出した枚方 
(大阪〕新居滨エ(愛媛)中京(愛知)佐世保化(長幌) 
等の健斗ボ化り、尚これまでに不運にして取れまった添 
上(奈良〕神代(東を)マリスト学園(熊本)清水お商 
(静岡)古 WH (宮城〕等の活躍も目化っていた。 

一方女子の競技は決勝ではお居お商(愛提〕と板木女と 
ボ覇権を争うことになったが両チ I ム共体力、気力を 
をげ、この斗いで激しいもみ合いボ続いたが結局新居お 
の試合をびあびスピードと体力に I 日の長がをって栃木 
女のホ退とな'った。決勝におけるあ木女のを得点は高岡 
によってたたき出された事を事をちえるとき彼女の活躍 
は賞讚に価しよう。秋田和洋女が持前の技術と体力を生 
かしてて伝损のをにはじす準決勝に進出、ル平(まを〕 
も小をながらキビキビとした早い動きでベスト4に勝ち 
残ったのもみごとだった。ベスト8に躍り出た室蘭商 ( 
化海道〕、小禄(沖縄)、大々を(大み)、高崎巿女(群 
馬)、の健斗とその前に敗れ去ったとはいえ高岡女(富 
山〕、広島第一女、巧卷南(を手〕、前橋市女(お馬〕等 
の活躍も目立っていた。 

男女共に記したな化のチ I ムといえども僅少の差でお 
退して居るヶースボおどである実態を見る時、地域差は 
益々せばまり、伝がを生かしなボらもま力の差は次第に 
捕少されつつある感ボしてハンドボール巧発展のために 
大いに意義あることというべきであろう。 

な上のかく大会をふり返って見て参加各選手ボ巧校の 
を管と郝王の栄光の為に力の限り斗ったあの真けんな態 
度は高お生大会の本領を遣憾なく発揮し、公正、斗お、 
友情に徹した強くたくましい姿は明日の日本を象徴する 
を人として頼母しい限りであると痛感した。 

最後に大会運営に関係され化部に指導下さいましてお 
員のモ々お-よび連日試合審巧に当たられた審巧員の皆様 
コートを楠、記録など裏方として骨身惜しまず働いてく 
れた地元関係学巧の御援助と御協力に深甚なる謝意をを 
しましてむすびとします。 


に審判員よりを意される還モはあったボ退場させられる 
選手が非常に少なかったこと。競技上のトラブルが全4 
おく運手を員が競ほ運営に協力的であったことボあげら 
れ ましよ50 

本年四月に全日本教職員連盟が設立されブロック別に 
教職員チームの連携ボとれたおま、佐賀、山梨、千葉が 
初出場し沖縄も参加するというげ結果を生じ、また各チ 
I ムとも若い優秀な選手を多数補強し多忙の中でも練習 
を重ね、競技力の向上に非常な巧力している結果が試合 
の巧をにをらわれておりました。 

教職員連盟の設立の主旨の中に、学術調査並びに研究 
に巧力するという事項があります。 

今回は本大会の前日、本連盟と日本体育大学の主催で 
講師に東京大学教授神田順な、広田公一両巧生をお招き 
して、「ハンドボール競技研修を」を聞催しましだ。そ 
して貴重な研巧発まがあり、それに対する討論ボなされ 

ました。つづいて、を日本ナショナルチ—ムのル—マニ 

ア合宿報告、日本か育大をの擇国遠征報告、国條審巧諸 
習を報告ボありました。また開会式の後で全日本ナショ 
ナルチ—ムのを員に よる 公開演ちボ巧田監督の解説でま 
施され、ルーマニアに於け る 強化合宿そして欧州遠征に 
かいてを験した貴重な技術を披露してくれました。大会 
参加者にとってはこの上ない上産物になったと思います 
2日目には公認審判員研修るボ開催され、山田 a 事長よ 
り「国際審判講習会で統一した事項」として今後巧ボ国の 
ハンドボール競技規則の面でをわってゆくであろう事項 
について説明ボあり、これまたまに有意義なものでした 

このようにして本大会は教職員連盟ボ結成されて姑め 
ての大会でしたが、今までにない数々の新しい試みを立 
派にお化し、指導者による大会にふさわしい有意義な大 
をとして盛を裡にあ了できました。最後に地元埼玉教員 
の選手諸君ボ競技をしながら、お員選手の輸送、接待等 
大会巧営に協力いただいた事、また富岡ィンタ—ハィ、 
盛岡全日本摇合とつづいて、本大会に参化いただいた選 
手並びに役員のをお方に'むから感謝する次第です。 
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甲モ園大、圧倒の攻撃力 

関西女子学生結成大会開く 


結成が待望されてい.た関西ホ子 
学生リーグが今秋から正式に発足 
することにな り、関西学連では 7 
月 S 、 如日の両日大阪体大球技場 
で「結成記念大会」を開いた。 

參加したのは昨年からすでに活 
動をつづけている大阪体育大と大 
阪薬科大に、新発足の甲子園大、 
武庫川女大を加えた計 4 校。リー 
グ戦で6試合が行われた結果、元 
田が妨の吉開をはじめ中本、今井 
擦原、亀ハなら高校巧の有力選手を 
集めた甲モ園大が 3 試合でが点を 
あげる抜群の攻擊力を示し昔位と 
なった0 


大阪体大 
甲子園大 


器 u 


)2 


3瓦—。 

甲モ園大化— 

大阪体大お f 心大阪薬大 
g 庫川女を u )2 大疆大 


甲子契3口：_2、 

【順位〕①甲子園大 3 戦全勝⑨大 
阪体大2勝1化③を庫川大1勝2 
か④大阪薬巧大 3 か 


大阪体大 


東北大が3連勝 

-国立大学リーグ 


武庫 E ； 女 
大 

大販薬大 

武库川ホ 
大 


第 巧 回国な8 大学 リーグは7月 
列日から^ 日まで化大巧技場で 行 
われた。 東大と九卵大が欠場、6 
大学にょるリーグ戦の賴果、東北 
大が東北化海道学生1位の地力を 
示して媛 勝、 3 連勝を飾った。 
東北大 巧—；^京 大 
京 大巧 — U お古屋大 
大販大别—化化海道大 
神戸大巧名古屋大 
東化大の IW 神戸大 
を古屋大跳 —23 大販大 
京 大 S — 巧化海道大 
大阪大：3神戸大 
神戸大巧化海道大 
京 大巧— 9 大阪大 
東北大名古屋大 
【順位】①東化大③京大感名古屋 
大®神戸大⑥大阪大©北海道大 
9巧巧日が X 切り 

全日本学生選手権 
全日本学生速盟では U 月茹日か 
ら東京で開く全日本学生選手権の 
申込み/切日が例年より早い 9 月 
巧日となっているため加盟各校に 
間違いのないよう巧かけている。 


〔男子】過去の対戦成績は東 
軍の U 勝 7 敗。東軍は最近 4 連 
勝しており、今年も優勢が伝え 
られ ている が、西軍は主体と な 
る ナン バ J ヮン関大の充実で好 
試合が期待される。 

連勝を狙ぅ東軍(東北北海道 
関東、化信魅、東海〕は、関東 
学生優勝の井上、お藤、斎藤、 
大川、笠原、氷海ら日体大を中、む 
にル野口 (立教〕、藤井(明治〕 
鈴木(中京大)らテクニシャ 
ンと植木(中央)、門麻委化 
学院〕、石川‘(名大)、村沢(富 
山大〕などの定評あるアタ 
ッカ^ ~を加えている〇どの 
選手を組み合せてもスキ 
のないチ》ムを造ることボ 
できベンチの巧兵もみも 
の0 

西軍(関東、中四国、九 
州〕は GK 入江、 FP 馬着 
が田、許、西脇、宮がの関 
大勢に巧田、中野(ともに同志 
社〕、 GK 今井、 FP 水齊脇田 
(な上大阪搔大)、二一国(桃山 
学院〕が主力、中四国•九如代 
表のレベルも高いので久しぶり 
に層の厚いホ陣だ。 

試合の焦点は、例年のょぅに 
東軍のクイックプレーと西軍の 
スロ ーテンポなセットプレ I に 
かかろう。 

西軍新月監督が、 スピー ドで 


のせりあいをさけ、自分のぺ一 
スへ東軍を引きこむのにどのよ 
うな策をとるか注目される。馬 
着、松田、水野らゲ I ムメーヵ 
1の出来も一つのヵギになって 

こよ5口 

しかし、 東軍の大村 (日 体大) 
上野(東京教大〕両 GK の堅守 
と球出しの巧さは定評がをり、 
俊敏な小野口、藤井、鈴木らへ一 
気につなぐ プレー は威力がをる。 
西軍ディフユンスが速い帰 
陣と粘りのを るプレー をを 
れると一方的な経過になり 
かねない。 

東軍が混成の欠点を露し 
てテンポを崩さねかぎり今 
が愛年もその優位は動くまい。 
巧日〔女子】今年から正まに 
発足、記念すべき第1戦だ。 
力のバランスを考えて東海 
が西軍に加わる。 

主力となる東軍(関東) 

の日体大、東女体ち西軍(東海、 
関西〕の中京大、甲モ園大、大 
阪体大らの力を比べると東軍が 
リ I ドしているようだ。しかし、 
男子拟上にコンビネーションが 
左右するだけにもつれた展開に 
なろう。実業団のレベルに I 日 
でも早く追いつくために、この 
ような大会を通して女子学生界 
の水準向上が果され、スピード 
と迫力に富んだプレーの応酬と 
なることを期待したい。 ( S ) 
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.调 

4が 

北川勇喜 

(日体大監督） 


れ、ポィントを許す。追いつ追わ 
れつの シ I ソゲ^ ~ ム。よぅやく 如 

分を過ぎて連続ゲットで逆転 、 U 
お8で前半終了。 

ハ_—フタイムに相手のスカイプ 
レーに対するシフトデフュンスを 
指示、オフュンスでは、コートポ 
狭く、得意の速攻が出ないので、 


タテの動きを強調したセットを徹 
底させ後半に入った。しかしうま 
く指示通りにはいかず、組織の機 
能も発揮出来い。それどころか、 
シュ ー トミスで 逆襲かけられるこ 
とがく、折角のリ t ドもタィにさ 
れる。こうなると相手は追う者の 
強味で、迫力のをる攻撃でぐいぐ 
い押して来る。一方、日体は、を 
撃リズムを失い、なんとか糸口を 
つかもうと選手交替をさせるが一 
度リズムを失ったら、このような 
ムードの中では、おり返しボなか 
なかむずかしい。単調でしかも有 
機おのないバラバラな攻奪でポィ 


韓国学生と交流して 


巧々ボ初めて韓国学生と交流し 
て一番感じたのは学生各人ボ最高 
学府に学んでいる事に誇りを思っ 
ている事である。 

韓国では義務教育はル学校6年 
間だけでちるボ、貧富の差ボあり 
上級学ほで学ぶ為には中流を庭の 
上の方でなければいけない状態で 
ある。 それだけに彼らは真剣に学 
問を巧^ている。国が教育面では 
何よりも力を入れているので大学 
の大きさ美しさは素晴しいもので 
あ「た。彼らは韓国に行くまでに 
聞いていった話よりも親密感があ 
った。人なつきが早い。やはりスポ 


井上亮 I 

1 ッをやっている者達の特徵であ 
ろう。日本に対する反感というも 
のは全然みられなかった。中には 
考え日本に来て姓強したいとてい 
る者もいるし韓国の学生達は我々 
よりも大きな望ホを持っている0 
街を大きな声で話をしながら歩 
いて彼等の話を聞いていると試合 
で見せるファィト等は考えられな 
いものがあった。 

いざゲームになると人が変った 
みたいにボールに対するアタック 
を見せるしディフユンスの当たり 
も素晴らしいというよりなかった 
ボ^—ルゲ^~ムのセンス、ジャンプ 


日体大韓国遠征日記3 


▽ 7 巧；：一日 午後4時大韓挪空機 
羽田発。金浦空港まで2時間余、で 
ま着して外を見ると「歓迎•日本 
体育大学」の旗ボロビーいっぱい 
に拡がっていてさわやかな気か。 
空禮から無名戦壬の墓(国な墓地) 
に参いる0 . 

宿沿所にあてられたのは泰陸羅 
手訓練所。ホ巧からバスで、がか 
の道程。 T 度日本の青少年操合セ 
ンタ ー ( ホ^ンビックが) みたい 
な巧だが、一二万六千坪の広い上地 
に、宿泊施設•体育館•八ム認トラ 
ック、トレーニングセンター 研究 
巧、バスケットコ1卜、】アニスコ 

—卜などの施設があり、しかも、 
日本のょぅに、修学旅行、企業研 
修を等の利巧でスポー.ッ団体ポ紳 
め出されているのとは違って、韓 
国では、スポ I ッ選手だけが利用 
するとい ぅ、 まったく羡やましい 
環境と待遇である。 

▽7 月 U 日 スポーッ村での最初 
の食事。一日四千カロリーの摂取 
量とのこと、ブタの肋骨のス t プ 
パン•牛乳、野菜サラダ、魚、キム 
チ(朝雜清)等、味の中国、兒栄 


えの日本、量の韓国と云われるだ 
けをって盛り沢山。 

宣、鶏のカラ揚げ、ホゥレン草 
いため、 ズープ 、米飯、漬物、ス 
イカと とに角、量が多い。 

午後2時出発。奨忠体育館で 
鳳永女商対聖滿女商戦につづいて 
成均館大と第1戦。驚いたことは 
応援合戦の激しいこと。拍手、歓 
ド、恕号……ゲームに影響しなけ 
ればよいがと、み々ム配する。 

ホイッスルが鳴った。思惑通り 
数をの邁手は、足が地に着かな 
い〇恃に、シュ I トマシンの大男 
•斎藤がひどい。いろいろの手を 
使っても款目である。 このよぅな 
時に、早く平常に戻させるのボ、 
監督、コ]チの手腕なのだが、 
この機に乗ぜられて4—〇とり一 
ドされる。 

の々を過ぎた頃、よぅやく平静 
をおり戻し、鋭い速攻を織りまぜ 
た多彩な攻撃で次々とポイントを 
上げる。特に左が度ラインのブ日 
ック*フェーク、トリックプレー 

がル気ホよく決る。しかし、成均 
菌大得意のスカイプレーに惜まさ 


ントするのみ0 

結局如分に逆ちされ、の々に2 
点差になる。相手はもう逃げの態 

勢、 マンツ1マンプレスデフエン 

スを 指示。ぶ死の巧巧に万場の割 
れるような 成ち館への声援とベン 
チのヒステリックな I ドボとびかう 

うちに試合あ了。 

日体大の還手もよくやったと思 
う。狭いコ|卜に戸惑いホームデ 
シジョンの簡に暗まされながらも 
全力をなくしたのだ。巧、成均館 
大のレセプションに臨んだが、， 
苦いビール"だった〇夜、くやし 
くて眠れず。 (つづく〕 


力、手首の強さ等は今後の日本の 
ハンドボール巧に接おしてくる力 
は大であると思われる。 

あかい巧間であ_ったけれど韓国 
学生と交友して巧々にないがしい 
何かを注入出来た事は巧々にとっ 
ても素晴らしい事であった。 

しかも日韓の大学交流が今年か 
ら再開された事は良い結呆を巧く 
ことになるのではないか。彼等の 
をい点又彼等も我々のをい点等を 
お互いに吸収しあってこそ今後の 
ハンドボールの発展につなボるの 
ではないでしょぅか。十日間であ 
ったけれど有意義な遠征をできセ 
事を妈しく思います。 

(日体大ま巧 • 4年〕 
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全国スポーツ少年団大会 
指導報告 

i 高 II 焉 il 雇 II 華 ! 

/曰本協会、 

I 技術委貝 



第7回全国スポーッ少年面大会 
は7月泌日から別曰の6日間本栖 
湖畔のスポ—ッ少年団本部で開か 
れ期間中？：3日、地日、？5日午前と 
5分画のスポーッ活動が行なわれ 
た0 

この大会に参加しでいる少年团 
は、各都道府県の代表りーダーで 
団体生活をずるとともに、スポ— 
ッ全般を経験し、指導の技術を身 
につけ、各地に帰つて j 般団員を 
指導するといぅ大きなねらいが含 

まれており、参加層は、小学校の 
6 年生から、高等学校の 3 年生ま 
でという、かなり体力的にギヤッ 
プの患る年令層の集团となつてい 
る0 

そのため、この指導には、かな 


りの難点がある。 

また本年度は、参加少年団員の 
ホ望による種目の選択制をとつて 
いた〇ハンドボ—ルは、ソフトボ 

] ル、 体操と 3 種目で 1 群が構成 
されていた。その為、指導劾果も 
かなり期待することができた。 

残念ながらハンドボ I ルの普配 
度は極めて低く、今回の集団でも 
経験者数は、 

W 日午前1河 2% 

午後6班化％ 

?§日午前 3 扼 8% 

午後〇玻〇% 

S 日午前におの％ (女子〕 
となって、最をの女子のみやや 
多くなっていたか、全体では U % 
というをあ度でをった。 

班日の午後は团員の疲労から移 
動中ムの指令がでて、前にソフト 
ボ I ルを選択したグープの強制割 
当でをったため、持別な集団であ 
った〇 

ともあれ、与えられた条件は如 
何にせよ、われわれは、1人でも 
多くの，ハンドボール愛巧者、理解 
者がふえてもらえるよう努力しな 
ければならないとの観点にたって 
指導の許画、な省、実施につとめた 

巧づ過去の経験から、2時間半 
単位の展關計画の骨子を次のよう 

妄てた。. 

巧か、導入、歴史、ルール、技術 
についての説明 

如か、基本 プレ I の練習パス、キ 


ヤツチ、ランニングパス、シユ 
1 卜 2 〜 3 人のフォ I メィショ 
ン、 2 " 1、3 " 2 の攻防. 

ぶ分、ホ憩 

抓分、総合プレーの顯習 

6 : 6の攻防、' ハー フマッチ 
ゲーム 

な下順を追って、指導の記録を 
報告してみたい。 

S 日午前8時出発、卵分のバ 
ス行程で、会場の化富±エ高に着 
く。会場は、ゴールボグランドの 
隅に点在、野球のバックネットの 
支柱巧りにっかわれている状態を 
見て、些か淋しさを覆えない感だ 
った〇 

お気を鼓舞して、コート作り、 
圓員とともにゴ I ル運び、説明を 
して練習に入る。炎天と、はじめて 
の活動で構成メンバ I 同志、顔も 


しらないと志って、はじめは志ま 
り活発でなかったが、序々に調子 
があがりまとめのゲ I ムには、1 
チーム1人宛の指導員ボついたた 
めもあり、僅か巧分間のゲームで 
はあったが、「面白いもんだ」と 
いう感想を簡くことができた。 

の日 午後2時聞始。この組は 
輸送バスの関係から 6 時までと 4 
時間の活動が依顧されていたので 
時間巧にも余祐をもつことができ 
た。また团員も積極的なものが多 
く、ゲ I ムもリーグ戦で、見学、 
批判、作戦などの機々を与えるこ 
とができ、高度なプレーも見られ 
るようになった。 

翌日のディリー本栖(キャンプ 
で発行されている機関祇)には次 
のような文がのっていた。ハンド 
ボ—ルここ第ーニ会場(県立化富± 
工業高校〕では、第7分団の巧員 

ポハンドボ—ル、体操、ソフトボ 
—ル—に巧を流していた。『ハンド 
ボールはグランドで I 、|ご二班が 
基本運動のを、四チ—ムに分かれ 
て試合もした。初めのうちは、前 
日の疲れやら、慣れないために活 
気がなかったが、活動が進むにつ 
れて、指導員の声攫でり—ダ I た 
ちもはりきっていた。 

搔了後、渋ハな嘉一君(静岡)に 
聞いてみると、「饌はソフトボー 
ルをやりたかったボ、ハンドポー 
もやりはじめるとだんだんおもし 
ろくなった」と汗のにじんだ顔を 


上気させていた。』…… 

日午前練習の配かも、指導 
も軌道にのって順調に進む。 

午後は、前述のようにソフトボ 
1ルグル I プがそのまま移動して 
きたので、意欲の面からも人数の 
面からかなり指導にてこずる。幸 
いに分団の指導員が進んで協力し 
てくれた為にゲームでは、まとま 
りをつけることができた。 

が日午後最後のスポ I ッ活動 
で、疲労がかなり強く、しかも女 
子。夜には富壬登山という悪条件 
の中の展開だったので、導入に日 
大生の模範プレーを見せながらル 
—ル、技術穂習の説明、この模範 
プレ ー が珍プレーとなる場ボあり 
団員の気持を引きつけるのに大い 
.に役立ち、練習も能率的になった 
また若い女性の指導員が、積極呀 
にゲ—ムに出場してくれ、楽しく 
有終の美を飾ることができた。 

今後の課題として、このような 
多数の集圓に於けるハンドボール 
の指導も巧分考える化要があろ 
う。つまり、速製む指尊員グルー 
プでなく、意志疎通のある指導員 
グループの構成で、指導法の研究 
反省等 I 貫した指導性をもったも 
のポ必要ではないか。 

(註〕この大会へ日本協会は高橋 
健夫氏を指導主任に、補助員とし 
て日大ハンドボール部の今成豊、 
徳永昭威、飯泉保秀、井口行雄、 
熬原正芳の目君を派遣した。 
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現像とカラープリントはわ近くのカメラ店で 
〈フジカラーサービス〉とご指定ください 


フジ カラーの純正現像 _ 

フジ カラー N 100 
フジカラ— R 100 
'フジカラー シネ 8顯 • 16醒 
卜 ーキー映画（磁性イ本塗布加工） 
フジマグネオストライプ 

小型映画フィルムのそ夏製 _ 

フジシネコピー 


美しいカラープリント_ 

フジ ネガ カ ラー プリント 
フ ジポジ カラー プリント 
フジダイ カラー プリント 
フジ G カラー プリント 
フジ ネガカラ ースライド 
フジポジ々 ラ —スライド 


ブの綜含現倍！讯 

!賽ブ己わ3^—サーピス 

札幌.仙台 • 東京.名古屋.大阪-広島.福岡 









全日本男子 
遠征報告3 

〜ヨ I ロッ パの 2ケ弓〜 


ミュンヘン.オリンピックにつながる第7回世を男 
モ7人制選手権は来春2月 M 日からフランスで世を备 
地域の予選を勝ち抜いた W ケ国によって争われる。 

アジアけ表の日本は、この大会での上泣入賞をめざ 
して今年1月ナショナルチ—ムを編成、数かの国巧合 
宿を経て第2なお補 U 選まがまる5月 W 日から7月 W 
日までル—マニアで強化合宿を巧い、そのあとハンガ 
り—、ユ—ゴ、西ドィツを転戦、いちだんとたくまし 
さ、巧さを増し，世ホ-へ大きな期待をかけるまでに 
成長を示した。 

本誌では遠征選手団からニケ月に直るヨ—ロツバで 
の生まをを角度から報ちしてもらい今月ちから数回に 
わたって連載します。 


ンガリーの 
ンドボ.1ル 


化井晴夕 

~ ( FP . 埼玉教員ク) 


今回の遠化中、ハンガリーナシ 
ヨナルチームとは S 度対戦した。 
初戦はルーマニア合宿のあと体育 
館で別—说で日本、二回目はアス 
ファルト n I 卜の雨中戦巧—如で 
ハンボリー、一二回目はタシマイダ 
ンで别—别の引かけ。我々はハン 
ガリ I と巧戦する前、一二十数日間 

ルーマニアで合宿を行い、ルーマ 
ニアチームと約十四試合消化して 
からでをり、一応ル^~マニアのど 
のよぅなチームに対しても策戦的 
な攻防が身についた時期であった 
それがハンボリーと対戦してみて 
一変してしまったのである。戦法， 
というものはそれぞれ国桐ボ異 


れば違うのは当然であるポ、ハン 
ボリーはそれまでのルーマニアで 
巧戦したどのチームにもないタィ 
プであった。スコアでもわかるよ 
うに S 試合とも激しい点の巧り合 
いに終始したのである。選手をみ 
ると非常に多種多彩で、バランス 

のとれたチームである。フユィン 

卜に秀い出た者、もちろん長身者 
もいる。全般的にはほっそりとし 
たスマートな選手ボ多いという印 
象でをる。 

さてハンボリ I はひと口に云え 
ば攻擊のチームといえる。曰本と 
が戦した時もそうであったが他の 
国とが戰しても被等はぶず乱觀を 


展開した。ホフュンスではル I マ 
.ニアのょぅな強烈な個人プレーか 
らはじまってゆく ローリングとは 
全くちがったチームオフてンスで 

をった。従って、最初日本が対戦 
した時も日本はそれまで馴れたル 
1マニア的な戦法を仮想していた 
のであるが、彼等は全員でょく走 
り、非常に球ばなれのはやいロー 
リングを展開した、日本はそのホ 
フェンスに対するデイフユンスを 
整える間もなくハンポリ I 。へース 
のゲームをされてしまったので患 
る。寸フ^ンス隊形としてはワン 
ポストがほとんどでフュイントの 
切れるプレイヤー、長身者のアン 
ダ1シユ—卜、ポストマン、ある 
いは戦局をみる目にたけたベテラ 
ンなどを中、心に、スピーデイな攻 
撃がくりひろげられる。 

ディフてンスはどちらかという 


とル I マニアのような激しさ、し 
っようさはなく、たいてい一•五 
のディフユンスであり、長身者を 
トップへおいたことも特色であっ 
た0 

はじめに述べたハンガリーはが 
戰するどのようなチ^ —ムともせり 
合ったゲ I ム展開をしてしまうと 
いうことは、結局ホフユンスはす 
るどいが、ディフユンスが甘いた 
めに起ってしまうのだと思う。 

我々はル1マニアで力のハンド 
ボ}ル、特にディフ X ンスでも才 
フェンスでも、まず力というか強 
引というか、荒けずりとも云える 
ハンドボ ー ルを見てきたのでこの 
ハンガリーを見た時、ぶてもきれ 
いでスマートなハンドボ I ルに映 
った。このきれいに映ったという 
ととは今になって考えるとデイフ 
エンスでのスマートさボこのよう 
に印象づけられたのだと思う。日 
本人からみると人間ばなれしてい 


るとも思えるプレ I ヤ^~の多い欧 
州チームの中でこのハンボリーは 
どちらかというと日本人巧なプレ 
t であった。ボールをもったフュ 
，イントにしてもほとんどが両手で 
ボールをもったフュイントだし、 
フットヮ ー クも日本人のそれとほ 
とんど同じタイプであった。 

我々の見た中でチームヮークの 
最もよかったチームの一つでもあ 
った。 

ユーゴでタスマイ。タン杯の終了 
した夜、おわかれのレもプション 
がずんで、我々はいよいよ明日西 
ドイツへ出発するという深夜、彼 
等は、大勢で我々の一部屋ごとを 
まわって来た。歌でおわかれのを 
いさつをうけた時、はじめはみん 
などぎもを抜かれてしまった。こ 
のような型破りの行動も、知り合 
えば知り合うほどに親しさを増す 
ハンボリ I- <としてとても気持の 
よい素晴しいものでをった。 


西ドイツの 

ハンドボール 


木野 

I (FP 


実 

ワクナガ薬品〕 


西独のハンドボールの愚おとい 
つても4試合だけで、的確なもの 
がでるかどうかわかりませんが自 
かなりに感じてきましたものを報 
告させて載きます。日本は過まド 
イツを目顆に学び教わってきまし 


た。日本と西独は歴史的にも似て 
おり、感情的にも非常な友好関係 
にあり我々としても素直に入れる 
ことが出来るのでした。今回は試 
合のみだけで諫習方法、普段の卜 
レ I ニング方法などに摇する撒造 
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日本ハンドボ 


ミカド/\>ドボ•ル/ 

ンドボール協舍な認球 


stwJF^m^ 

东京•豊島•巣鴨- 7 T 目16如 
__ TEL (941) 2 6 3 5 * 6亩 9.2 


はなかったのは巧念だったボ幸運 
にも西独ナシルョナチ I ムとの巧 
戰であらためて西独のハンドボー 
ルの教科書巧なものにふれ感激し 
ました。 

それはどの試合も無理なく、自 
分たちの持巧を十分生かしており 
7人のが織构なプレ I の組合せで 
あってチ t ムプレ^~に徹している 
のです。チームプレ]とは自己を 
殺して他人を生かす、そしてそれ 
を他の人が積極的に生かしていく 
ということが云えると思います。 
彼らは自かに与えられたボダィシ 
ョンを確立し、忠実に責任のある 
プレ I をするのです。サイドポス 
卜、フロ I 夕 I が自分の役割りを 
よく知っており、彼らは、それを 
巧っているのです。 

を撃は、フロ J 夕—の8の字の 
施回、サイドとポストのチュンジ 
サイドとフロータ—の施回、あざ 
やかで流動的で、その流れの美し 
さにみとれてしまった。それを無 
理なく、何なくこなしていること 
は、シュ]トコ I スに結びつくよ 
いボ，チィションを早くみつけてい 
るといえる。我々は前に進むフッ 
トヮ^—クはうまく出来るボ、次に 
ボールがどの様に展開しているか 
の読みの深さ、それにつれてのポ 
ディションのという方に欠けてい 
るよ弓に思えると同掠に前のフッ 
トワ^ — ク拟上にうしろへのフット 
ワークボまずいといえる0 


西独は決して無理なシュートは 
せず、かしのスキがあっても確実 
なところにボ I ルをまわしチャン 
スをうかがい。口 ！リングから又 
ポストの動きを利巧してロンク、 
ミドルシュ I 卜に結びつけるとい 
う戦法です。自分で単独で強引に 
もっていく様なものではなく、ぶ 
ず人の動きを利巧し、自分も生き 
るという組織的なプレーでをった 
シュート•パスにしてもいくら力 
があってもタイミングが重要でを 
る様に実にグッド•タイミングで 
をった。テクニックもさることな 
がら思ったょり力強さがあった。 
辟に手首で放つシュートは、 Gr 
K の手前で鋭く伸びがあって威力 
はお群であった。 

彼らのシュ I 卜は、バラエティ 
にとんでおりステップからジャン 
プシュ ー トへの切り換えジャンプ 
してから体を倒してのシュ—卜な 
どディフュンスにとって実に防ぎ 
にくいものだった。又シュートす 
るとみせかけての手首をかえして 
①ポストへのバスも巧みでちり、 
ディフュンスがすごく神経を使い 
果してしまうプレーにも2人、3 
人のコンビが髓所にみられ、，多く 
は組滅的なプレーで組みたてられ 
ており何度となく成巧させられて 
しまつた。3人のフロ I ターとサ 
イドとポストのチェンジがうまく 
かみ合って、ポストがダメならが 
度のを撃、！^度のシュ I 卜がダメ 


ならポストのを聲と自由自在、臨 
機応変に攻撃をかえてくるために 
重点を定めて防ぐことは難しく目. 
まぐるしいばかりの変化に失点を 
重ねてしまった。 

それに、‘日本の選手とちがうこ 
とは、ボールをパスしてからの走 
りボすごくスピ^~ドがをり、その 
走りもフてントをかけて走るので 
ディフェンスにとって守りずらい 
ものだった。我々も今後、一直線 
の走りだけでなく、蛇行ジクザグ 
の走る諫習も必要ではないかとい 
う気がする。片よった攻撃はなく 
欠点のみあたらないどこからで 
も攻撃出来るものを持っていた。 
速攻と遅攻をはっきり区別してお 
り神風式に突進してくる樣な効率 
の悪いゲ I ム運びはせずセットホ 
フ卫ンスでチャンスをみつけ、確 
実に得点していくといったを撃を 
する。だからといって速攻はしな 
いのではなく、帰陣が遅い時、又 
チャンスがあれば、大きなスラィ 
ドで単独ドリブルで攻めてくる場 
合もあり、スピ r ドが豊かです 0- 
その様な時はぶず得点する能力を 
備えていたようです。速攻からセ 
ットホフ卫ンスの切り換えは、プ 
レーが中断することなく常にゴー 
ルをうかがいながらかみなくつ 
づくので防禦側は全く気がおけな 
い。西独と戦っていて我々は接戦 
している自寬もつ。しかし終って 
みて意かと点莲がをいていること 


に気づく、それは彼らのゲーム運 
びの巧さにしてやられてしまった 
からである。 

彼らは守備面では当りのの激し 
さは、あまりみられなかったが巧 
撃しずらかった 。 G • K と'-ディ 
フユンスのコンビの徹底さは強 
く、逆を打たれた場合は G • にが 
かんかんになって守備者を叱るの 
であった。しかし防禦面で目に 
ついたのはフットワークのよさ。 
我々もルーマニ了で一日中、フッ 
トワークの練習をしたことがをっ 
たが、背の低い我々は彼らと 対攝 
するためには、素早く動ける守備 
範囲の広いフットワ I クが何より 
も大事であリ攻撃な上にボ）ルヵ 
ット、シユ I トヵットの繰習など 
もっと数多く繰習を巧われねばな 
らないことを痛感した。 

ルーマニアの力のプレーに対し 
ドィツの流れる様な動きの美しさ 
そのマナ^~といい、チ I ムプレー 
に徹していることは、ずい一で患 
った。そして勝つためには基本で 
あるパス、キャッチのミスは許さ 
れない。いくら強いチ—ムでも、 
ミスがあっては、負けてしまうの 
だ。 

西独のプレーのように忠実に基 
本プレーを行ってこそ、その流動 
时な攻撃と力強いを撃がお来、そ 
して知識的なハンドボールボ出来 
るのだと思う。 
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我々は6月の日にル}マニアに 
別かれを告げてハンガリーに乂っ 
た。そして6日間この国で過ごす 
ことになった。最初の二日間は雨 
だったが、のこり四日間は大変ょ 
い天気になる。まずブダペストに 
二日とまる。初日は市内見物に巧 
く。ドナゥ川をはさむこの巧は、 
向こう岸のブダと、こらら側のぺ 
ストからなり我々はペストの側の . 
ホテルにとまる。ブダの方は大変 
古い教会や城などが多く、それと 
は逆にペストには国を議事堂など 
の建て物ボならんでいて我々の目 
を楽のしませてくれた。この国は 
ルーマニアにくらべると活気にぁ 
ふれている様だし、ネオンもひと 
きは鮮やかで物資も豊富な様な気 
がした。試合場も大変大きく四、 

五千人はかるく入りそうな屋外の 
板バリのを場だった、どのくらい 
入るかたのしみにしていたボ、当 
日はぁいにく雨のため体育館にう 
つる。それでも数千の補をが集つ 
る。選手もやりがいボをる。 

别日ブダペストからぺ J チとい 
う巧に試合のために移動、こちら 


では二百丰□ぐらいの所は平気で 
バスで移動する、やはりなんとな 
くつかれて体がだるい。どこの巧 
へ巧ってもその±地の協会の方が 
市内見物につれて巧って下さる。 
景をは美しいし、ものめずらしさ 
も手伝だって写真をパチパチとる 
すこし撮りすぎのょぅだ0 

對日にはハン'ボリ I の小 • 中体 
連の開会式を見に行く。日本のィ 
ンタ—ハィくらいの規模で軍隊も 
来ているし、聖火までちゃんとと 
もしているなど本格巧である。行 
進をしている子供もすごくルさい 
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のから180センチぐらいあるの 
までいておもしろい。 

この国でもやはり日本ょりもず 
っと体育の施設が整のっている。 
どこへ行っても日本の大学もしく 
はそれな上の設備を持っているの 
には感ふさせられたレ、うらやま 
しく醫った0 


西 

K 

ィ 

ソ 

で 

の 

民 

宿 


日 ■ 


西ドィツ、ハンブルグ空港より 
バスにて1時間如分程の巧。ハス 
ロフと言ぅ街へ到着、街では巿長 
を初め関係者多数の人の盛大な歓 
迎にあいました。 

今回の長期間遠征で初めて日本 
の言葉で挨搜された事は非常にな 


川清幸 

(FP •ワクナガ薬品) 

つかしく、嬉しい気持でいかに日 
本と西ドィツとが友好関係あるか 
がわかるよぅな気がした。それが 
特に印象深く感じられた。 

又大蛮驚いた事は選手団宿舎が 
各家庭における民宿と言う事で還 
手は途惑った感であった。 


西ドィッでは民宿と言ぅ事は最 
大の歓迎の意味を表すと言ぅ事で 
したボ、透手団にとっては一人一 
人に別れる事が大蜜ム細く不をな 
気持で、迎えに来ておられる各家 
庭の主人について行ったものだ。 
各家庭では乂全員で歓迎してくれ 
たまで不安な気持も少しは薄れた 
感である。最初に困った事は独語 
だけしか通用せず言葉で大変苦货 
したが家族の暖かいム使いで身振 
り手振り表情によってだいたいの 
事は理解する事が出来た。を事に 
おいても非常に親切でわざわざ米 
を買って来て御飯を食べさせて 
いただいた。聴に野薬(トマト、 
タマネギ、レタス〕 などは非常に 
おいしくいただく事が出来たのも 
その家の奥さんの細いム使いが切 
実に感じられた。 

ハス□フにおけるわずかな日数 


では ありまし たが、民宿と言ぅ生 
活を送った事は大変意味深いもの 
があったと思われます。今回の長 
期間遠征にお.いて一生忘涯れる事 
のない最高の思い出となったので 
す。この計画をして下さった西ド 
イッのハスロフ 市長を初め関係者 
•巿民の皆穗に対しムより感謝の 
意を表します。 

今後も益々日本と西独とボスポ 
—ッにおいても又国と国との親善 
をも滯めていけるものと確信敦し 
ます0 

フランス転戦はとりやめ 

を日本巧子、当巧の予定では西 
ドイッお戦後 フランスに立ち寄り 
親き試合を巧ぅ予定だったが同国 

ナショナルチ1ムポ「スペイント 
. ~ナメント」に急きよ出場するこ 
とになったため計画ボ中止された 
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) 第 9 回タシマイダン巧大会成績 . 
^ (6 月27日〜7月2日ューゴ） ) 

!ソビェト加谐ゴ)巧日本! 

ミハンカ。リー 11—8 ルーマニア、■ 


本 19(をゴ〇)18: 


ゴ 


ソビエト 23—18 ハンガリー 

マニ了ルー15(習ゴ )12 曰 本 

ソビエト15(々）15ユーゴ 
ソビエト 21—14 ルーつ^ニア 

ユーゴ . 22—21 ハンガリー 

曰 本 21( i 92 二お)2レ、ンガリー 

ユ .ーゴ 17—12 ル^—マニア 

〔順位〕①ソビュト3勝1分 

② ューゴ2勝1敗1分 

③ 曰 本1勝2巧:1分 

④ ハンガリー1勝2敗1分 
⑥ルーマニア1勝3敗 


フェンス、ルーマニアの強引な 
個人技などは特筆すべきであつ 
た。日本もこの遠征の大きな目 


々しかった前半戦に比べ500人 
の観衆と実に琳しい2日間となり 
ゲ]ムを迫力を欠いた。 

最終日、日本対ハンボリーもハ 
ンボリ I に於ける1勝1敗の決着 
をつけるよいチャンスと大いに張 
切ったが最彼の巧秒で同点とされ 
引分に强るまずい結果となりル I 
マニァの敗戦と合せ残念でをった 
が4点もリードされているのを追 
い越す力の備わったことは大いな 
る収獲といえる0 

大会を通じて国隙試合に巧寸る 
勝利の執念といぅぺき根性の強さ 
体力の発揮、 スピー ドを生かした 
変化に富んだプレ I 、防御技術は 
大いに参考になり学べたと思ぅ。 
特にソ連の気力体力 、 K ピー ドに 
觸ちた テクニック、 ュ I ゴの「1 
— 2—3」の防御 システムから 展 
開ずる反撃、ハンボリーのリズミ 
カルな スピー ドの ローリングホ 


標でをった防御力に力を増した。 
特にユーゴ戦でよく発揮できた。 
その防御を基礎として攻撃への 
素早い展關は実によかった。運 
手も 悪コンディションにもかか 
わらず死力をつくして戦ったと 
思ぅ。国際経験を深めいろんな 
園のプレーに擅したことは大い' 
な価値といえよぅ。なおこの大 
会の各国優を選手として表彰さ 
れたのは、 

ソ連(コヌハブ) 

ユ I ゴ(リドビッチ) 

日本采野) 

ハンボリ— (フェンコ—ル〕 
ル—マニア(モルドバン〕 

の5人だった。 


' 目月扔日より關始された本大 
会は日本、ソ連、ルーマニア、 
ハンガリ I と 地元ユ] ゴスラビ 
了の 5 ヶ国の参加で本年は前半 
戦3日間はユーゴの東化部にを 
る材木の巧ザビドビッチとい 
ぅ町の W 周年の記念事業として 
地元チ^~ムを入れ目チームで実 
施された^この巧はハンドボー 
ルの盛んな町でここのクラブか 
らナショナル運手 3 名が運ばれ 
ていた。巧の人口が 1 で 3 千人 
で連日 アスファルト n !卜を 5 
-^6 モ人の観衆がおり函み各国 
のプレーに声援を送った。 

洗日の選手団の出迎えと熱狂 
めな応援は驚ろくばかりだった 
巧日5千人の観衆の見守る中で 
巧々しく聞をまが巧なわれた。 
この大会に今まで欧州拭かから 
参加した国がなくアジてより 
日本の参加は非常に喜ばれ巧味 
をそえ大会を I 眉盛り上げた。 

日本もこの大ム K 参加はルーマニ 
ア、ハンボリーの強化合宿試合 
の成果を試すこと、そして来年 
の世界選手権と同じ予選グル I 
プでユ I ゴとの対戦の前峭戦と 
して大いなる意味を持ってい 
た。又ユーゴも同じことがいえ 
る。組合せは初日に日本が強豪 
ソ連と対戦しューゴは地元チ] 
ムと楽に対戦、2日目に日本巧 
ュ1ゴの組合せとなってぃた。 


，：，さ：ミ•さ〜•••ミ—：* ••••1 ••■••■ささ •1 ち•••ミ〜：, t . 


日本チ）ムの初日は約が日間の精 
神的、肉体的疲労でソ連チ！ムの 
強引なプレーに大敗を喫したのだ 
がユーゴ戦となると、この達化の 
I つの大きなポィントで'ありいい 
かえれば郎日間をこの I 試合にか 
けていたともいえる。結果は日本 
の腊利に終った。ユーゴにとって 
大きな間違をおこしたことにより 
大会をより大きく面白いものにし 
た0 

ューゴといえば昨シーズン欧が 
8千齡をバス移動により K 戦して 
^5勝、欧がのドップクラス.にラン 


1ゴを受けて立つ覚悟をしなけれ 
ならばない決意をした。—ゴのユ 
ハンドボール関係者もその夜来年 
の選手権に対する計画を全面変更 
する会議を開いていた。選手にし 
ても世界選手権で優勝すれば国か 
ら一人に対し1千ドルを支給され 
るのでこの敗戦にょってすべてが 
狂ってしまった様にがっかり.して 
いた。3日 目ユー ゴ対ソ連戦は大 
を前には優勝決定戦と予想されて 
いたがユーゴは対日本の敗戦で調 
子がおかしく結局引かけ、自動的 
にソ連の優勝が決定骑となり後半 


第 


90タシマイダン杯大会回顧 


村田 弘 

(全日本男子監督) 


クされていた。初日の日本の大敗 
を見てユ—ゴの選手も関係者もそ 
して目千の大観衆も日本に敗れる 
とは 夢、.掘儲 もつかなかったこと 
だろぅ。そこには日本に対する考 
えの甘さが あげられ るし勝負の厳 
しさ面白さ ボを 在しているので あ 
った。，日本チ I ムは全員死力をつ 
くし、あく ことなき 勝利への意欲 
から出た必然的な会ムのゲームで 
あった。 

試合の終ったあと全員涙を流し 
手を握り合って善戦をたたえた。 
然しその時から来年の選手権でュ 


戦の興味をなくしてしまった。 

日本も第3戦ル]マニァに対し 
前日ユーゴに勝って緊張が一気に 
嗔るみ疲黄がでての日前ル I マニ 
ァに於て同じチ^ — ムから2勝した 
自信もから回りし実力を発揮でき 
ないままに勝たねばならないゲ I 
ムをおとしてしまった。 

下位の順位決定を残してベオダ 
ラ I ドの タシマィ ダン競技撮へ搔 
半戦が持ちこまれた。 

立派な競技場であったがライト 
が非常に暗くそしてュ I ゴの優勝 
がだめになつたことも手伝って花 
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遠征を顧みで 


々- 


を曰本男モ監督村田 弘 
同 コ-チ 勝 繁夫 
同ぅーチ兼選手竹野奉昭 
司 会藤本強本誌編集長 



帰国時のコーチ团。ちからが田、勝、れ野氏 


座 N 談 U 会 


司会 今回の合宿はすべての面で 画期的 
なことであり、その成果もまことに大きな 
ものがあったと思うのですが、ルーマニア 
合宿からタスマジヤンが大会へと順を追っ 
てお話し願いたいと思います。ルーマニア 
での合宿は結局1ヶ月说上に直ったわけで 

蓋0 

け 野丸扣日間でしたネ。 

勝実に長い日時だったのですボ、こ 
うして今ふりかえってみると、なにか物足 
りない気がします。もつと志查やればよか 
った、こうやればよかったというように… 
村田ともかく初めてのというよりかっ 
てないスヶールの大きな計画でしたし、選 
手たちも「巧命感」というものを，非常に感 
じでいましたね。それが今回の遠征のいく 
つかの苦難を乗り切る大きな要素になって 
いたと思います。 

勝たしかにそうですわ。もちろん 来 


年の世界運手権とかオリンピックとかいっ 
たような目標を控えていることもあるので 
すが、これまでの遠征では感じることので 
きないような緊張した空気が始終支配して 
いました。 

司会ル—マニア合宿ではどういうごと 
.にいちばん重点をおかれたのですか。 

村田我々がいちばんム配したのは実は 
コンディションな のです。というのは過去 
に誰もが経験したことのない外国での強化 
合宿、しかもーヶ月拭上の日程を果して乗 
り切れるかどうかということです。しかも 
着いて驚いたのは暑さなんですよ。 

れ替 最初の日は？？度。いきなりですか 
らびつくりしました。 

村田しかも暑い日ばかりではなく急に 
寒くなる日があるわけです。 

腊これにはたまげました。この調子で 
先巧きどうなるのだろうという不安にまず 


襲われたわけですむ 

村田着いて二、三日休んだのですが I 
人平均3キロほど体重が減ってしまった。 

巧野休養しても、何か調子が出ない 
し、これで練習をつづけられるのかとム細 
かったですね。3日目に紅白試合をした時 
も守りに廻るとポヵ^ —ンと立っているだ 
け……〇 

村田ルーマニアの人たちもこんな天候 
は初めてだといっていました。そしてル] 
マニアに限らず、今回の遠征の全期間、こ 
うした異常気温がついてまわりました。そ 
れにもうひとつとまどったのは練習ボすべ 
て屋外で、しかもコ I 卜にょって大きさが 
違うのです。 

れ野 wmx 孤 m というのは少かったで 
すね。 

が田 ^ mx^ m' ^ mx^ mo ^ mx 
撕 m というのもありました。 

0 だんだんこれも馴れて来たのでず 
がこういう点は、むこうの人はなにか大ざ 
つぱです。 

巧田ところでさきほどの質問へのお答 
えなのですが、まず今回の合宿は、巧く前 
からしきりと云われもしたし、云っていた 
ディフてンスの強化、それにチーム造りと 
いうことに目標をおいていたのです。 

この2点についてはネデフ氏もょく理解 
してくれましたし、彼ボ実にうまく計画を 
運んでくれました。 

勝まつたくです。我々と充分に打ち 
合せをしたあと、我々はネデフさんのたで 
たプランにしたがったのですが、すべてに 
巧きとどいていたのです0 

最初のうちゲームの予定は I 切なく、ゲ 


J ム段階に進んだ時も飄いというかを頃な 
相手からか第に強いチームという風にレ 
ベルをあげ最後にナショナルチ I ムでしめ 
くくつてあるわけです。 

化野しかもテ I マというかその日の課 
程によって他のコーチを連れて来てくれる 
のですよ。 

合理的な練習計画 

巧巧ネデフ氏の子分というとおかしい 
のですがいわ呼るアシスタントですね 。 G 
K のパ I ナー氏とかトロフィン巧とか、い 
ずれも一流のトレ1ナーなんですよ。 

か野 トロフィン 氏は ドルトムントの 世 
界選手撞の時の トレーナー だそうです。 

村巧ネデフ氏の理論をもうひとつ実践 
的にするために、彼がそうした人たちを呼 
んゼわけなのですが、これはをりがたいこ 
とでした0 

勝選手たちもこの人たちを崇拝とい 
うか信頼しきっていましたね。 

巧田昨年秋、いちど日本に来ていると 
はいえ、やはり不安もをったわけですがそ 
うしたム配が巧ってすぐになくなったのは 
本当によかったと思うのです。しかもネデ 
フ氏が居ない時は、いま云ったような人た 
ちが来てくれましたし……。 

勝それに我々ボプランを出すとそれ 
を聞いてくれた上で、アレンジしてくれる 
というネデフ巧の態度もうれしかったです 
ね。これでずつかりをムし切って予期拟上 
の成果ををげ得たのだと思います。 

司会練習訂画には一つの流れがあスた 
のでしよう。 

村巧そうですわ。まず序盤はデフエン 
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スの強化、 をれ も 基本 顏習というもむをみ 
ムにしたものですね。中盤な降は試合を経 
験しながらその面を修正して行く というこ 
とにしていたのです。 

司会一日の藝日課はどうなっていた 
のですか。 

村田試合や移動(転戦〕がある時は別 
として基本撒としては八時半に朝を、九時 
半から正午まで午前の練習。一時頃昼食を 
とってそのをと四時まで昼寝、そして五時 
からだいたいセ時半頃まで午後の練習とい 
うような ものでした。 

滕むこうは午前四時にはもう陽ボ上 
るし 夜も九時頃まで明かるい。 

れ致昼寝が相当か養になりましたね。 
それにみんなよく寝てた……。 

巧田こうした内容の毎日を一週のうち 
六日間。日喔は休みで、この日はたいてい 
試合を見に巧ってました。 

化野日曜の体みというのは我々の合宿 
に限らずすべてがそうで、試合も午前中 
に格はり午後はなにもかも化みでしたネ。 

勝そうした生活の慣習が徹底してい 
るわけですよ、だからどんなビッグゲーム 
も午前中にやってしまう。 

村田普通の日の試合はだいたい夕方五 
時頃から八時頃までに行うようでず。 

司会宿舎やを事などで苦労はありませ 
んでしたか。 

聴 合宿ということ も彭 り、体育セン 
ターのような所にあまるのかと思っでいた 
らビク トリ ア ホテルというブカレストの繁 
華 街にをる立派なホテルを準備してくれた 
のにはちよつと驚きました。 

村田このホテルを基砸にして転戦もす 


るわけですが、ずいぶん助かりました。 

か野遠征して帰ってくると何か安ど感 
も漂いて、我が家みたいな気にもなるほど 
でよかったですよ。 

村田を事も、ネデフ氏の手配で米をが 
巧意されていました。これはブカレストだ 
けでなく、遠征先.にも指令されていたよう 
で、そういうこまかいムずかいが実に巧き 
とどいていました。 

化野野薬サラダが欲しいといえばすぐ 
調達してくれたし……〇 

村田こう いう ことは 精神的に大きなプ 
ラスになっていたわけで、選手たちも大変 
喜んでいました。米食は2 日と をけず出た 
のではないかナ。 

■れ野もちろん日本でのようなものでは 
ありま せんが、ョ ーロッ パであれだけ米を 
をべられるなんて思ってもみませんでし 
た。ネデフさんが去年来た時、見て知って 
るわけですよ、日本人の食生活を……。 

司会ルーマニア協会の巧意というもの 
は大変だったわけですわ。 

れ野 日本チー ムの合宿でル ー マニア協 
'会の来年度予算を半々をいこんでしまった 
と. いうような話をしていました。 

勝日本遠征の計画があるが、これで 
少し延びるなんて云ってもいましたし…… 

村田物資面、精神面での好意はまった 
く頭が下ポる思いでした。それに我々を立 
でてくれたことも感謝しています。 

ネデフ氏ももちろん、ルーマニア極会の 
理事長も、新しい計画を持ってくるとぶず 

「どうだ？」と我々の意見を聞き、承諸を 
ホめたうえで実行への手を巧つわけです。 

勝試合も彼らがカードを組んでくれ 


るのですが、いやならいやといつてくれと 
まず聞いてからでしたネ。 

村田それにネデフ氏は試合の時は袍対 
日本のベンチに入つて来ない。終つてから 
忠告して くれたり、 明日の試合は こうだと 
いつた アドバィス をして くれる だけです。 

司会 ヨ^ ~ ロッパ•ナショナル チ I ムの 
システムの I 端がうかがわれますわ。.コ I 
チンダ スタッフの自主性というものをそれ 
だけ大切にしているわけですよ。 

れ野そうですね。逆にそれはコーチン 
ダスタッフの 貴任感 という ものにつながつ 
てくるわけ ですからわ。 

基礎練習のくりかえし 

司会皆さんのたよりには「厳しい練 
習」ということがしきりに書かれていまし 
たボ、そんなにきつかつたのですか。 

勝私の感じでは練習の内容は日本で 
今やつていることとさし変わりはないと思 
いますし、その考え方も差はないと思うの 
です。要するに『基避が大切だ』というこ 
となわけで、それを徹底的に反復する点が 
現在の日本と異るといえるのです。 

れ野 U 人制時代は日本もそうでしたよ 
勝今、日本のコーチは何か新しい錬 
習を見つけることが、時けの先端を巧くと 
いうよう な傾向に をり ます わ。 遠征から帰 
つて来ていちばん よく 聞かれるのは『ヨ！ 
ロッパでは何か変つた練習をしていまし 
たか』 という ことなのですよ。 

村田我々.からみれば平凡な錬習なので 
すが、ただちがうのは、それがよいとなれ 
ば徹底的にやることです。 

勝例えばフットワークの練習も両手 


を広げて腰を落とし 前後左右に進む という 
日本と同じ形のものなのですが、そればつ 
かり1時間でも2時間でもつづけるのです 
れ野サィドシュートだけで半日つぶし 
たことがありましたわ。 > 
村田そうだったね。あれには我々もお 
どろいた。その単調さにうちかつこともそ 
の狙いにはあるわけだけれど……。 

それと脊中の後を通すパスをずい分長く 
練習したこともあった。 

か野その時ネデフ氏はこう云うのです 
よ。『こんなパスが試合で使えるのは1年 
のうち1回か2回あればいいだろう。しか 
しそのチヤンスに完ぺきに使えるために練 
留するのだ』と。相撰の琴ヶ浜が得意の巧 
掛けを出ず時はぶずそれを決めていたとい 
うあの気持に通じるわけです。倒れこみシ 
ュ ー トを 1 時閱半や 2 時間つづけたところ 
で今更急に上手くなるわけではないでしよ 
うし、事実、筋肉の動きまで知って錬習し 
な！>ればならないとも云っていました が、 
ともかく、そのヮ ン • プ レ J が成巧するか 
否かは平生の練習にをるという考えかたボ 
貫かれているわけです。 

勝日本の練習は表面的な形1バラエ 
ティと いうことにとらわれすぎ.て、 トレー 
ナ！の満足が優先されているけれど、ョ I 
ロッパの場合は選手が滿足ずるということ 
が第】に考えられている。 

村巧いわゆる"やりかた"みたいなも 
のは日本の方ボ難しいくらいです。 

ともかくルーマニァの場合は単純でいや 
になるようなものばかりだ。選手たちもそ 
の単調さに参りかけるが、ある時間が過ぎ 
るとその気持ちを乗りこえられる。そこで 
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_スナゴナトレー ニン グセンターにがける_ 
ルーマニア 国内 コーチ 講習会日程(抜す い)— 

▽第 1 日-關会式（開会の辞講習会の目的説 
明 カリキュラムの 説明） 
▽第2日 •講議"ス ポーッの方向" 

8.30 •パ"ハンドボールの方向，， 

I ‘" "試合分が及練習計画" 

19.30 •討論 

•発表"ハンドボールのサーキット 
トレ' —ニング" 

■ " "ゾ、ンドボ * — ノレのインタ ■ — ノ、 
ノレトレーニング" 

▽第3日 • 講議"トレーニングにおけるスタ 
8. 30 ミナの問題" 

? • 発表"青少年へのハンドボーノレ 

19.30 - 討論 指導" 

• 発表 " GK の練習" 

• // "トレーニング用具について" 

▽第4曰.講議"テクニックと策戦(び> 

8.30 •" "実戦に則したテクニック，， 

\ . 凳表"日本チー ムの 練留（実技），’ 

19.30 .講議"度:擊" 

、け "テクニックと策戦(2)’’ 

▽第 5 日.講議 "トレー ニン グ 計画，， 

8.30 •発表"近代的年間練習許画" 

\ •" "防禦" 

19.30 •" "学生 チームのトレーニング，， 

▽第6日.ー マニア A リ ■ ー グの分■が" 
8.30 •講議"ルーマニアナショナルチー 
? ムの準備計画¬ 
の .00 (1) 男子倒女子 

. 討論 

-研究"競技会への二週間トレーニ 
ンダ法’， 

( 1 ) 初日に)最高潮诚最終日 

▽第7日.討論 

9. 00〜11.00 .閉会 


ち度があったからか』と質問されました。 

腺精神的な訓練だという説明に非常 
に関ムを持ったようでした。 

が田共鳴した人が多いようだったです 
わ。あるコ1チは『そういう訓韻がふ要だ 
という ことは 感じているが、まだそこまで 
巧っていない。日本の選手はよくついて 
いく』 と感ムしているのです。 

勝 ヨーロッパではこういう練習は少 
いしずつてもダメだということでした。い 
わゆる「しごき」に対しての評価というか 
関、むはあったようです。 

巧野むこうの連中はナショナルチーム 
は ともかく、 普通のチ I ムは 楽しむ ことが 
第一.ですからね。女モのボールを持って平 
気で試合するし……。 

巧田ボ I ルといえば、日本の持ってい 
るボ I ルがどれも同じサィズで揃っている 
のに驚いていました。- 

勝選手がトレ I ナーのいうことを聞 


くのは日本がいちばんではないかな。日本 
選手は勤勉なわけですよ。 

.巧野ョ I ロッパの場合は、個性の強い 
選手を存分に動かすトレ I ナ^がいるとい 
うこと にもなります。 

村田トレーナーとしてはそこまで行く 
べきだ。 

勝 邁手を握るということは、服じ呼 
うさせるということではないのだからね。 

村田それにしてもスナゴナの施設はみ 
ごとだったね。 

勝しかもゆつたりとした設計だ。 

村田こういう施設が国内に一二つなど在 
るそうだけれど、受講者たちも実に熱ムだ 

が野ブカレストから TOK ほどはなれた 
所で、「学ぶ」ほかはなにもない。 

村田を事なども豪勢だったし、.彼らは 
それを実によく食べる。ニヮトリ半羽のほ 
かに牛肉や豚肉をとる。普通の倍のカロリ 
I です0 


初めて身につくのですね。 

せ野今日の穗習は1時間で終るという 
と選手ははり切る。ところがこれがきつい 
村田フットヮ I クの時だろう。 

か野そう。 

村田これは 2 分間フットヮ I クを した 
をと郎 m ダッシュして、そこで今度はジヤ 
ンプ如回、腕立て W 回それからまた如 m ダ 
ッシュするというのが ーコー スで、如秒化 
んでまた この n I スを繰り返ずわけですよ 
1 コー スどんなにかかっても 4 分ほどゼ 
から1時間ぶつつづけにやられたら、たい 
がいの者は参ってしまう。 

滕 そうしたハ^—ドトレ J ニングをつ 

づけられたのも、繰習外の時間の巧境がよ 
かったからだろうね。 

.れ野宿舎、食事などで不満がなかった 
ことはたしかに助かったですよ。 

村旧しかも、責任感、競争ムというも 
のが選手たちにあったから、皆、まによく 
それに耐えたと思うのです。’ 

司会だれずにそうした練習をくり返せ 
るというのは選手の、心の持ちようにかかっ 
てくるわけですからね。 

け田ルーマニアの指尊者たちはそうし 
た日本選手の姿というものを非常に買って 
くれていましたね。 

か野ル I マニア選手ならこんなふうに 
はいかないよ、といつていた人もあるくら 
いなのですから。 

関必集めた日本の精神訓鍊 

司会スナゴナのトレーナ—認留会に出 
たというのは 

が田これはルーマーーア協をボ各クラ，マ 


の優をトレーナ I を全額負担で招いて行う 
ものですが、たいしたものでした。 

かお今回はいわゆる中級から上級への 
間ぐらいのレベルを対象に基本技ボテーマ 
だつたわけで咖をほど集つて1週間かん詰 
にされて受講していました。旧かお年にホ 

日したルーマ'ニア•ナショナル ( U 人制) 
のエ^~ス•ブルボル氏がどこかのクラブの 
トレ -~ナ I として参加していましたよ。 

巧田がいしてをい人ボ多かつたですね 

勝 M 〜 W 才ぐらいかな、女をも 4 〜 
5 人いたようだつた。 

が田感ムしたのは指導体系というもの 
が I 本通つていることですわ。そのため、 
指導者として誰ボ立つても、どんな選手で 
もいつでも握ることボできるというのはう 
らやましいことです。 

朦午前中諧議、午後は実技でしたが 
講議ではあらかじめどのトレ—ナ—にはこ 
のテーマで発表せよというようになつてい 
てその研究発表ボ主でした。 

村田 トロフィ ン氏ボナショナル チ^ — ム 
をモデルにこのようにして指導していくの 
; たという解説を段階を追つてを表していた 
のも、指導理念の一貫化ボあるからこそで 
きるわけですね。このほか器具についてと 
か GK についてとかが論じあわれていた。 

化野日本の練習法を一時間にわたつて 
招かしましたよ。 

勝この謡習をのプログラム(別揭〕 

の I つにそ.れボ入つていたわけです。 

村田パスから姑まる一流しを示したの 
ですが、いわげるシュ I トノックやボール 
拾いをしたら、おつてから『あのような練 
習をしたのは、選手たちに今日はなにか落 
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か野 ヵヌ] のナショナル選手が合宿し 
ていたが TOK ぐらいのバーベルをひよいと 
をげるし、ホの子なんか片手でささえてし 
まう。あのパヮーはやつばりそうした食欲 
にあるのでしよう。 

腊研究発表で興味深かったのはハン 

ドボ^~ルの ためのサ^ キットトレ1 ニング 

瞬発力の養成、シュートカの養成、ボール 
テクニックの S 本が柱で W 種類ほどの練習 
が組み合わさっているのです。 

村田目新しいことではなく、腕立て伏 
せやそこらにをる器がなんかを巧く活用し 
ているのだね。 

巧野 メデシングボールの使用や木こり 
の持つハンマー打ち、それに椅子をせん回 
させる運動、それらをやって トラックを 2 
• 3周走らす0 

巧 S 椅子のせん回などみんなフゥフゥ 
云っていた。 

ル《マニアの指導体系 

司会さきほど指導法に一貫したものが 
あると いう話が出ましたボ、そうした こと 
は協会の技術部あたりが作るわけですか。 

村田いわゆる技術委員会でずね。しか 
しまとめるまでは相当激しい議論が戦わさ 
れるらしい。例えば GK の要素は何かとい 
うことについて「体格が％、な射神搔如％ 
敏しよう性 W %」 という意見と、「いやな 
お神経那％、敏しよう性？？％だ」といった 
こまかい部分の反論までをるという。 

勝 何回もそうやって修正して、最後 
に統 I 意見をつくり、それを実施するわけ 
です。 

村田今の GK の語は明けがたまでかか 


ったということでしたよ0 

司会そのスタッフのチ^フが例のクン 
スト 氏なわけですか。 

村巧そうですわ。彼が中ムです。 

司会クンスト氏と話す機会はありまし 
たか。 

村田日本でいえば文部省のスボーッ局 
長的立ち場にあり、ハンドボールだけみて 
いるわけでないのでなかなか忙しいようで 
したが、スナゴナで会った時『今、世界の 
ハンドボ]ル界で四つのことを考えている 
I つは技術香の図解を世界共通にしたらど 
うかということ』 . 。 

司会例ぇば攻撃者の表示は0、守備者 
は•といったようにですね。 

が田そうです。それと『世界スヶジュ 
—ルの調整。第7回世界男子7人制選手権 
の反省。ハンドボ》ルは将来どのように進 
むべきかということだ』といっていまし 
た。 

司会世界スヶジュールの調整というの 
は新しい見解ですね。 

竹野彼は IHF の技術委員だし、その 
立ち場での発言でしよう。 

村田シ I ズン制が確立されているョ] 
ロッパに日本も習うぶ要がをるのではない 
ですかね。 

れ野それに用語がまちまちな点も 
.していました0 ■ 

村田国によって解釈というかニユ了ン 
スがちがつてくるわけですよ。 

司会大変興味深いお話がつづいている 
のですが、‘時間(紙数〕の関係もあります 
のでそろそろルーマニア合宿のまとめをお 
話願いたいのですが。 


村田ともかく的日間の合宿を通してル 
1マニァの錬習方法も日本のそれも大きな 
違いはないということですね。 

勝精巧的な強さを求める練習もあれ 
ばかなり乱暴な錬習もする。. 

れ野特にボールに口 I プをつけ体へめが 
けて振りまわすディフてンスの繰習などは 
荒つばぃ。 

村田大きな体で力いつぱい当てるので 
ヶポをし ないかとひやひやしながら見てい 
たけれど、だからといつてそれをいきなり 
マネしてもダメ です.ね。やはり段階を踏ん 

でからでないと . 0ナショナルプレイヤ 

1だからあれが受け切れるわけですょ。 

勝たが、 ここで 覚えた こと 身につけ 
たことは、'やはり 宜分のチームに戻つても 
是非行つて欲しいですわ。そうした錶習. 
方法ではなく、その"、心*ですね。それ 
と痛切に感じるのは日本運手の基礎体力の 
間題ですね。結局、ボ I ルにヒモをつけて 
ぐるぐ る廻しながら体にぶつけるという練 
習も力と力、大きいのと大きいのがぶつか 
りあうヨー□ッパ球界ではぶ要になつてく 
るわけで、日本の国巧試合にはそんなモノ 
は要らない。ル手先だけで充分なわけで 
す。 

巧野コーチの立ち場として教えられる 
こと も かなくなかつたわけですが、ネ デフ 
氏が他のコ]チを連れてくると、両者が決 
して他人の領域を侵す指導をしないという 
ことは释に印象深かつたですわ。 

例えばトロフィン氏が来るとネデフ巧は 
絶対に彼の指導み野に入つていかない。一 

方ナシ.ヨナルチ^ —ムのフホ1メ^~シヨンの 
組み立てをやって いるほどのトロフィン 氏 


もネデフ氏をたてるところはちやんとたて 
ている。パーナー氏が来れば G 区について 
は彼に】任するといったことが実にはつき 
りしている0 

村田トレーナーの分担というのが確立 
されているのですよ。 

勝 パーナー氏の指導は GK 陣(注' • 
福本、本田、下を)に剌激となったようだ。 

れ野それに彼らは実に試合をよく見に 
廻っていますね。 

村巧小さな試合まで見学している。そ 
れも本部席に陣どるというのではなく、を 
つちこつちでね。 

勝第一、本部席なんていうものはを 
りやしない0 

れ野プレィヤーをよく見ているから口 
が出せるし、説得力のある指導体系もつく 
れるのでしよう。 

巧田ともかくもーヶ月な上、ハンドボ 
—ル、ハンドボ I ルに打ちこめ一つのこと 
に熟中できたのはよかったし、その間に練 
習、試合、移動といった経験を味えたのも 
収獲でした。バラ H ティな日程が組めたの 
も外国での合宿では大きなプラスになるわ 
けです。 

勝 フホ I メ I ションをいくつ觉えた 
というより基礎の大切なことを再確認した 
こと。これは常に云われているのでずが実 
除に、それも外国の合宿で体で味ったこと 
は大きいと思うのです。 

ナショナルチ—ムに2勝 

司会さて、そうした成まボー挙に咲い 
たのボル]マニアナショナルからの2勝と 
いうことになりまずね。 
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村田そういっていいと思うのです。こ 
のナショナルは A と丘にかかれているうち 
の B の方だったのですが二軍というわけで 
はなし若手の多い編成なのです。 

化野ともかく勝てたということは嬉し 
かったし、自信がつきました。やれるんだ 
という気持ちを持ったことは今後にも作用 
ずるでしよう。 

勝閱儒者が口を揃えて『最初とはみ 
ちがえるようだ』というのです。 

巧田最初の頃はともかく体調不充分だ 
し全員出場をたてまえにしたので、コンビ 
もなにもありませんでしたからね。 

化野第1戦で負けてルーマニアはかの 
試合に A から選手を補強したのですよ 。 S 
人ほど……0 

村田ネデフ氏に第2戦の前、日本運手 
に何をいつたらよいかと聞いたら『まあ今 
日は昨日のようにはいかないけれど、とも 
かく頑張れ、ディフュンスが昨日はよくや 
った』と云えというのですよ(笑)。彼もま 
さか2敗するとは考えていなかった。 

か野彼らが、この2連戦を大きく考え 
ていた現れとして一流のレフユリーを割り 
あてていたことでも判りますわ。それが連 
おしたのだから大変だ。 

勝 第2戦はネデフ氏がルーマニアの 
ベンチに入り、途中でへマをした凄手を上 
着でたたいておこつていた。 

村田くだらぬ反則で退場をくった選手 
におこったわけですよ。 

勝 ここでの2勝はその後のお戦へよ 
い影響をしましたし、今回の遠征の I つの 
エポックといつていいと思います0 

村田もちろん、これでおごることは許 


されませんし、むしろ今後は仇になるかも 
しれないのですが、最後のレセプションで 
クンスト氏が実にいいことをいつでくれた 
のです。それは『日本チームにルーマニア 
人は一人もいない』というのですね。つま 
りル]マニアで合宿したといってルーマニ 
T の練習ばかり採っては•タメだ。日本人に 
は日本のトレーニングがいちばんいいのだ 
し、その中へルーマニアの長所を採りいれ 
るべきなのだというわけです。 

か野ルーマニアのバレ]ボールチ I ム 
が日本のバレーボールチームの顏習法をそ 
つくリマ本して失敗したことが過去にあっ 
たそうで、それを例にとつてタンスト氏は 
こういう話をしてくれたのです。' 

.巧田まあ、何をとつても世界ハンドボ 
— ル巧の I 流国というにふさわしい背景を 
感じたのですか、選手に克己、むを植えつけ 
たばかりでなく、トレーナーの立ち場とし 
ても実に多くの得るところがありました。 

タシマイダン杯の模様 

司会それでは次にタスマジヤン杯に話 
題を移したいのですボ、この名称について 
いろいろおたよりを受けましたねュ。 

村巧タスマジヤンが誤りというわけで 
はないのですが、現地ではこれはタシマィ 
ダンと呼んでいまず。地名なんですよ。 

勝 タシマィダン競技場とかタシマィ 
ダンホテルとか0 

司会では本誌でも今日からタシマィダ 
ンに統一することにしましよう。早速そめ 
お話をうかがいたいのですが、たしかこの 
大会は今年9回目でしたわ。 

.が田.ユ1ゴといクのはヨ— ロツパのハ 


ンドボール界でも非常に古い位置を占めて 
いますし、盛んなわけですが、いつそうそ 
うしたムードを盛りあげるためにこの大会 
を開いているようです。 

司会日本が招待された理由はどこにを 
ったのですか。 

勝判らずじまいで、教えていただき 
たいくらいです。(突〕 

村田女子の大会でザグレブヵップとい 
うのがあり、こつちにも日本は招かれてい 
たのですね。 

化野はじめ日本は男子でなく、ザグレ 
ブの方へ出るというように伝えられていた 
らしい0 

司会大会の模様はどんなでした 

巧田総経費は五百万円とかで、今年は 
タシマイダンのほかザビドビッチという所 
で前半が朽われました。これはザビドビッ 
チが市制 W 周年を祝う行事の I つとして招 
いたもので大変な歓迎ぶりでしたよ。 

化廚この市からナショナルプレイヤ I 
ボニ〜 S 人出ておりユーゴでもハンドボー 
ルボ最も盛んなところだそうです。 

勝 ホテルを選手がとして貸し切り、 
小さなオリンピックという感じで、参加国 
が一禮にザビドビッチ入りしたため駅は歓 
迎の人で埋まり、その志と市中パレードと 
華やかなものでした。 

村田タシマイダンの方は冬はコートに 
氷をはつてアイスホッケ I をするとかでし 
た。開会式はザビドビッチで行われたので 
すがいわゆる日本式なものでしたわ。 

れ野摸珍もをつたし……。 

司会第1戦のソビュト戦についてうか 
がいましよう。 


化野完敗でした。4年前の世巧選手権 
で顔を合はせているのですが、その時のメ 
ンバーボまだ二〜 S 人いました。あの時は 
だったかな。ソビエトのプレー、特 
にを擊は止められるように思うのですが、 
それがやられてしまうのですね。 

巧田ルーマニアからハンガリーを経て 
ソビエトと対戦したのですが、まつたく夕 
ィプボちポうわけで、日本の還手はとまど 
っていましたし、ともかくも、来年の世界 
選手権の本命グループに入っているだけの 
ことはありますね。 

か野 G 反も抜群でした。ノーマークを 
巧本もとられ、なんとなく点差を蘭かれた 
感じです。はじめのうちは勝てるのではな 
いかという気さえしたのですが、次第にデ 
ィフ H ンスがゆさぶられ、守りの焦点とい 
うものをつかめなくなったのが敗因でしよ 
ミ 

が田力をゆるめるということがないで 
すね、ソビ H 卜は。これでもか、これでも 
かといったように攻めてくる。 

か野ディフてンスの右から攻めて来た 
なと思うと今度は左から、そして今度は中 
央と多彩だし、我々ボ経験したことのない 
コンビネーシヨンにも参りました。 

勝 それまでのナショナルチームとの 
対戦はルーマニアの2試合にしても、ハン 
ボリ I の2戦にしてもいわ啄る親善試合で 
それが透手権になるとこうまでと思うほど 
試合ぶりが変わりますね。観衆も沢山入っ 
ていたし、燃えかたがちがうのです。ソビ 
エト化を防は吏に理詰めでしたね。 

巧田先手々々をとられたのが第1戦だ 
けに磐いたと思う。あれが第3戦あたりな 
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ら、あるいはとい弓気もしまず。 

巧野でも、第1戦の大敗が、逆にュー 
ゴを倒す金星につながつたとも云えますよ 
司会ではユーゴ戦のお話に移りましよ 
う。この試合は日本のファン、関係者は今 
回の遠征でいちばん注目していたところだ 
と思うのです。 

ユーゴ I に勝つた意義 

村田世界選手権を前に、その当面の目 
標と对戦するというのは願つてもないこと 
でしたが、ともかくョーロッパにおけるユ 
i ゴの評判は高い。 

か野どこででも来年の世界運手権の優 

勝はチてコかユーゴ、それかルーマニアだ 
というのです〇日本はチてコ、ユーゴと同 
じ組だというと「わあつ」といわれる。 

勝この組(注 B 組〕から優勝国が’ 
出るというのがもつぱらの評判なわけです 
れ野つまりチ H コかユーゴというので 

ずよ。 

司会ユ1ゴへの評価が高いというのは 
なにか理由が患るのですか。 

村田来年をめざして2年前から長期的 
な強化プランボたてられ、その中に「ナシ 
ョ ナルチ ームの 八千キ □バス 旅行に よる W 
連戦」 というの が をつて、 ま年の冬から今 
年の春にかけて実斤されたわけです。そし 
'てその W 試合に全部勝つたんです。 

勝 チェコも西ドィツもル1マニアも 
やられている。 

村田そこに日本ボ勝つたのだから大変 
な騒ぎになつた。 

れ野長期プランをねりなおさなくては 
ならないと曰本戦のをとユ^ -' ゴのコ^—チは 


いつていました0 

勝もし、これが来年のパリでの出来 
ごとだつたら、ホレはハラキリだと監督は 
‘まがおでいうのです。 

村田デフ卫ンスのシフトがいわゆる「 
ユーゴ 111角 形」—3 • 2 ■ 1という形なの 
ですわ。これが今シーズン、ョーロッパ球 
界にセンセーションを巻きおこした。それ 
を突破して日本が勝ったわけで、スタンド 
は騒然とするし各国の役員は後半の終り頃 
から日本のベンチの後に立って声援してく 
れるのです。ハンガリ I の役員などは時計 
をさして、をとこれだけだなんていう。 

司会 3.2-1 というのは目 .1 の変 
形ですか。 

れ野そうですね。5 • 1の5がくずれ 
ているような形。 

村旧ですからボンヤリ見ていたのでは 
判らない。 

勝 日本でも5 • 1を採ると、たまた 
まそういう形になる暗がありますね。 

村田それがシフトとして完成している 
のは、3 * 2 • 1の3の真ん中が実によく 
動くということです。 

け野1の位置は日 • 1の1(トップ) 
と 同じで、その後に2 .3 と 並ぶのです。 

巧田3 Q 真中の動きの速さは ちよっ と 
口では云い表わせないくらいです。前後左 
右実に敏しようだ。このシフトのいいとこ 
ろは速攻への転換がまことに早いというこ 
とでしようね。 

勝 攻撃的ディフユンスといえるでし 
よう。 つまり、いったん巧りから攻め.にス 
ィツ チしたら、実につなぎがいい。 

司会かつてのスューデンの3 *3 と現 


巧の シフトの 中間的なものですね。 

村田そういつてよいと思います。 

司会3の真ん中は楷定の選手ですか。 

れ野誰でもできるようになっているよ 
うでした。 

司会日本の勝因は気力に負うところが 
多いのですか。 

村田それももちろんあります。一般の 
予想では九分 I かか、よくて八み二分。し 
かも前日に大敗.(ソビエト戦〕していまし 
たからね。ところが、 フタを をけてみると 
日本の先制攻撃がうまく実った。 

か野5点までリードしたものね。 

村田それとやはりデイフュンスがよか 
ったですよ。固く守ってなめに移ると二 
段、一一一段速攻がみごとにがまった。これポ 
大きかったと思います。つなぎがうまくな 
ければ、今やか国チームに速攻はききませ 
ん。ヮンパスが通用するのは国内戦だけで 
すね。 

竹寶井上と致田がよく走りましたし… 
勝 それと7 MT を下里がよく止めた 
7 MT の時だけ福本に替えて下里を出した 
が田監督のカンの郑えも勝因ですよ 

司会 7 MT の時シューターや GK を替 
えたりする方法は各国盛んですか。 

村田多いですわ。しかもなかなかその 
選手が出てこな-い。そんなことから「ロス 
•タイム」 の問題ボ出ているようです。そ 
れにしても下里はよく捕った。 I 躍スター 
になってしまい、新聞にデ カ デ カと 「下里 
ューゴの青い離隊(ューゴの二.ックネーム〕 
を沈める」という見出しが出て、プレスの 
インタビュ ーは大変だった。 

化野「お前はつわに 7 MT の時だけ化 


てくるのか」とか「日本で何番目のキーパ 
—か」などと聞かれてくさってたよ。 

勝 福本、本田、下里の GK 陣は三者 
S 様の味がをってよかった。 

村田最後になったら下里が出てくると 
ユーゴはみんな尻込みしちやって7 MT の 
おち手がいなくなった。(笑) 

勝 しかし、勝った ことによ つて新し 
い課題が生まれましたわ。本番で"追われ 
る 身"というのは大変なことで、しかも今 
度は日本の絡てをさらけ出していますし。 

巧野「パリで勝負をつけよう」と挑戦 
されました。 

村巧選手が目信を持ったことは大収獲 
なのですが、本番でのユーゴ戦がやりにく 
いものになったというのはたしかです。 

れ野ルーマニアでも、 T ゴよりチェ 

コを倒すことを考えろといわれました。 

滕でも選手には、これほど大きなも 
のはなかった。試合が終ったら皆、涙を流 
していました。あんな情景は初めてだ。 

司会それはすばらしいことでずね〇日 
本選手がそこまで死に物ぐるいでやって、 
しかも勝利を得たというのは今回の遠征の 
最大のものでしよう。— 

村巧ユーゴ戦が終はって、だから虚脱 
感におそわれ、ポーッとなってしまった。 
それがル}マニア戦の敗戦、ハンガリー戦 
の則きかけになってしまったのです。 

本番(馴手鞍は全勝の意気 

胳ユーゴ戦で、遠征の主なるものが 
おはったという気持ちはたしかにあった。 
ルーマ，ニア戦など、やっぱり前日の興奮ボ 
を員に巧っていましたよ。 
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化啄これはしかし反省すぺきですね。 
本番ではチ卫コ、ユ^—ゴそしてカナダと続 
くでしよう。ユ^ —ゴ、チュコのどちらかを 
食つてもカナダにおをすくわれかわない0 

村田日本、ユーゴ、チ义コボーニつ己に 
なるとカナダ戦の得、失点が力半となるヶ 
. I スは充分に考えられます。 

勝たしかにそうだわ。 

巧野本番では3戦全勝を目標にぶつか 
らねば絕対ダメでしよう。 

勝 ユ^—ゴ、チュコにしても今回の日 
本の戦いぶりで考えかたを変えるようです 
よ。つまり、彼らは決勝トーナメントをど 
う戦うか、そこへどのように n ンディショ 
ンをもつていくかばかり考えて、 日本と力 
ナダまたはアメリカにあまり気をつかつて 
いなかつたわけなのですよ。 

司会偵察活動はやはり盛んでしたか。 

巧田スペインで IHF の審斟講習会が 
あつたためあまり他の国の人たちは来てい 
なかつたようです。 

勝 ユーゴも別にフィルムやビデナを 
とつているようなこともなかつた0 

れ野まさか負けるとは思わなかつたの 
でしょう0 

村田彼らが必死だつたのは試合後で、 
なんとかもう一試合ザビトビッチでやつて 
くれと2時間も粘られた。ルーマニアの連 
中なんか「よせ、よせ」といつていたけど 
ユーゴとしては、ともかくもう I 試合して 
五分にしておきたかつたのだろうな0 

司会ルーマニア戦はいかがでした。 

村田ルーマニアとしては2連敗のあと 
だしメンバーをかなり補強し、もし、また 
ここで日本に負けたら本国へ帰れないとい 


ってました。日本としては3連臟の自信は 
大いにをったのですが、ユーゴ戦の興奮が 
をまりにも大きかったことと近藤が試合違 
中でヶガをしてからチ I ムの調子が狂って 
しまい、惜しい負けかたでした。 

司会ハンボリー戦は 

勝これも勝てた(笑) 

村田5点はなされたのを追いついて、 
をとは I 進一退。追いこめる力を備えたこ 
とは賞していいし、この反撃は迫力もをっ 
た。それだけ力(パヮ ー) がついて来たの 
です。勝って終るべきだったのに惜しいこ 
とをしました。 

勝 今回の遠征によって、これまでの 
「善戦意識」から「勝ちムード、勝ち策 
戦」へと沖びたことはたしかですよ 

れ野ハンガリ I のチームプレーといぅ 
のは実にリズミヵルですね。全員がすばら 
しいテクニシャンだ。 

巧田ル1マニアはどちらかといえばダ 
ィナ ミックな力の.チ J ム、ハンガリーは攻 
めがきれいで巧い。ディフェンスしていて 
も、ぶっかった時にはもぅボールボ放れて 
いる。動きもせん細で速い。 

勝日本はカボないだけに、このハン 
ボリ—のプレーを学びたいですよ 

村田ハンガリ—とはつねにとったりと 
られたりするんです。ですから先手をとる 
ことボ必要になって来ます。 

化野大会の前にハンボリーで3試合を 
したのですが負ける気はしませんでした。 

村田雨中戦やコートお件などに左右さ 
れた面 もぁりまし たね。 

勝 ルーマニアの後にハンボリ I へ入 
つたわけですが、ルーマニアのチームはポ 


ィントゲッター中、むで的がしぼりやすいの 
ですが、ハン ガリー はそうはいかない。 

村田ル I マニア、ハンボリー、西ドィ 
ッといったように、各国の特色というか、 
世界にはいくつかの流れがありますね。そ 
うした異った相手に短時間にぶっかれると 
ころに国際競技会出場の意義があるわけで 
ず0 

化野できれば一年に1度はこうした経 
験を積みたいものですね。 

村田世界選手権だけ出ていてはとても 
ダメ です。 

滕 日本でこういう大会を開けないも 
のかなあ。 

巧野ョ I ロッパの連中も日本はもっと 
こっちに出かけてくるべきだといっていま 
したし、そうすれば絶がに世界の最上位に 
のぼるチ ー ムだともちってくれました。 

村田我々トレーナ I というかコーチン 
グスタッフも今回のようなことでずいか勉 
強になりますわ。 

勝ベンチヮーク。国際舞台では馴れ 
がないとダメですし 

巧田，選手もまた我々にとってもネズミ 
算的に収獲が増えていったといえます。 

れ野戦力的にも、精進巧にも互角のム 
境までに近づけましたものね。 

滕 さっきも一五ったように善戦しょう 
といっていたことから勝とうというところ 
になった。一つの力べを突き破った気持ち 
は持てましたわ。でもまだ問題はあります 
ね。 

が田ュ I ゴ戦に勝って虚雌状態になつ 
たというのも、結局は、初めから優勝とい 
う点に目濃をおけない弱さがあるわけです 


よな 

麽勝を目指していたならユーゴからの勝 
利も「1臟」にすぎないし . 

司会急にそこまで一打けるというもので 
はありませんしわ。ところで各国のハンド 
ボールの位置というのはどうですか0 

巧野迴った国々はすべてハンドボール 
の I 流国ですからね。 

村田サッヵ—はどこへいっても別宅 
そのをと上位 S 指にハンドボールは入って 
ます。 ハンガリ—など も組滞は確立されて 
いるし、2才〜じ才までの少年ナショナル 
チームが麦るのですよ。 

れ野さらにそこから上手なのをしぼっ 
てスポ！ツ学校に入れるらしい。 

勝 タシマィダンがも連日沢山のファ 
ンボ入っていた。今回はナショナルとの対 
戦はどこもよくお審さんがいましたね。 

巧田東洋のチームということも手伝っ 
てね……。今年のタシマィダンがを面白く 
したのは日本だとある記者がいってまし 
た。第一にユーゴを破った' ことによって 
順位争いをものすごく面白くしたわけで 
す。 

司会 T ゴ旨本に負けて優勝を逸し 
たのですからね。 

か戰ユーす戦の時は、五千近いファン 
がはじめのうちは日本に同情的な声援を送 
っていたようですが、ユーゴ，ボ苦しくなっ 
てくると後半は反対にユ I ゴへの応援がす 
ごくなりました。 

村田各間の中間につくられたハンドボ 
1ル専用のコロシアムボ大歓声につつまれ 
て湧いたでずものね。 
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風格のある西ドイツ 

司会遠征の最後に西ドイッへ立ち寄ら 
れていますわ 

勝あそこはまだ U 人制が残っていま 
すし、そのシ J ズンだったわけですボ、7 
人制でもその特色がよく現れていました。 

巧田ビックトレー ナ ーは『前に来た時 
より 日本ははるかに よく なった』といって 
くれました。蜡にが度と GK の進境をほめ 
てました。 

れ野ナショナルとの試合は8点あきま 
したけど2〜3点差ということですわ。 

巧田いいコンディションなら勝てたと 
思いますよ。それにしても西ドイツのチー 
ムはカラーというか風格がありまず。歴史 
ポあるだけでなく世界の 一 つの流れを形成 
しています0 

れ野ある面オーソドックスで、ある面 
非常に新しい…… 

勝 U 人制の影響で豪放な面が今回は強 
く出ていました。 

村田キ]ルでのナショナルの時、これ 
は試合に直接関係はないのですが、試合が 
終ってからのプレス•インタビューに感 、む 
しました。私と相手の監督が出て、進行を 
協会の技術部長がつとめるわけで、まず観 
を数の発表と日本の紹介が今回のルーマニ 
ァ合宿のことを含めて あり、 つづいて技術 
部長が所感を述べるのです。その中で審判 
が巧いとか拙いとかはっきりいうのです0 

れ野この時はデンマ]クから二人が来 
て担当したのです。 

巧田なかなかきびしいが判でしたよ。 
そのをと記者からの質問ぶをって「入場ぶ 


ボ高すぎる」といった注文も出るのです。 

腊最低の席で日マルク(邦貨約五百 
円〕とか云ってました。 

れ野キールではふだんげヵードがない 
という話でした。 

司会記者会見の席で、•そうした運営を 
ふくめた一切の反省をするというのは参考 
にしてよいことですね。ところで西ドイツ 
のホ リン ピックムードはどうでずか。 

村田 I 殺的にはまだまだのようで'すが 
競技関係者は大変な熱の入れようです。 

勝 これは西ドイツに限ったことでは 
ありません。 

か野各国とも I 九一二六年な来というこ 
の好機に異常なほどの高まりをみせ、そし 
てまず来春の パリ 大会ということになって 
いるようです。 

司会今度の遠征で目についたか国運手 
はいますか。 

巧野ソビエトの GK イチェンコ。 

村田1 m 拟もあり、よく動くんです。 

勝 'ユ I ゴの GK もよかった。 

村田 FP ではルブキング(西ドイツ)。 
年—ルでの試合で巧 m 近いシュートを決め 
られたのにはたまげた。あれだけで西ドイ 
ツに立ち寄ったヵイがあったと云える。 

勝ルーマニアのナトボ西ドイツに留 
学していて、すっかり円熟したプレーを見 
せていたのも印象に残っています。 

れ野ユ'~~ ゴのポストマン 0 3*2*1 
の 1をつとめていた選手もよかった。 

村田ハンガリ！のサウス ポ！ カロも 
いい。それにフェン コー ル。 

化野グルイァ(ルーマニア〕はもう下 
り坂といった感じですわ。 


滕 ヒザを痛めていたし。 

村田ル]マニアでは二力とか左利きの 
モル-ドバンが目立つ。それと「二つの G 」 
といわれる . 〇 

か野‘ガ方とグネスね。 

I 司会審判の判定解釈はどうでしたか。 

勝 日本とほとんど変わりません。 

巧野日本の方がちょっとこまかい面も 
あります。国によって違う点は多かありま 
す0 

村田クンスト氏が統一を強調するげえ 
んでしよう。 ‘ 

小柄な選手の 

特色も活かせる 

司会それでは最後に一言づつ今回の遠 
征の盗まとめというかむすびの御意見を何 
いましよう。衍野さんからひとつ ……。 

れ野"世界"というものは決して遠く 
ないという気持ちを抱いたことが最大のお 
獲になったと思います。日本人は体力面で 
劣っていたのですが、史上最高といわれる 
大型チームで行って、強い相手にも勝てる 
という自信を得ることができました。もち 
ろん反省もあります。今日いいかと思うと 
巧日悪いという不安定、.この波をなくずこ 
.とはなかでも急務でしよう。 

勝私は慎重派なんで勝ったことは勝 
ったがよくふり返ってみると*アジアの曰 
本"という意外性ボかなり作用していると 
思 kS のです。ナショナルチ^~~ム^の勝敗は 
9戦4勝4敗！々だったわけですが、この 
五分の成蹟がホンモノかどうか、もういち 
ど々がしたいわけでず。それと、いわゆる 


小巧な運手、例えば野田や井上のプレーが 
通巧し、戦力となったことは今後の選手選 
考に一つの示唆を与えたといってもよいで 
しよう。今回の場合、身長を優先して選考 
を進めたのですが技術、体力、体格の各面 
でバラュテイに富んだ編成を、むがけるべき 
でしよう。また ゥェイト というものも重視 
ずる時に来ています。大きいということボ 
重いということにもつながるように仕向け 
るべきです。 

村西今、二人が云ったことで云いつく 
されると思いますが、ともかく勝つ自信を 
得たことは収獲です。しかし、竹野君も吉 
ったようにナショナルに勝つかと思うと二 
流チームに苦戦して、終盤やっと勝負のメ 
ドをつけるという不安定な力は、まだ本当 
の力に乏しいことを示しているわけです。 
今回は、まがよかったから巧勝4かとい 
い成績を残せましたが、，下手をすればとて 
もこういかなかったと思う。今の実力を伸 
ばしていくことはもちろんお要ですし、デ 
イフ H ンスの強化もいぜん諫題です。それ 
と勝負を決めるシュ—卜力を養うことも欠 
かせません。勝利へ結びつけるシュートカ 
をつける一方、相手似そうしたシュ I 卜を 
はばむ守りの力を備えることが今後の合宿 
のテーマになるでしょう。その意味で、遠 
征の最後に西ドイッのルブキングに突風の 
ような技 m シュ I 卜を見せつけられたのは 
よい教訓になりました。こうしたことに加 
えて日本チ I ムの特徴とする「素早さと正 
確で変化に富んだコンビネ]ション」をよ 
くするようつとめます。 

司会どうも長い間貴重なお話ををりが 
とうございました。 (7 月 如日、体臨で〕 
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ブロック高校選手権 


明屋と昭和学院勝つ 

-第ほ回関東高校, 


7 月の日から说日までの 4 日間 
茨城県•笠間高グランドに関東8 
県から男女各 4 代表あわせて的校 
が参加して行われた。 

男子は、本命とみられた中大附 
属(東京•前年優勝〕が欠場し混 
戦楼様となったが、明星(東京〕 
が安定した攻守で、桐生エ•富岡 
(群馬〕、塩山商(山梨〕らィン 
夕 1• <ィ出場校をおさえ2年ぶ 
り8度目の優勝。 

■女子は予想どおり昭和学院(モ 
葉〕がすぐれた攻撃力で初媛勝し 
た。男女を通じモ葉け表の優勝は 
初めて。 

▼男モ1回戦 

塩ム商(山)凱 IW 馬頭(板〕 


竜ヶ崎一 

泉〕 

觸お I (巧〕 
驚宮(轰 
相撰台エ 

廷 

足利ェ(栃) 
盛間(茨) 
浦和巿立 

受 


ザ化 

^—日 
^—9 
巧 — U 
Y 巧 


.川巧(神)？^—巧石岡商(茨) 
甲前エ(山)巧—巧佐原(千) 
国立菓〕目足利(板) 
麻生(お〕巧 — S 足利商(栃) 
日川(山〕巧— 9 小.金手) 
川ロエ(埼)の—の関東学院(神) 
明星(東)：5 —6 桐生エ(群〕 
▽同2回戦 

塩山商の一の竜ヶ崎一 
驚 宮 U - S 甘楽農 


足稠エ 
を 間 




宮 


岡别—巧川 


明 


▽同準々決勝 
塩山商 S ご 


; u )9 


の一 8 清水(千) 


甘楽農(群) 

教大附坂戸 
(埼) 

園芸 S ) 

桐实群) 

四お商(東) 

木更津商 
(千) 


富 


S を 


間 


富岡(群〕巧— U . 瑚霞(埼) 


S ( IN : 

▽同決勝 、 

K 星养 Ny 了塩山商 


灰女モ1回戦 
八郷(获〕 

伎成学園 
(東) 


^—5 


浦お南(埼)じ一 5 
佐原女(千〕巧— 7 

前橋市女。 

(群) 


を間(费 
甲西六山〕 
板木女(损〕 
国学院栃木 


石固 一 (茨〕 6 iU 


の相模台エ 
化浦和巧立 


變江巧 


甲府エ 2— U 国 立 
麻 生化ム日 W 


星の IU 川ロェ 


宮 


を間ぶ足利エ 
明星我 ujs 麻生 

0 岡 S (巧。 G 甲府 H 

▽同準決勝 

塩山商艾げパて笠 W 
明星乂 wulsj ご呂岡 
▽同 3 位決定戦 


昭昭学院 

手〕 

桐生女(群〕 

江戸川(東〕 

水海道二 
(茨〕 


损木女 
国学院お木 
菊 華 
昭和学院 
水海道11 
▽同準々決勝 


觸浜南(神〕 
高崎女(群) 

足利ホ(损) 
山梨(山) 


で7 


nil 

n —8 


撕 —o 


巧菊華(東〕.巧— 9 


の一2 

917 

WI 9 

で日 


▽同，2回戦 
八 郷 6—4 
浦和市南 U —9 
前橋市ホ； 317 


で2 

7 — 3 
n—5 
U —3 
W —2 


昭和学院 U 4氷海道 r 


前橋市ホお木女 

菊 ^ 1® 

A 郑浦巧市南 
▽同準決滕 


HI 5 熊を商(埼) 


昭和学院 U 


上溝(神) 
園芸(東) 
八千巧手〕 
深お女(埼) 
高崎市ホ 

轟) 

和洋女附国 
府台(千) 

，日 EX 山) 

塩 山 商 (山) 

ル山城南 
(お) 

川口 亥埼〕 

衛生短大附 
属二俟川 
(神) 

校成学園 
佐原ホ 
笠 間 
甲府二 
石岡二 
平塚江南 
桐生女 


16 16 - 

3—3 〇窝 
2 —〇1莽 

で一 11 


華 


前橋巧女 8 な )7 A 0 
▽同 3 位決定戦 

八 郷も N い)日菊華 
弓きかけ 

▽同決勝 

駕学院 w (；^ u )6 前橋巿女. 


添上、化方ゆずらず 
-第に回近畿高校 L 


みめた。 

▼舆子1回戦 
枚方(大)日 
隧峨野(京) W —8 
高■島(滋)巧— 9 
お石(兵)別—8 

彥根東(雜〕 U —6 

桐庫ェ(兵〕巧—6 
▽同2回戦 
洛星(京〕 53—8 


笠田爵〕 
生駒(衰 
巧蔭爵〕 
東大寺(奈) 
御武商工 

霜) 

乙訓貪〕 


明 


石 


枚 


方の—2八幡ェ(滋) 


膛峨野 S — U 新宮憂 
兵库ェ(兵) U —6 お塚(大) 
添上桑) U —9 武庫ェ 


鄉ェ(大) SIU 高 


島 


7 月の日から 3 日間、県立 神 戸 
商高巧技場に近畿6県から舆子の 
校、女子 W 校が参加して開かれた 
巧子は準々決勝で、洛星(京 
都〕を降したか方(大阪)と、巧 
エ(大阪〕を破った添上(奈良) 
が決勝に進んで激戦を展じ、第2 
延長にもつれこんだボ、結局雌雄 
を決せず 9—9 のまま則き 分けと 
なり両者優勝となった〇 ともに 初 
優勝。 

女子は、インター•ハイ代表が 
順当に勝ち進み、激しい星のつぶ 
しをいから大ハ合(大阪)が決勝で 
粉河(和歌山〕に辛勝、初優勝を 


裙川 (兵) 9—8 彦根東 
佐野エ(大〕 ^—8 平安養 
▽同 準々決勝 

な-方 9(；^ u )6 洛星 

お* H W な U ) 日幢峨野 
添上一？がて 


佐野ェ S 


じ8 




▽同準決勝 

添上裁 U ) 日佐碌エ 
枚方 S ご n ) s 兵庫ェ 
▽同決滕 


添 上 


9 枚 方 


- 011 ^ 
引きかけ 









加 A 本 学 マ 
治同"•"園リ 

木3 广 N 又 

エ位熊卜 
18ま 27 

' ^、化 / - s . 

612 戦 161 L 


V 爲加院九^大^島▼萄 

鬟置治薩^々湯原*崎 

を S 木攻学一東 U 農準エ 
勝9111011,1^ . 19 

, \ £ A . イ 、 

‘ :勝 12 7 


.2 7 


3 8 3 2 




1 

II 

1111 

II II II 11^11 

II 

1 1 

1 

2 4 

2 2 2 1 

53412102 1164 

8 7 

4 5 


▽同決勝. 


島原農5 


九州 女学 1 
院 1 

▽同3位決定戦 

化治ホ又パ 
▽同決勝 

九卵女学4/"7 
院 117 


加治木工 
} 巧鹿児島エ 


/〇マリスト 

、1学園 
1回戦) 

泉ヶ丘 

鲁崎) 

が部(鹿 
児島) 

神璋農 
(佐賀) 

古賀(福 


2 

3 


岡) 


3 大分東 
4 加治木 

了大分東 


j 8 島原農 


甲子園学院 

冥〕 

十津川(奈) 


▼女子1回戦 
春日丘(大) 614 

神戸商(兵) 9—7 
生駒(奈) . 3鈴蘭台(兵) 
精華(京) 5—4 八幡商(溢) 
粉河霜〕 C 3 明徳商(京) 
销見商(大) W —8 守山女(滋) 
大き大〕？3 商工 

西巧巧(京〕 6—1 夙 川(兵) 
▽同準々決勝 

精華 S 打 N パ了き日丘 
ぉ河8な u )2 巧戸ぁ 
を駒 6. nu り) 3鹤見 


巧居浜エ^連勝飾る 

-第！；：回四国高校— 


も強味をみせて快勝、第1画なお 
無キズの^連ぱを記録した。 

女子は、ィンタ^~ハィの優勝候 
補に推されている新居浜商(愛媛) 
ボ抜群の攻守を示し、決勝では池 
田(徳島)からシャットアウト勝 
ちを奪って4年連続優聴を遂げた 
▼男子準々決聴 ( U 1 回戦〕 


池 


H 5な N 若一ニホが 


▽同3位み定戰 
一一一本 
▽同決勝 
新居ぉ商 


高がホ巧 


池.田 


大.ハ々3 (。い )1 西京商 
▽同準み勝 

大 ハ合5( パ N りで 生駒 

が巧も uh 精華 
▽同決勝 

大ハ合3(り u )2 粉河 


II 一本松 41^9—0 
(香川)1'.日—。 

追手前6 1^9 —7 

貪知 ) i ■: Q 

高知西 9 l " el 2^ 
(高知；} 9 1^3—4、 

新居浜ェ2 1^8 1。 
(愛媛) 114—1 

▽同準決勝 
追手前巧 ( SN ; 


> 


城化(徳 
島) 

松山東 
(愛媛〕 

徳島東ェ 
§島) 

" U 坂化工 

-j (香川) 


新居浜商 7/^911 
(愛媛)118 10 


I )田(徳艾 


7月別、の日の両日、高知、追 
手前高グランドに四国4県の代表 
男女各8校を集めて行った。 
男子は新居おェ(愛媛〕が今年 


(香山 


九州女学院が初優勝 

-第22回九州高校 




一一一本を 


が居'ぉ H 9{5 u り)3高知西 
▽同3位決を戦 

高知西 U (パ u )5 1 一一本が 
▽同決勝 

巧居おて追手前 
▼女子準々決勝(==1回戦〕 

高が女商3つ一4 一 5 勝浦園芸 
(香川)11911,15 ( 徳賣 

高知，西 
(高巧〕 


. 7月の、^日の2日間、鹿児島 
県•甲南高球技場に男子7、女子 
8校が参加して争われた。 

男子はィンターハィ代表校がそ 
れぞれ持ち味を活かしたプレ）で 
勝ち進んだボ、.決勝では韓崎エ ( 
大分〕が、新進のマリスト学園 ( 
熊本)に対して攻守に I 日の長を 
示し制勝、2年ぶり2度目の優勝 
をとげた。 

夕子は新鋭の抬頭がめだったが 
九卵女学院.(熊本)ボ島原農(長 
崎〕に前半のりードを活かして勝 
ち、初優勝した。 

，▼男子準々決腊 ( U 1 回戦3試合：} 


鹿児島ェ 


(鹿化島) l \ u —4 


田川エ 
霜岡) 


触〕田。局 


さて及則 i 


ニー‘：本-職ふ^ u "" )5 お.山 商挪築江 


I 愛媛).(鹿児島〕 




巧)81宮城崎〕 ェ 


▽同準決勝 

新居海商.高松女商 


▽同準決勝 


鹤崎 H 赢 u ^) 巧田川 H 


鹿児島協会の新住所 

鹿児島協会はこのほど連絡光が 
次のよぅに変更された。 

鹿児島市草牟田巧一二九 I 八•県 
立鹿児島工業高校内 

T 正本 誌前号8頁1段目「荒 
訂ぶ井清美監督の話」とある 


おことわり 


のは「荒川清美監督の話」の誤り 
でした。お記びして訂正します。 

本誌§、 W 号に掲載 
しました「全日本高 
お選手権各県予選記録」は未着県 
を残していましたが W 号で巧ち切 
りました。 


松田選手が交通禍 

埼玉教員 クラブの 主力選手と し 
て活躍していた松田政昌邁手(の 
ホ、東京墨田川高—東京教大出•県 
立草加高教諭)は7月斜日夜、友 
人の運転する自動幸に乗っていて 
交通事故にぁい頭がい骨を骨折、 
手当てのかいなく亡くなられた。 

お田邁手は高校時代から洗錬さ 
れたプレ I で巧厲チ I ムの中ムと 
なり、学生、教員界ではトッププ 
レィャーの定評を得、特に昨夏、 
埼玉教員が全日本教職員選手権で 
優勝した時はその原動力となり、 
今シ—ズンもその活躍が待たれて 
いた。指導者としても今後に期待 
が寄せられていただけに、同選手 
の不慮の他界を惜しむ声は大きい 

8月巧日から上尾で行われた第 
3回全日本教職員選手権開会式で 
は、高校•大学•クラブを通して 
の球友化井晴な選手が遣影をかか 
げて入場、参加者全員が驟とぅを 
ささげた。 

松田政昌選手の御めいふくをつ 
つしんで おがり申しぁげます。 
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化海道代表決まる..….国体 


録 


記 


の 


地 


を 


W 月如日から長崎市で 
開かれる第別回国体をめ 
ざす各地域(ブ□ック) 
予選は、8月未から9月 
にかけて一寄に阿われる 
が、そのトップを切って 
8月の、 U の両日室蘭商 
で化海道予選が行われそ 
のけ表が決まった。なお 
一股男女は第斜回北海道 


選手権を兼ねた。 
▽一般男子準決勝 
室蘭ク棄 


権函ヶ旺 


函 HOB W (削 uyw 務友ク 
▽同み勝 

函 loB n (削 y ) 巧 WI 蘭ク 
▽同女子決勝 

き蘭ク B がク 

▽高校巧子準み勝 
ま蘭選抜 B 棄権れ幌ぁ 
ま蘭遇な A 6—5 函館透を 
▽同み勝 

ま蘭運巧 8^91- 


A 


n)s 


名古屋巿に初のお思 

.巧 7 回 5 大都市ホ育大会ハンド 
ボール競技は 7 月巧日から 3 日間 
大阪の淀商高巧技場でリーグ戦に 
ょって行われ名古屋—賴浜の厦勝 
争いとなったが名古屋市が逆転勝 
ち、初優聴した。 、 

大 阪のム神 戸 
名古屋巧 —9京 都. 
賴■浜班 Is 神 戸 
.大 阪巧—巧京都 
お古屋大 阪 
横.浜 W I W 京 都 
名古屋别神 戸 
賴 浜视ム大阪 


京 都 


. M 神 戸 


室蘭還抜 

B 


▽同ホモ準決勝 

室蘭選抜 1 — ち 岩見沢駒 
B ‘I 15 大 

室蘭選あ A WIO 函館遺拔 

▽同決勝 

室蘭選抜 2,^910 一 室蘭選お 
A 2^12^2 


鹿児島)•一二術校(モ葉〕 1 勝 3 
敗1分⑥大湊抗空隊(青森〕1勝 
4 敗 

▽乙組順位①{干都宮教空群(栃木〕 
4 戦全勝©月教空群(山口〕 3 勝 
1敗感第四お空群(千葉) 2勝2 
敗感第别航空辭(千葉〕 1 勝 3 敗 
風第ーニ骄空群(徳島〕 4 敗 
▽決勝卜 I ナメント 1 回戦 

g なぉを叉け H 丫月ぁ空群 

第一航巫3、5 —2ン？宇都宮教 
群 


UI い u )7 囊 


B 


名古屋巧 IU 横 お 

〔順位〕®を古屋市4戦全勝③横 
滨3勝1敗@大阪市2勝2敗®京 
報市1聴3お感神戸市4敗 

第一航空群(鹿お崎)が優勝 

全国海上自衛隊航空部隊連合ハ 
ンドボ I ル大会は7 月 8、9 、 W 
の3日間宇都宮海上自衛隊に U チ 
1ムが参加して行われ第 I 抗を群 
(鹿児島)が、優勝を飾った。 

▽予邁リーグ甲組順位®大がおを 
嫁(長崎)日戦全勝③第一お空群 
(鹿巧島) 4勝1お感第二航空群 
(青森) 2勝3敗®鹿屋教空群 ( 


▼岡山県体育大会ハンドボ—ル 
8月.岡山) 

▽高校男子準々決勝 
県運扳じ巧 島 
倉敷商 ^—4 関 西 


矢 掛 ；5 ls 玉 


巧 


▽同決勝 

第 I お空 4^1 大が航空 

群 lv 3' l 3、 隊 

▼第班回富山県民体育大会ハンド 

ボール (8 月•富山〕 

▽高校男子準決膳 

氷 見の一 C 0 富 山 

，小 杉刘ム富山エ 

▽同決聴 

氷 見^ムル 杉 
▽同女子決勝 

高岡女 W —3 小 杉 
▽中学男子決勝 ' 

富山堀川 W — U 婦負八尾 


津 山 U ム津山エ 
▽同準決勝 

高校選抜巧 —8 倉敷商 
矢 掛 9 IS 津 山 
▽同決勝 

県選扳の fsu 心)化矢掛 

▽同女子準々決勝 
真 備 WI 3 操 山 
井原 
金 W 
による不戦勝 


U —4 

^—5 

シ—ピー 


落 合 

'を J BU 

韩止南 
県透抜 
▽同準決勝 

県透抜：：！—。 

津山商 8 I C 
▽同決勝 

県運ぉ前 U ぃ 
▽.一般女子決滕 


井原 OG 


3 

1严8— 5' 


真備 
落 合 

津山商 

18岡ムク 


括託び本紙前号(第の号)に掲載の「第別回全日本操合遲 
手権展望•男子」「全日本教職員選手権展望」は、日本協会常務理 
事会(合議 スタッフ〕 が全日本第2次候補巧名の国内試合出場お 
制の解除を決定した7月撕日ょり试前に印刷•刊行いたしました 
ため、出場運手の変更及び戦力分析に誤差が生じました。読者各 
位に御めいわくをおかけしましたことを謹しんでお訖びします。. 
- - -日本ハンドボ—ルお会編集部- 


記 • 〇……本誌としては3度 
後•目の増頁。炎天下にくり 
集-ひろげられた一二つの全日 
編•本選手権大会と全日本男 
子による遠征リポ]卜などが重な 
ったためです。 

読者各位にも曲ごたえのある内 
をになったと思うのですが……。 
〇……できる ことなら毎号この程 
度のぺージ建てで巧きたいのです 
が、原稿量に不安があり当分の患 
いだは踏み切れそうに志りません 
全国の読者からいろいろなニュ 
1ス、研究などをお寄せいただく 
よう 重わてお願いしておきます。 
〇……世界選手権までいよいよあ 
と6ヶ月を残すのみと なりました 
選手強化対策委の活動もこのと 
ころいつそう激しい燃えあがりを 
見せているように感じます。 

女子のオリンピック実施の芦も 
チラホラ 聞こえています。目本の 
ハンドポール界ボ国際舞台で脚光 
を浴びる"時"は刻一刻おってく 
るのです。 

ナショナル プレィヤー に充分な 
活躍をして貫うには国巧体制の強 
化•確立が不可欠です。その礎に 
本誌がなり得たら……と編廉モは 
つねに思っています。 

0……邮号でもお誘いしましたが 
我々とともにこの雑誌をつくろう 
という若い人がを求めています。 

編集部まで御 I 報下されば幸い 
でず。 ( S 〕 
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胸から出す、ノックする、普く. . 

=菱ボールペン<ジャカ’一》は、すべてに 
スキがありません。 
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